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本市の人口と世帯数（令和 4 年 3 月 31 日現在）
世帯数 51,094、人口 109,377 人
男性 51,943 人、女性 57,434 人

市ウェブサイト facebook LINE YouTube

◎本紙掲載の講座や催しなどは、新型コロナウイルス感染症の
　拡大状況などにより内容の変更や、延期・中止の可能性があ
　ります。ご了承ください。

峰塚中学校　泉歩未さんのデザイン
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4 月 1 日　『向野こども園』が開園しました。

本施設は、向野保育園、丹比幼稚園、恵我之荘幼稚

園を統合した幼保連携型認定こども園です。

市役所には新たな組織『こどもえがお部』が新設さ

れました。

羽曳野市は、今後もこどもたちの健やかな成長のた

めに取り組んで参ります。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　こどもえがお部
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はびきの埴生学園第2体育館整備事業　 ［1億28万円］
　非構造部材にかかる耐震化工事を実施します。

道路・橋梁整備事業 　　　　　　　  ［5 億 839 万円］
　�老朽化が進む道路・橋梁の改修等を順次進めます。また、
令和4年度は、都市計画道路八尾富田林線（羽曳野工区）
の関連道路の整備や国道170 号（大阪外環状線）西浦
交差点部の改良に向けた予備設計に着手するほか、引き
続き恵我ノ荘駅前南側広場の整備に向け関係機関との協
議を積極的に進めます。

本庁舎建替整備事業　　      　　　　　　［726 万円］
　�耐震性能や老朽化等の課題がある市役所本館について、
新庁舎整備にかかる基本構想・基本計画を策定します。

市営住宅集約建替事業　　　　　     ［12 億 356 万円］
　�地域と連携しながら進めてきた市営向野住宅の整備は、
戸数81の住戸棟（鉄筋コンクリート造　8階建）新築を
含む集約建替工事を完了し、居住環境の改善を図ります。

学校給食センター整備事業　　　　            ［494 万円］
　�安全・安心な小学校給食の提供とさらなる食育の推進に向
け、学校給食センターの新築移転整備にかかる基本計画
を策定します。

ボール遊びができる広場整備事業       ［1億1,902 万円］
　�旧高鷲北幼稚園の跡地に、地域の子どもたちが安全・安
心な環境でボール遊びができる広場空間の整備に取り組
みます。令和4年度は、旧園舎の解体工事等を進めます。

市民プール整備事業　                    　［3 億 9,642 万円］           
　�今年夏の供用開始に向け、中央スポーツ公園内に幼児が
楽しめる遊具も備えた市民プールの整備工事を進めます。

主なハード事業

第1回定例市議会で可決承認された当初予算

こどもえがお部の創設　　　　　　　　     ［888 万円］
　�子どもや家庭が抱えるさまざまな課題に対し適切に対応す
るため、「こどもえがお部」を創設。専門的な人材を配置し、
切れ目のない包括的な支援に取り組みます。

ALTの増員配置      　　　　　　　　　  ［2,796 万円］
　�外国語教育の充実と多文化共生教育を推進するため、ALT
の増員を図ります。

学習アプリの導入　　　　　　　　　　　 ［762 万円］
　�AI 機能を有する学習アプリを導入することにより、ICTを
活用した教育を推進し、個別最適な学びの実現と学習意
欲の向上を図ります。

医療用ウィッグ購入費用助成事業　　　　　［20 万円］
　�がんに罹患された方に対し、がんとの共生による生活の質
の向上を支援するため、医療用ウィッグ購入費用の一部を
助成します。

犬猫マイクロチップ装着費助成制度の創設      ［50万円］
　�ペットの犬や猫が迷子になった場合でも、飼い主のもとに
戻すことができるよう、府内初の取り組みとしてマイクロチ
ップの普及を促進し、装着費用の一部を助成します。

タウンミーティング、地域区長懇談会の開催　［90 万円］
　�市民の意見等を市政に反映し、地域の実情に即したまちづ
くりを推進するため、公募形式のタウンミーティングや、市
内7地区における地域区長懇談会を開催します。

電子図書館サービス　　　　　　　　　　［426 万円］
　�パソコンやスマートフォン、タブレットで電子書籍が閲覧で
きる電子図書館サービスを導入します。

（仮称）羽曳野観光局の設立　　　　　　  ［500 万円］
　�地域資源を活用した新たな観光施策に取り組み、観光に
よるまちづくりを推進するため、（仮称）羽曳野観光局を設
立します。

主なソフト事業

令和4年度 羽曳野市の予算

会 計 名 令和 4 年度 令和 3 年度 伸び率  
一　般　会　計 429 億 6,911 万円 415 億 9,871 万円 3.3％ 

国民健康保険特別会計 127 億5,284 万円 127 億 6,913 万円 -0.1％ 
と畜場特別会計 1 億 9,116 万円 6,901 万円 177.0％ 
財産区特別会計 15 億　566 万円 15 億6,402 万円 -3.7％ 

介護保険特別会計 113 億 2,360万円 108 億 3,480 万円 4.5％ 
土地取得特別会計 5 億3,909 万円 1 億 8,627 万円 189.4％ 

後期高齢者医療特別会計 21 億 7,734 万円 19 億 1,934 万円 13.4％ 
水 道 事 業 会 計 44 億4,576 万円 45 億 8,304 万円 -3.0％ 

下 水 道 事 業 会 計 65 億 2,262万円 66 億 3,417 万円 -1.7％ 
総　　額 824 億 2,718 万円 801 億 5,849 万円 2.8％ 

＜一般会計＞
　�福祉、教育、ごみ処理、道路などの一般的な事業
を実施するための予算で、羽曳野市の事業の大部
分を占めています。

＜特別会計＞
　�一般会計とは区別して特定の事業ごとに経理する予
算で、羽曳野市には8つの特別会計があります。

総　　額　824 億 2,718 万円
一般会計　429 億 6,911 万円

　ポストコロナを見据えつつ、新しい行政需要にも取り組みながら、持続可能な行財政運営に向けて、
限りある財源を効果的に配分した予算編成としています。

羽曳野市長　山入端　創

－羽曳野市の予算－

－羽曳野市の予算－

－羽曳野市の予算－
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歳出：一般会計の内訳（目的別）歳入：一般会計の内訳

歳入・歳出　一般会計の内訳 －羽曳野市の予算－

【問合せ】財政課　☎ 072-958-1111（内線 3561） ※令和 4 年度予算書は、ウェブサイトまたは
　情報公開コーナー（市役所本館 1階）にてご覧になれます。

歳 出
429 億
6,911万円

【民生費】 【民生費】 
  218 億7,04  218 億7,047 万円（50.9％）

【民生費】 
  218 億7,047 万円（50.9％）

【教育費】 46 億395 万円（10.7％）

※構成比および金額は、端数処理の関係で合計が100％にならない場合や総額と一致しない場合があります。

【土木費】 
  38 億6,625 万円（9.0％）（9.0％）

【土木費】 
  38 億6,625 万円（9.0％）

【総務費】 
  36 億5,182 万円（8.5％）円（8.5％）

【総務費】 
  36 億5,182 万円（8.5％）

【公債費】
  35 億550 万円（8.2％）

【衛生費】 
  33 億1,534 万円（7.7％）

【消防費】 13 億4,783 万円（3.1％）

【その他】 8 億795 万円（1.9％）

歳 入
429 億
6,911万円

【市税】 【市税】 
  121 億8,59  121 億8,590 万円（28.4％）

【市税】 
  121 億8,590 万円（28.4％）

【国庫支出金】 【国庫支出金】 
  99 億1,17  99 億1,179 万円（23.1％）

【国庫支出金】 
  99 億1,179 万円（23.1％）

【地方交付税】 
  89 億7,000 万円（20.9％）（20.9％）

【地方交付税】 
  89 億7,000 万円（20.9％）

【府支出金】 
  33 億5,308 万円（7.8％）（7.8％）

【府支出金】 
  33 億5,308 万円（7.8％）

【市債】 
  25 億7,960 万円（6.0％）0％）

【市債】 
  25 億7,960 万円（6.0％）

【地方消費税交付金】 
  23 億3,800 万円（5.4％）

【諸収入】 
  8 億1,901 万円（1.9％）

【使用料および手数料】 
  4 億6,554 万円（1.1％）

【その他】 23 億4,620 万円（5.4％）

　下表のとおり職員を募集します。詳しくは、５月10 日㈫から市ウェブサイトに掲載する「職員採用試験実施案内」
をご覧ください。ウェブサイトの閲覧ができない方は、市役所および支所で案内を配布しますのでご利用ください。
　案内を郵便で請求する場合は、下記案内請求先あての封筒（大きさは問いません。）に「職員採用試験実施案内
請求」と朱書し、必ず返信用封筒（あて先に請求者の郵便番号、住所、氏名を明記し140 円切手を貼った封筒（角
形２号封筒〔33cm ×24cm 程度〕））を同封して郵送してください。
案内請求先 〒 583-8585  羽曳野市誉田 4-1-1羽曳野市役所 市長公室人事課

（受験できる人）○地方公務員法第 16 条に規定する欠格条項に該当しない人

【案内配布場所】 市役所３階人事課・1階総合案内および支所
【案内配布期間】 ５月10 日㈫ ～ 24 日㈫ 9:00 ～17:30
【郵送受付期間】 ５月10 日㈫ ～ 23 日㈪（同日消印有効）
【持参受付期間】 ５月10 日㈫ ～ 24 日㈫ 9:30 ～17:30

 1次試験　テストセンター試験を実施
（指定の期間内に最寄りのテストセンターで受験していただきます。）

職種 区分 採用予定人数 年齢要件 受験資格等

事務職
（社会福祉） 上級 2 人程度

昭和 57 年４月２日から
平成12 年４月１日までに

生まれた人

社会福祉士または精神保健福祉士の資格を有してい
る人で、大学卒業程度の学力を有する人

技術職
（建築） 上級 2 人程度 １級建築士免許を有している人で、大学卒業程度の

学力を有する人

保健師 3 人程度 保健師の免許を有している人

◆試験の内容については一切お答えできません。
◆2 次試験の日程は、1次試験合格者にお知らせします。
◆土・日・祝日の案内配布および持参受付は行っていません。

羽曳野市職員募集  令和 4 年 9 月1日 採用

［問合せ］人事課  ☎ 072-958-1111 内線 3421
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下水道使用料改定は令和 5 年 4 月から
ー ウクライナ情勢をふまえ、市民生活を考慮し半年間据え置きました ー

なぜ、使用料の改定が必要なのか

現在の状況と、今後の見込み

今後、使用料の改定を行うのか？

　公営企業の下水道事業は、独立採算制のもと、「雨水は税金」、「汚水は下水道使用料」でそれぞれ負担する
こととなっています。しかし、現行の使用料収入では、汚水処理に係る費用をまかなうことができないため、不
足分を税金からの補てん（基準外繰入金）で補い事業経営を行っている状況です。

　令和2年度は、汚水処理に係る費用が約16.5億円、下水道使用料収入が約11.4億円でした。
　不足した約5.1億円を税金で補てんされ、これまでの10年間で、約40億円の税金が補てんされてきました。
　今後の人口減少による使用料減収や下水道施設の維持管理費などを見込み、「下水道事業経営戦略（令和
3 年 3月策定）」の将来推計の結果、税金の補てんがないと、資金不足額が毎年約 5 億円、令和12年度までの
10 年間で約 50 億円が不足する見込みです。
　この状況が続けば、市の財政を圧迫するだけでなく、下水道を使用しない方とのさらなる不公平が生じます。
　このことは、教育や生活に関連する事業に財源がまわせないなど、市民の皆様に多大な影響を及ぼします。

　下水道事業を健全に運営し、より快適で衛生的
な生活環境を提供していくため、下水道使用料の
改定が必要となります。改定には約50％が必要
ですが、使用者負担の激変緩和を考慮し、25％を
予定しています。

今後とも、効率的な事業運営に努めてまいりますので、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

　羽曳野市下水道事業の経営状況や財政規律などをふまえ、令和4年10月より下水道使用料の改定を計
画しておりましたが、現在のウクライナ情勢や羽曳野市民の皆様の生活などを熟慮した結果、半年間据え置
き、令和 5 年 4 月から実施することが、市議会（令和4年3月）で承認されました。

汚水処理に係る費用と財源（令和 2 年度決算より）

支出 16.5 億円 支入 16.5 億円

使用料不足分
維持管理費

5.3 億円

減価償却費
支払利息等
11.2 億円

下水道使用料
11.4 億円

基準外繰入金
（税金）5.1 億円

毎年 5 億円毎年 5 億円の補てん（税金の補てん（税金））ってって
　　　　　　　  　　　　　　　  すすごいごいおお金金だだね！ね！
使用料収入使用料収入でで汚水処理に係る費用汚水処理に係る費用がが

まかなえれば、まかなえれば、  補てん  補てんのの5 億5 億円円をを、、  

『『子育子育てて』』  、 、 『教育』『教育』などにつかえて、などにつかえて、
　も　もっっとと充実充実できるね！できるね！

【問合せ】下水道総務課　☎ 072-958-1111

下水道事業運営経費の推移予想

汚水に係る経費（百万円） 使用料収入（百万円） 水洗化人口（人）

（ 人 ）（百万円）

1,800
1,700

1,600

1,500
1,400
1,300
1,200
1,100
1,000

900
800
700

85,000

80,000

75,000

70,000

65,000

60,000

55,000
R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12



5−はびきの　令和4年（2022年）5月−

太鼓演奏

吹奏楽演奏
ヒーローショー

新極真
カラテ演武 

ダンス ! ダンス !
　　　DANCE!!

大抽選会

実行委員長挨拶

毎年多くの市民の皆様にご来場いただいております「はびきの市民フェスティバ
ル」も本年度第45回目を迎えることができました。これもひとえに、多くの皆
様のご支援・ご協力があってのことと心より感謝申し上げます。
本年度は「笑顔～人と人との繋がりを大切に～」をテーマに、峰塚公園にて開催
予定となっております。ぜひ皆様お誘いあわせのうえご来場いただきますよう、
ご案内申し上げます。実行委員会一同、皆様のご来場をお待ちしております。
第45回はびきの市民フェスティバル実行委員会
実行委員長　山内　綾子

●規模を縮小して開催します。●新型コロナウイルス感染症の拡大状況などにより中止の可能性があります。●新型コロナウイルス感染症
の感染を防ぐため飲食・物販等のパビリオンの出店はありません。熱中症予防のため実行委員会にて飲み物を販売予定ですが、数に限り
があるため、各自で飲み物を持参してください。●感染拡大防止に向けた取組として、基本的な感染防止策の徹底を心がけてください。
●峰塚公園内に駐輪場はありません。また、公園内は歩行者の安全のため自転車の進入を禁止しています。外環沿いの駐輪場、ＬＩＣ北側
の駐輪場をご利用ください。●会場周辺には駐車場がありません。市役所・陵南の森・はびきのコロセアムに駐車場を設けていますので、
お車の方はそちらでシャトルバスに乗り換えて会場にお越しください。（はびきのコロセアム駐車場は２時間を超えると有料）
●会場内では、羽曳野市の広報担当や市民フェスティバル実行委員会による写真や動画撮影が行われる予定です。羽曳野市の広報紙への
掲載や、インターネット配信、市民フェスティバル実行委員会のポスターに掲載される場合がありますので、あらかじめご了承ください。

５
５

峰塚
　公園

こどもの日

少年少女合唱

はびきの市民

フェスティバル

第 45回

2022

9:30～
オープニングセレモニー

15：30　終了予定

※プログラム、内容および時間は

　変更となる場合がございます

9：55 ～

10：25 ～、11：35 ～

10：50 ～、13：35 ～

11：45 ～

12：10 ～

13：10 ～

14：30 ～

古代英雄神話 シグナリア

大会会長
　　山入端　創
羽曳野市長

実行委員長
　　　山内　綾子
( 一社 ) 羽曳野藤井寺青年会議所 ■　■　問問問問 市民協働ふれあい課
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≪問合せ≫ 新型コロナウイルス対策室　☎ 072-957-3320（直通）

新型コロナウイルス
ワクチン接種のご案内

■集団接種の予約やコロナワクチンに関する相談
　羽曳野市新型コロナワクチン接種コールセンター

☎ 0570-071-105 （平日 9:00 ～17:15）

　新たに、2 回目のワクチン接種を終了し、接種間隔が経過している12 歳以上の方も対象
となりました。国は特に基礎疾患のある重症化リスクの高い方に、接種を勧めています。

●使用するワクチン：ファイザー社製
　　　　　　　　　 初回（1・2 回目）接種と同量
●接種間隔：２回目接種完了から６カ月後の同日以降

12 歳から17 歳の方の
追加（3 回目）接種がはじまります！

お知らせ

≪ 12 ～１７歳の接種券の発送について≫ 市ウェブサイト LINE 公式アカウント

4 月下旬から順次、接種券を発送しています。
接種券がお手元に届きますと、予約をとることができます。
※12 ～17 歳の方は、モデルナ社製ワクチンは承認がおりていないため接種できません。必ず、ファイザー社製のワクチンを使用
　している集団接種会場や医療機関で予約をしてください。

2021年 9 月 24 日以前に２回目接種が完了されている方へ
案内文の接種可能日の日付は、追加（3 回目）接種が承認された日が
2022 年 3 月 25 日であるため、６カ月以上経過されている方の場合も一
律で 2022 年 3 月 25 日と表記しています。

≪１２～１７歳の予約について≫

市コールセンター・市ウェブサイト等より、予約をしてください。
必ずファイザー社製ワクチンの開催日を選んでください。下記「お知らせ」もご参照ください。

実施医療機関は、市ウェブサイト・市コールセンターでご確認ください。

集団接種

個別接種

注意事項
・市の集団接種会場では、中学生以下の方は保護者の同伴が原則となります。
・接種券一体型予診票の「新型コロナワクチン接種希望書」の署名欄には、保護者名で署名をお願いします。
※市の集団接種会場では、高校生の方の場合も保護者名で署名をお願いしています。

●陵南の森接種会場は、4 月末をもちまして終了しました。
● 市役所別館での集団接種において、5 月14 日㈯、5 月15 日㈰、5 月 28 日㈯の日程は、ファイザー社製

ワクチンを使用します。10 代・20 代で接種を希望される方は、この機会に予約してください。
● 市内医療機関は、４月末から５月中旬にかけて実施を終了する見込みです。ただし5 ～11歳の1・2 回目接種、

１２～１７歳の追加（３回目）接種を実施するクリニック等は除きます。これからも集団接種と市内協力病院で
接種の場を提供しますが、今後は機会が少なくなります。接種を希望される方はお早めに予約してください。

大規模接種会場
大
阪
府
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
セ
ン
タ
ー

自
衛
隊
大
阪
規
模

接
種
セ
ン
タ
ー

　　市役所本館南側広場市役所本館南側広場および峰塚公園峰塚公園にてキッチンカー
が試行出店しています。
出店予定はカレンダーのとおりです。（出店予定は変更される
場合があります。）

キキッッチンカーのチンカーの
 　　　試行出店中 　　　試行出店中！！！！

出店の様子を
随時更新中！
インスタグラムを
チェック！！

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
1 2 3 4 5 6 7

8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4

1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0 2 1

2 2 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7 2 8

2 9 3 0 3 1 【出店場所】
平日・・・市役所本庁
土日祝祭日・・・峰塚公園

和琴きっちん 和琴きっちん
NOWORK
motor&cafe－

和琴きっちん 和琴きっちん
NOWORK
motor&cafe－

和琴きっちん
NOWORK
motor&cafe－

和琴きっちん

【店舗】　●PAN HEAD（パン）　●和琴きっちん（みたらし団子など）　●NOWORK motor&café（ハンバーガー）　　　
　　　　●MAUMDAERO（クレープ）●ICE KITCHEN MIKAN（アイス、オムライスなど）
　　　　●ホルモン焼キング（焼肉丼）　●LOCOLOCO（ハワイアンフード）　●南喜久（お弁当など）
　　　　●アン・ルポ（ブロート（ドイツ風パン）を使ったデザート、ランチなど）

和琴きっちん

和琴きっちん

アン・ルポ

ホルモン焼キング 南喜久
NOWORK
motor&cafe－

PAN HEAD
LOCOLOCO

ICE  KITCHEN  MIKAN
LOCOLOCO

アン・ルポ

NOWORK
motor&cafe－

LOCOLOCO
南喜久 南喜久

LOCOLOCO NOWORK
motor&cafe－

LOCOLOCO
南喜久

NOWORK
motor&cafe－

LOCOLOCO
南喜久

アン・ルポ
南喜久

LOCOLOCO

南喜久

アン・ルポ

10 時から17 時
（店舗により営業時間は異なります）

LOCOLOCO
LOCOLOCO

LOCOLOCO

南喜久
MAUMDAERO

NOWORK
motor&cafe－

和琴きっちん
LOCOLOCO アン・ルポ 南喜久 LOCOLOCO

ICE  KITCHEN  MIKAN
NOWORK
motor&cafe－

和琴きっちん

南喜久
南喜久

MAUMDAERO
MAUMDAERO

南喜久 和琴きっちん
アン・ルポ

5月

大阪府内でも接種が
できます。（モデルナ製）
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碓井豌豆は明治時代に羽曳野市碓井地区にアメリカ合衆国より導入された碓井豌豆は明治時代に羽曳野市碓井地区にアメリカ合衆国より導入された
むき実採り用えんどう豆です。むき実採り用えんどう豆です。
地名から碓井豌豆と呼ばれるようになり、羽曳野発祥の春野菜で羽曳野市地名から碓井豌豆と呼ばれるようになり、羽曳野発祥の春野菜で羽曳野市
の特産品でもあります。碓井豌豆は他の豌豆と比べて、小型でへその部分の特産品でもあります。碓井豌豆は他の豌豆と比べて、小型でへその部分
が黒く、甘みが強くて、こくが深いのが特徴です。植物性タンパク質を始が黒く、甘みが強くて、こくが深いのが特徴です。植物性タンパク質を始
め多くの栄養素を含んでいます。め多くの栄養素を含んでいます。

碓井豌豆は明治時代から現在までずっと自家採種を繰り返して碓井豌豆は明治時代から現在までずっと自家採種を繰り返して
いるため、大阪府から「なにわの伝統野菜」の認証を受けていいるため、大阪府から「なにわの伝統野菜」の認証を受けてい
ます。一般に市場に出回っているカタカナ表記のウスイエンドウます。一般に市場に出回っているカタカナ表記のウスイエンドウ
は、この「碓井豌豆」から品種改良されたもので、なにわの伝は、この「碓井豌豆」から品種改良されたもので、なにわの伝
統野菜である「碓井豌豆」とはまた違います。統野菜である「碓井豌豆」とはまた違います。
私たち私たち碓井豌豆碓井豌豆保存会は明治時代から栽培されている碓井豌豆保存会は明治時代から栽培されている碓井豌豆
の継承と普及、そして一人でも多くの市民の方に美味しく食べての継承と普及、そして一人でも多くの市民の方に美味しく食べて
いただくため栽培技術の向上を目的に活動しています。これからいただくため栽培技術の向上を目的に活動しています。これから
が旬でありますので「道の駅しらとりの郷羽曳野」で購入して、が旬でありますので「道の駅しらとりの郷羽曳野」で購入して、
ぜひ食べてみて下さい！！ぜひ食べてみて下さい！！

こんにちはこんにちは!!　!!　羽曳野市羽曳野市碓井豌豆碓井豌豆保存会です保存会です!!

皆さんは碓井豌豆をご存じですか？皆さんは碓井豌豆をご存じですか？

羽曳野市碓井豌豆保存会 役員

私たちが栽培しています私たちが栽培しています

碓井豌豆碓井豌豆のの季節季節ががやって来ましたやって来ました

ＮＨＫラジオ番組「ラジオ深夜便」のアンカーによるトークと講演会の公開収録を実施します。
※今後の新型コロナウイルスの感染状況によっては、公演の中止や内容を変更させていただく場合があります。

[ 日時 ] 令和 4 年 7 月 2 日㈯ 13:30 ～ 16:00（開場 13:00）　　[ 会場 ] LIC はびきの  ホール M
[ 申込 ] 郵便往復はがき（私製をのぞく）に以下を記入して申込【令和 4 年 6 月 8 日㈬必着】

入場料無料
（要事前申込）

入場料無料
（要事前申込）

583-8585
羽曳野市役所
社会教育課

「深夜便のつどい」
　　　　　　　係

郵便番号
住所
氏名

※ 注意 ※
何も書かないで

ください。
（抽選結果を印刷
 して返送します。）

①郵便番号
②住所
③氏名
④電話番号
⑤観覧希望人数
　（2 人まで）

NHK 観覧者募集観覧者募集

●出演者 : 中村宏アンカー、工藤三郎アンカー　他調整中。
　司会 : ＮＨＫ大阪放送局アナウンサー
●応募多数の場合は、抽選の上、当選の方には希望人数（2 人まで）で入場可能な入場整理券

（事前座席指定）を、落選の方には落選通知をお送りします。（いずれも 6 月 20 日頃発送予定）
●「返信用裏面」には抽選結果を印刷しますので、何も記入しないでください。
●１歳以上のお子様から入場整理券が必要です。　●記入に不備があった場合は無効とします。
●シール貼り、修正ペンでの訂正は、印刷の際に支障をきたしますのでご遠慮ください。
●転売を目的とした申込は固くお断りします。なお、転売目的であると判明した場合は、
抽選対象外とします。
●ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果のご連絡の他、ＮＨＫでは受信契約者情報と
の照合、受信料のお願いに使用させていただくことがあります。　
●新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、保健所など公的機関へ情報を提供すること
があります。
その他詳細は市ウェブサイトまたは担当までお問い合わせください。

【あて先：583-8585 羽曳野市役所  社会教育課「深夜便のつどい」係】

■　■　問問問問 羽曳野市教育委員会事務局　生涯学習室社会教育課
　　　　　　　　　　 ☎ 072-947-3906（平日㈪～㈮ 9:00 ～ 17:30）
　  NHK 大阪放送局 ☎ 06-6941-0431（平日㈪～㈮ 10:00 ～ 18:00）

往信用（表） 返信用（裏）

返信用（表） 往信用（裏）

■　■　問問問問 産業振興課

うす　うす　　　い　い　　　えんえん　　どうどう

うす　うす　　　いい　　 えんえん　　どうどう
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きらききらきららシニシニアアきらききらきららシニシニアア 地域包括支援課　☎ 072-947-3822（直通）地域包括支援課　☎ 072-947-3822（直通）

医療機関・介護サービス事業者
情報検索システムがリニューアル
　自宅の近くにある医療機関、介護サービス事業
所、活動の場等を地図から検索できます。

きらきらシニアプロジェクト介護支援サポーター事業
　市内の介護施設などで介護支援サポーター活動を行うことに対
して、ポイントを付与し、たまったポイントを換金できる『介護
支援ボランティアポイント制度』です。地域でお住まいの高齢者
の方がボランティア活動をしていただくことで、ご自身がより元
気にいきいきと生活することを目的とし、施設におられる方にも
元気を与えられる、みんなでより住みやすいまちにすることを目
指しています。

対象
65 歳以上の市民で、「きらプロはじめて講座」を受講した
方

活動
市指定の介護施設などにおける介護支援サポーター活動・
高年生きがいサロンで介護予防事業の運営補助など

ポイント
◦ 1 ポイント＝ 100 円
◦ 1 時間 1 ポイント（1 日上限 2 ポイント）

きらプロ
はじめて

講座

［とき］5月 24 日㈫14:00 ～15:30
［場所］総合福祉センター（市役所別館）2 階 研修室
［申込］電話

問合せ
講座申込・介護支援サポーター登録について
⇢ 羽曳野市社会福祉協議会　☎ 072-958-2315
事業について ⇢ 地域包括支援課

高齢者向けスマホ教室
　カメラやインターネットなどの基本操作や地図機能、アプリの使
い方を学ぶ講座です。

とき 5月 24 日㈫13:30 ～15:00 対象 65 歳以上の市民
場所 高年生きがいサロン 5 号館 ※駐車場はありません。
費用 無料 定員 10 人程度（先着順）

持物
本人確認書類（運転免許証・マイナンバーカード・被保険者
証等）、お手持ちのスマホ（スマホ貸出可）

その他
教室に参加するには、docomo の会員登録が必要となります。
ご登録いただいた個人情報は、適切な管理の上、目的以外の
使用は一切しません。

申込 電話［高年生きがいサロン 5 号館 ☎ 072-931-6010（直通）］

熟年元気教室　－バランスの良い食事コース－
　からだにとって必要な栄養素を摂るために、食品を組合せて食
事の内容を充実させましょう。

とき 5 月 18 日㈬ 10:00 ～ 11:30 頃
場所 市役所 A 棟 中東会議室 費用 無料
対象 65 歳以上の市民 定員 10 人程度（先着順）
持物 筆記用具、飲み物、マスク、　眼鏡（必要な方のみ）

申込
地域包括支援課の窓口または電話で申し込みください。

（5 月 2 日㈪ 9:00 ～）

「一般介護予防事業」「きらプロはじめて講座」「スマホ教室」「熟年元気教室」を受講される方へ
・ 当日の体温 37.5 度以上の方、風邪症状のある方は参加できません。
・ 新型コロナウイルスの影響で中止または延期になる可能性があります。

市ウェブサイト > 福
祉・保険 > 介護・福
祉 > 羽曳野市医療機
関・介護サービス事
業者検索システム

« 閲覧できる内容 »
医療機関
病院、診療所、歯科、薬局の所在地・連絡先・診療科目・
受付時間・休診日など
介護事業所
訪問・通所・施設などの各サービス事業所の住所・
連絡先・サービス内容・ケアプラン作成可能数等の
空き情報など
その他
高齢者向け住宅やケアハウスなど

一般介護予防事業
　自宅での運動習慣を身につけるために生きがいサ
ロンで一緒に運動をしませんか。専門職による運動
や栄養、お口に関する講義も予定しています。

期間
５月下旬から７月までの全 8 回、各 60 分

（運動５回・講義３回）

対象

◦  65 歳以上の市民で、介護保険サービスを
利用していない方

◦ 医師から運動制限を受けていない方
◦自力で来所・運動できる方
◦本教室初参加の方

場所 各高年生きがいサロン 費用 無料

申込
各サロンの窓口にて。（5月 2 日㈫～20 日㈮）
※電話不可　※申込多数の場合は抽選。
※他のサロンとの同時申込は不可。

高年生きがい
サロン

【2 号館】㈫午前　☎ 072-931-2255
【3 号館】㈭午後　☎ 072-959-0220
【5 号館】㈭午前　☎ 072-931-6010
【6 号館】㈬午前　☎ 072-959-0580
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受講生募集
2022 年 7月‐9月

7月期

【対　象】　65 歳以上の羽曳野市民（令和 4 年7月1日時点）
　　　　　　※ただし、医師から運動制限を受けている方、ご自身で来所できない方を除く。※令和 4年度新規利用の方を優先します。

【申　込】　5月2日㈪～20日㈮（平日 9:15 ～ 17:00）　LIC ウェルネスゾーンに来館・電話にて申込。
　　　　　チラシの申込用紙に記入。1 人 1 講座（『⑲ LIC まちのほけんしつ』を除く）

【当選発表】　6月1日㈬～　LIC ウェルネスゾーン入口横・市ウェブサイトに掲載。

※ロコモ予防：運動器（骨、関節、筋肉など）の機能低下などにより日常生活に制限や支障をきたす状態を防ぐ。
※感染症の感染拡大防止のため定員を変更する場合があります。

■プログラム紹介（参加費無料）

■スケジュール表

LICウェルネスゾーン

月 火 水 木 金

午前

①脳活性プログラム
　9:15 ～10:45
　定員15 人

④ラララサーキット
　9:15 ～10:45
　定員15 人

⑥ラララサーキット
　9:15 ～10:45　
　定員15 人

⑭転倒予防クラス
　9:15 ～10:45
　定員15 人

⑩ラララフィット（ロコモ予防※）
　9:15 ～10:45
　定員15 人

⑨ラララフィット（ロコモ予防※）
　11:00 ～12:30
　定員15 人

⑪膝痛・腰痛改善クラス　
　11:00 ～12:30
　定員15 人

⑬骨盤底筋トレーニングクラス
　11:00 ～12:30
　定員15 人

⑦ラララサーキット
　11:00 ～12:30
　定員15 人

⑧ラララサーキット
　11:00 ～12:30
　定員15 人

午後

③ラララサーキット
　13:30 ～15:00 
　定員15 人

⑤ラララサーキット
　13:30 ～15:00  
　定員15 人

⑲LIC まちのほけんしつ　
　13:30 ～15:00
　定員6 人（要予約）

②脳活性プログラム
　13:30 ～15:00
　定員15 人

⑳やさしいクラフト教室
㉑おもしろ算数教室
　13:30 ～15:00
　定員各15 人

⑰フリーサーキット　
   ①15:15 ～16:00
   ②16:15 ～17:00　
　定員各15 人

⑫フィットネスウオーキング
　15:15 ～16:45
　定員15 人

⑱フリーサーキット　
   ①15:15 ～16:00
   ②16:15 ～17:00
　定員各15 人

⑮ノビ伸体操
　15:15 ～16:15
　定員15 人

⑯Let's 筋力トレーニング
　15:15 ～16:15
　定員15 人

⑲LICまちのほけんしつ（要予約）　看護師への健康相談、管理栄養士への栄養相談、トレーナーへの運動相談ができます。
　マンツーマンで日頃のちょっとした心身の悩みにお答えします。　［トレーナー］第1・5週目　［看護師］第2・4週目　［管理栄養士］第３週目
　【とき】 7月1日～９月３0日間の水曜日　13:30 ～15:00　【場所】 LICウェルネスゾーン　【対象】 65 歳以上の羽曳野市民
　【定員】 6 人（1 人10 分～15 分）　【費用】 無料
　【申 込】 5月2日㈪　9:15 ～　LICウェルネスゾーンへ電話・来館にて受付（電話申込も、一度来館し、相談内容を記入していただきます。）

①②脳活性プログラム　
　椅子に座って行うリズム体操。体も脳も活性化させ認知機能向上を
　目指します。
　【月1回：歯科衛生士による咀

そしゃくりょく

嚼力と認知機能向上についてなど】

③～⑧ラララサーキット
　マシンを使った筋力トレーニングと、椅子に座って有酸素性運動のリ
　ズム体操を同時に行います。

⑨⑩ラララフィット（ロコモ予防）
　日常生活の動作に必要な筋肉をしっかり動かし、いつまでも自分の足
　で歩き続けられる体づくりを目指します。

⑪膝痛・腰痛改善クラス
　膝痛や腰痛の予防・改善に必要な筋力トレーニングを行います。
　【月1回：理学療法士による痛みや可動域の評価】

⑫フィットネスウオーキング　
　活動量計を使用して正しいウオーキングのフォームを身につけます。
　天気の良い日は屋外で実施します。

⑬骨盤底筋トレーニングクラス
　ミズノオリジナルツールを使用し、老化と共に低下しやすい骨盤底筋
　にアプローチします。

⑭転倒予防クラス（筋トレ・バランス力強化）　
　ミズノオリジナルツールを使用し、足底のバランス向上や筋力トレー
　ニングを行い転ばない体づくりを目指します。
　【月1回：理学療法士による痛みや可動域の評価】

⑮ノビ伸体操
　骨格体操とヨガのポーズを組み合わせることで、関節の動きをスムー
　ズにし、ストレッチ効果を引き出します。

⑯Let's 筋力トレーニング
　チューブを利用し、体幹や脚力などを強化する筋力トレーニング。
⑰⑱フリーサーキット
　DVD による、マシンと有酸素性運動を組み合わせたトレーニング。
　【1コマ 45 分　準備体操・サーキット2セット・整理体操】
⑲LIC まちのほけんしつ
　1・5週目（トレーナー）、2・4週目（看護師）、３週目（管理栄養士）
　【予約制  10 分～15 分  定員6 人】

文化プログラム
⑳やさしいクラフト教室
　折り紙・紙テープ・廃材などを利用して、作成します。 
　【とき】 7月1日・15日、８月5日・1９日、９月2日・16日㈮
　　　    13:30 ～15:00
　【持物】 はさみ・のり　【講師】 瀧田幸子
㉑おもしろ算数教室
　 算数マジックと謎解きを楽しみましょう。パズルに挑戦し、解く楽しみ

を味わいます。脳の活性化・認知症予防をはかります。
　【とき】 7月８日・22日・2９日、８月26日、９月９日・３0日㈮
　　　　13:30 ～15:00
　【講師】おもしろ算数教室 代表 二葉登代子

【問合せ】　LIC ウェルネスゾーン　☎ 072-958-0711　／  地域包括支援課　☎ 072-947-3825（直通）

健康づくり・介護予防のため、ミズノが開発したプログラムが体験できます
－ LIC Wellness Zone －

LIC ウェルネスゾーン

≪感染症防止対策ご協力のお願い≫　手指の消毒やプログラムで使用したツールの消毒を、ご自身にて行っていただきますようお願いします。
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特定健診（健康診査） 羽曳野市民健診 ※単独での受診は不可 主に分かること
診　察 問診・医師による診察（視触診） ー ー

計　測 身体計測、腹囲測定、血圧測定 ー 高血圧や低血圧の状態、肥満や痩せの状態、
内臓脂肪の蓄積状態など

血
　
液
　
検
　
査

脂　質 中性脂肪、HDL コレステロール、
LDL コレステロール ー 血液中の脂質の状態、動脈硬化の危険性など

肝機能 AST（GOT）、ALT（GPT）、γ-GT ALP 肝臓の働きなど
血　糖 空腹時血糖・HbA1c ー 糖尿病の危険性など
腎機能 血清クレアチニン、e-GFR、尿酸 （血清クレアチニン、e-GFR、尿酸）★ 腎臓の働きなど

貧　血 ー ヘマトクリット、血色素量、赤血球、白血球、
血小板、血清鉄 貧血の危険性、血液疾患の危険性など

その他
の検査 ー CRP 定量、血清アルブミン、

血清アミラーゼ 感染症などの炎症、栄養状態、膵臓などの状態

尿 検 査 糖・蛋白の有無 潜血の有無 腎臓の働き、糖尿病の危険性など
心電図検査 ー 心疾患の有無 心臓の働きなど

★ 社会保険等で実施されない場合、市民健診で受診可能
◆◆ 受診方法 ◆◆
  ご加入の健康保険が実施する特定健診または健康診査とセッ
トで受診することができます。

被保険者証（健康保険証）、特定健診などの受診券を医療機
関にご持参ください。また、受診希望の際は必ず医療機関に
ご連絡いただき、受診時にはマスクの着用をお願いします。
※国民健康保険・社会保険・後期高齢者医療保険などの健康保
険で受診することができます。なお、社会保険の方は、特定健
診受診指定医療機関が次ページ「特定健診・羽曳野市民健診実
施医療機関」に該当するかご確認ください。

◆◆ 費　用 ◆◆
　羽曳野市民健診は無料です。特定健診の自己負担額はご
加入の健康保険によって異なります。
・羽曳野市国民健康保険特定健診→自己負担なし
・後期高齢者医療健康診査→自己負担なし
※上記以外はご加入の健康保険によって自己負担額が異な

ります。お手元の「特定健診受診券」をご確認ください。

◆◆ 健診後 ◆◆
　健診の結果、「健康相談等が必要」と判断された方へ、
生活習慣改善のための健康相談のご案内を送付して
います。

対象者　　　　羽曳野市民で、羽曳野市内の指定医療機関で特定健診（健康診査）を受診される方
　　　　　　　（特定健診（健康診査）と同時受診でないと個別検診は受けることができません。
　　　　　　　 また、すでに集団検診で受診された方は、個別検診では受けることができませんのでご注意ください。）
受診方法　　　①特定健診を受診する際に、医療機関に受診希望であることを伝える。
　　　　　　　②医療機関で受診票と検査キットを受け取る。
　　　　　　　③自宅で採便後、同じ医療機関に提出する。（キット受け取り後１カ月以内）
　　　　　　　④医療機関から結果を受け取る。
実施期間　　　令和4年5月6日から令和5年3月31日まで（期間内に提出）
実施医療機関　次ページ「特定健診・羽曳野市民健診実施医療機関」を参照ください。
問合せ　　　　大腸がん検診　健康増進課（内線5151）　特定健診　保険年金課（内線1761）

40歳～74歳で羽曳野市国民健康保険のご加入の方へ

特定健康診査受診券（水色）を順次郵送しています。
【自己負担金】なし　【受診開始日】5 月 6 日（金）
※受診の際は、被保険者証と受診券の両方を必ずご持参ください。
■■問問問問保険年金課 総務保健事業担当 ☎072-958-1111 内線1761

「羽曳野市民健診（市民健診）」…特定健康診査に追加して血液検査項目などを充実させた健診
「特定健康診査（特定健診）」…メタボリックシンドローム（内臓脂肪型肥満）に着目した内容の健診
「後期高齢者医療健康診査（健康診査）」…生活習慣病に加え、加齢に伴う心身の衰え（フレイル）などをチェックする健診
●検査項目　特定健診（健康診査）と羽曳野市民健診は同時に受診できます。羽曳野市民健診のみの受診はできません。

羽曳野市民健診 40 歳以上40 歳以上のの羽曳野市羽曳野市民民がが対象対象

●問合せ● 羽曳野市 ☎ 072-958-1111（代表）　健康増進課（内線5151）・保険年金課（内線1761）

費用は無料です！

大腸がん個別検診大腸がん個別検診をを特定健診特定健診とと同時同時にに受ける受けることがことができます！できます！大腸がん個別検診大腸がん個別検診をを特定健診特定健診とと同時同時にに受ける受けることがことができます！できます！大腸がん個別検診を特定健診と同時に受けることができます！
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医療機関名 電話番号 大腸がん
個別検診

調子医院 952-3150 〇
土屋医院 957-1001 〇
天仁病院 939-8561

なわクリニック 958-2014 〇
ぬかた内科クリニック 958-2222 〇
埴生診療所 953-0885 〇
はやま内科クリニック 958-1192 〇
ひきまクリニック 950-4880 〇
ひらたクリニック 950-0801 〇
福岡医院 956-3027 〇
ふじもと医院 931-5611 〇
藤本病院 958-5566 〇
ぶどうの家診療所 950-0155 〇
ふるやまクリニック 955-0188 〇
ますだ整形外科クリニック 957-6815 〇
森クリニック 930-2755 〇
ヤスダクリニック 931-7777 〇
山田クリニック 953-0121 〇
山本内科クリニック 958-1567 〇

医療機関名 電話番号 大腸がん
個別検診

江口クリニック 950-5580 〇
江藤クリニック 956-8881 〇
おとのクリニック 931-2001 〇
加藤医院 953-5901 〇
亀山医院 957-5330

かわばた医院 950-3700 〇
貴志クリニック 958-9062 〇
北川内科クリニック 938-6528

きのうクリニック 958-3388 〇
きのした整形外科 950-0787

倉岡医院 954-3294 〇
コープ診療所 938-6226 〇
坂本医院 956-0207 〇
坂本クリニック 958-7270 〇
しまだクリニック 954-3301 〇
しもと医院 955-1661 〇
高村病院 939-0099 〇
たてやまクリニック 955-3005 〇
丹比荘病院（※） 955-4468

医療機関名 電話番号

青山病院 953-1211

青山藤ヶ丘病院 931-1100

池田医院 955-0720

うえた内科医院 936-0088

内本外科内科診療所 955-2111

おおかわ整形外科クリニック（※） 945-2345

数尾診療所 955-4768

可児医院 955-1847

きしだ内科 955-8220

北村外科内科クリニック 938-1700

久保医院 955-1220

黒川クリニック 931-0800

くろだ内科クリニック 936-8810

佐井胃腸科肛門科 937-2029

しかたクリニック 937-2759

白江医院 955-0545

白川医院 955-0703

市立藤井寺市民病院 939-7031

そごうクリニック 931-0005

竹口クリニック 930-5600

医療機関名 電話番号

辰巳医院 939-8081

ときよしクリニック 952-8607

鳥居医院 955-0268

永井医院（※） 955-4993

長崎医院 955-7070

中本内科クリニック 952-5181

ナワタクリニック 953-0666

なんぽう腎・泌尿器科クリニック 936-3311

西村クリニック 952-8460

はまぐち内科クリニック 931-2727

平松産婦人科クリニック 955-8881

ふくはら整形外科内科医院 952-8834

藤田内科医院 954-7707

船内クリニック 955-0678

松田医院 939-4307

松田クリニック 931-5551

みつおか医院 955-1206

元村医院 955-0240

森川医院 939-5888

やまどり医院 954-8168

＜藤井寺市の医療機関＞ 市外局番 072

特定健診・羽曳野市民健診実施医療機関

[ 対象者 ] 次の①～④の条件をすべて満たしている方
　①羽曳野市国民健康保険被保険者証の交付を受けて
　　６カ月以上経過しており、受診当日も資格を有する方。
　②受診時、満 30 歳以上 74 歳以下で内臓疾患の治療を受けていない方。
　　注）内臓疾患で定期通院している方は、主治医に一度ご相談ください。
　③国民健康保険料の滞納がない方。
　④年度内に特定健診（40 歳以上の方が対象）を受診されていない方
[ 申請方法 ]　保険年金課（市役所１階③番窓口）へ申し込み。

申込時、市から実施医療機関に連絡し、日程の調整を行います。
※支所での受付は行っていません。

＜申込時に必要なもの＞
　　・羽曳野市国民健康保険被保険者証　　・特定健診受診券（40 歳以上の方）
[ 受診種目 ]
　●基本検査　人間ドック
　　（身体測定・診察・尿検査・便検査・血液検査・心電図
　　・腹部超音波検査・レントゲン検査・聴力検査・眼科検査など）
　●オプション検査　※オプション検査のみの実施はできません。
　　・脳ドック (MRI、MRA)　　・レディースドック（乳がん、子宮がん）

生活習慣病の予防・早期発見・治療のため、羽曳野市国民健康保険被保険者の
満30歳以上の方に、年度内１回人間ドックの助成を行っています。

◆◆◆◆  対対象とな象となるる4400歳歳以上の以上の方へ方へ  ◆◆◆◆

・ 同一年度内に受診できるのは、特定健診か
人間ドックのどちらか一方です。

・ 人間ドックは特定健診の検査項目を含むた
め、すでに特定健診を受診された方は人間
ドックを受けられません。

人間ドックのご案内 ＜問合せ＞　保険年金課 総務保健事業担当　☎ 072-958-1111 内線 1761

＜実施医療機関一覧＞※
【羽曳野市】城山病院、藤本病院
【富田林市】PL 病院、富田林病院
【松原市】松原徳洲会病院、阪南中央病院、　
　　　　 オノクリニック　　

【柏原市】市立柏原病院
【堺市】ベルクリニック、鳳総合健診センター
【吹田市】みどり健康管理センター
【大阪市】  多根クリニック、聖授会 総合健診   
             センター、聖授会 OCAT 予防医療
              センター、大野クリニック、大阪公立
              大学医学部附属病院 MedCity21

【八尾市】医真会 八尾総合病院

＜羽曳野市の医療機関＞ 市外局番 072

※新型コロナウイルス感染症の感染状況によっては、
　一部の医療機関で人間ドックの実施を見合わせている場合があります。

・〇印がある医療機関は大腸がん個別検診を同時実施できます。（羽曳野市内医療機関のみ）
・（※）は羽曳野市民健診を実施していません。（特定健診のみ受診可能）



12 −はびきの　令和4年（2022年）5月−

[ 会費 ] 月2,500 円以下（別途、材料費など負担あり）
　　　   ※入会待ちのグループ有り、見学の可否を含め詳細は代表者までご確認願います。

＊午前＝ 9:00 ～ 12:00、午後＝ 13:00 ～ 17:00、夜＝ 18:00 ～ 21:00
市外局番 072

 市ウェブサイト（陵南の森公民館のページ）にも掲載中

陵南の森公民館グループ一覧表陵南の森公民館グループ一覧表陵南の森公民館グループ一覧表4
年令和

No 活動内容 定期利用団体名 定期活動日・時間帯 代表者名 ☎

1 絵画 アート・サークル 第 2・4 ㈰ 午後 藤野一郎 090-3828-
8404

2 水墨画 水墨画の会 第 2・4 ㈪ 午前 塩見泰幸 954-7507

3 墨彩画 陵南墨彩会 第 2・4 ㈪ 午後 起橋博子 939-0167

4 ペン習字 あじさいペン習字
クラブ 第 2・4 ㈬ 午前 小柳正泰 958-8845

5 絵手紙 絵手紙クラブ
さざんか会 第 2 ㈫ 午後 伊藤君枝 953-8097

6 木目込人形 若葉会 第 1・3 ㈬ 午後 西田幸子 939-3642

7 七宝焼 あじさいクラブ 第 1 ㈭ 午前
第 3 ㈭ 午後 林知子 952-1474

8 川柳 はびきの市民川柳会 第 4 ㈰ 午後 吉村久仁雄 957-2575

9
陶芸

若草陶芸土曜クラブ 第 1・3 ㈯ 午後 西田正太郎 956-4014

10 若草陶芸日曜クラブ 第 1・3 ㈰ 午前 向井勝弘 958-1894

11 ビーズ手芸 アート　ビーズ 第 2 ㈮ 午前 中戸明子 938-1020

12

合唱

はびきの
女声コーラス 第 1・ 2 ㈯ 午後 西田紀子 090-7497-

5883

13 カナリア 第 2・3・ 4 ㈮ 午後 末次美智子 911-3793

14 コーラスたんぽぽ 第 2・3・4 ㈮ 午前 大関素子 957-5501

15 詩吟 あすなろ 第 1 ～ 4 ㈪ 午後 佐藤十三子 956-3229

16

ボランティア

朗読ボランティア
グループ 「はびきの」 第 2・4 ㈭ 午後 橋本千文 957-4312

17 歌声ボランティア
抒情歌サロン・ロンド

第 1・ 4 ㈪ 午前
第 2 ㈮ 午後 本田溥典 939-3733

19 音楽ボランティア
グループ「玉手箱」 第 3 ㈭ 午後 松本泰彰 958-4665

20 百人一首
競技かるた 羽曳野かるた会 第 1・3 ㈯ 午後   有本孝子 956-4927

21 教育 大阪友の会 古市方面 第 2 ㈰ 午前 園田久栄 090-6917-
2035

23 写真 ピンボケ写真クラブ 第 3 ㈯ 夜 福本勝彦 953-9769

24 人形劇 ポップコーン 第 1 ～ 4 ㈬ 午前 永島公子 080-6174-
4049

26

書道

書写研究会 第 1 ㈮ 午後 狭間智津代 956-1309

27 書の友 第 1・3 ㈮ 夜 和田冨美江 938-0811

28 洗心書友会 第 1・3 ㈮ 午前 岡田知子 958-3868

29 みずぐき会 第 2・4 ㈯ 午前 田中忠夫 954-5878

30 陵南子ども習字 第 1・3 ㈯ 午前 廣瀬五月 090-4767-
1462

31
ペン習字

洗心ペン習字 第 2・4 ㈭ 午前 服部佳也子 090-7352-
2881

32 そよかぜペン習字
クラブ 第 2・4 ㈯ 午前 宮﨑真理子 080-3799-

7762

33 エッセイ えんぴつクラブ 第 1・3 ㈬ 午後 井上三榮子 939-5133

34
着付け

着付教室 第 1・3 ㈭ 午前 野々垣由美子 952-5239

35 着付クラブ 第 2・4 ㈭ 午前 西川敦子 955-9501

36 手編み かすみ草 第 2・4 ㈬ 午前 石川玲子 090-6605-
1511

37 パッチワーク ゆめのキルト同好会 第 2・4 ㈭ 午前 吉田由美子 090-7551-
7161

38
洋裁

ソーイングメイツ 第 2・3 ㈬ 午後
第 4 ㈬ 午前 村上敏子 939-4699

39 ドレメチェリー 第 1・4 ㈬ 午後 竹内裕子 954-8845

No 活動内容 定期利用団体名 定期活動日・時間帯 代表者名 ☎

40 洋裁 ポピーソーイング 第 1・ 3 ㈪ 午後
第 2 ㈮ 午後 藤田香菜恵 955-4921

41 刺繍 花の糸 第 1・3 ㈮ 午後 山下益子 953-8000

42 国際料理 インターナショナル
フレンドシップクラブ

3 ～ 4 カ月に 1 回
㈭ 午前・ 午後 内藤美智子 958-2975

43 華道 たちばなクラブ 第 1・3 ㈭ 午後 今川廣子 938-3478

44

茶道

榮会 第 2・4 ㈬ 午前 松井永徳 956-1666

45 寿雅会 第 1・3 ㈫ 午後 武野千恵子 952-1596

46 なごみ会 第 2・4 ㈭ 午後 和田つや子 938-7188

47 木犀会 第 1・3 ㈭ 午後 松尾三八子 954-0185

48 短歌 はびきの短歌会 第 3 ㈰ 午後 谷口眞 080-3768-
4046

49 健康体操 健康体操 第 1 ～ 4 ㈭ 午後 北中亜紀子 952-2405

50

太極拳

太極拳 剣 同好会 第 1 ～ 4 ㈯ 午前 本山秀子 938-8332

51 楊家養心気功
太極拳クラブ 第 1 ～ 4 ㈪ 午前 藤本節子 938-1477

52 太極拳・拳友会 第 1・2・3 ㈰ 午前 近藤富美代 090-4902-
4093

53
ヨガ

健康ヨーガ 第 1 ～ 4 ㈯ 午前 橘忠正 953-7008

54 ヨガ同好会 第 1 ～ 4 ㈬ 午前 林ルリ子 938-4032

55

社交ダンス

エデック 第 2・4 ㈰ 午後 平川裕三 955-6750

56 社交ダンス 同好会 第 1 ～ 4 ㈭ 午前 林圭介 090-5906-
0556

57 DI クラブ 第 1 ㈰ 午後 三村昌之 070-4387-
7032

58 ダンスサークル
パピヨン 第 1 ～ 4 ㈮ 夜 鈴木久美子 952-6442

59 ダンスサークル
マインド 第 1 ～ 4 ㈬ 午後 柴原満利枝 954-1850

62 リズム体操 リズム教室 第 1 ～ 4 ㈮ 午前 村尾泰子 954-6798

63 フォーク
ダンス

フォークダンス
サークル 第 1・2・4 ㈪ 午後 滝本邦子 954-0151

64

ジャズダンス

Ｍ－Ｓｈｉｎｉｎｇ 第 1 ～ 4 ㈫ 午前 杉田恭 958-5875

65 ジャズダンス
インフェローズ 第 1 ～ 4 ㈭ 夜 東野直子 090-8794-

1601

66 スタジオ Ｙ2 第 1・3 ㈯ 夜
第 2・4 ㈫ 夜 高安品子 090-7116-

8202

67
子供の

ジャズダンス

ジャズダンス
キッズ Ⅰ 第 1 ～ 4 ㈯ 午後 村瀬智絵 090-5096-

8511

68 ジャズダンス
キッズ Ⅱ 第 1 ～ 4 ㈯ 午後 今津江美 090-3056-

6012

69 ヒップホップ
ダンス 彩 第 1 ～ 4 ㈯ 夜 須崎友子 080-4823-

8362

70 民舞 安来節愛好会 第 2 ㈰ 午前 久田信美 939-7946

71 民謡 若草民謡会 第 1・3 ㈰ 午後 前野護 953-3101

72 篆刻 篆刻同好会 第 1 ㈭ 午後 田中忠夫 954-5878

73 大正琴 琴羽会 第 1 ～ 4 ㈪ 午後 東千恵子 938-4150

74 琴 箏曲雅会 第 1 ～ 4 ㈮ 午前 田鍬喜久子 090-6751-
4337

75
英会話

英会話サークル 第 1 ～ 4 ㈪ 夜 石山智恵子 953-6040

76 Kei's English Studio 第 1・3 ㈭ 午前 利根昭雄 090-1071-
5133

77 韓国語 羽曳野韓国語会話
グループ 第 1・3 ㈬ 午前 草開英二 957-0852

78 中国語 中国語サークル 第 1 ～ 4 ㈭ 夜 高木幸延 957-2901

79 こどもまつり 南河内
こどもステーション 第 4 ㈰ 午前 原一男 957-1114
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[ 対象者 ] 対象者は、羽曳野市在住で 60 歳以上の方です。（使用証の交付を事務所で受けてください。）
　　　　　※入会を希望される方は、定員等がありますので代表者に問い合わせてください。

陵南の森老人福祉センター登録クラブ一覧表

＜平成 30 年度＞ ～学び、語ろう楽しいクラブに参加しませんか ～

＜令和 4 年＞～学び、語ろう、楽しいクラブに参加してみませんか～

No. クラブ名 活動内容 活動日時など 代表者 ☎（市外局番 072）

1 詩吟クラブ 詩吟 第 2・4 ㈭ 10:00 ～ 12:00 
[ 入会金 ] 1,000 円　[ 会費 ] １カ月 2,000 円

藤岡 雛子 953-1768
久保 楢幸 954-3315

2 みのりの会 民踊・民舞・
盆踊り

第 1 ～ 4 ㈭ 9:30 ～ 12:00 
[ 会費 ] 1 カ月 500 円

中島 輝久 090-9992-3959
白石 和子 938-9459

3 陵南の森
ダンスクラブ 社交ダンス 第 1 ～ 4 ㈮ 13:00 ～ 17:00 

[ 入会金 ] 500 円　[ 会費 ] 1 カ月 1,000 円
柴原 満利枝 954-1850

中田 豊 090-5094-5315

4 ふれあい新健康
体操クラブ

健康体操

第 1 ～ 4 ㈪ 9:00 ～ 12:00 
[ 会費 ] 6 カ月 2,000 円

芝池 妙子 090-5652-6992
長谷川 隆子 080-6106-7380

5 ヘルシー体操クラブ 第 1 ～ 4 ㈬ 14:00 ～ 15:00 
[ 会費 ] 年 2,000 円

川本 英子 954-4551
辻本 節美 956-1429

6 陵南の森
カラオケクラブ カラオケ 9:00 ～ 15:00 

[ 会費 ] 6 カ月 2,000 円

（Ａ班） 毎週 ㈬・㈭
（Ｂ班） 毎週 ㈮・㈯
（Ｃ班） 毎週 ㈪・㈫

中嶋 忠 938-2905

高田 恭宏 080-2455-2079

7 紙絵サークル ちぎり絵
第 2 ㈭ 13:00 ～ 16:00 
第 2 ㈮   9:30 ～ 12:00 
[ 会費 ] 1 カ月 500 円

増井 邦子 957-1209

中島 若葉 938-4762

8 折り紙
さざん花 折り紙 第３㈯ 9:00 ～ 12:00

[ 会費 ] 1 カ月 125 円
中島 若葉 938-4762

田村 美津子 953-4173

9 絵画クラブ
「二水会」 水彩画 第 1・3 ㈬ 13:00 ～ 16:00 

[ 会費 ] 1 カ月 1,000 円
奥野 稔 958-0386

椎崎 民子 958-2308

10 書道クラブ 書道 第 1 ㈬ 9:00 ～ 12:00 
[ 会費 ] 1 カ月 1,000 円

堂後 美津子 953-6660
森口 順子 080-1428-2498

11 みささぎ俳句クラブ 俳句 第 2 ㈯ 13:00 ～ 17:00　 
[ 会費 ] 1 カ月 500 円

岡田 猛 958-3199
和島 剛 955-0222

12 陵南の森囲碁クラブ 囲碁 毎日 13:00 ～ 17:00 
[ 会費 ] （1 ～ 6 月）（7 ～ 12 月）各 1,000 円

永瀬 進 938-4403

吉田 芳実 958-3937

13 陵南の森将棋クラブ 将棋 毎日 13:00 ～ 17:00 
[ 入会金 ] 1,000 円　[ 会費 ] 年 1,500 円

宮武 文夫 953-2922
沖島 秀雄 938-5386

14 バンパークラブ 
（ミニビリヤード）

バンパー
プール

毎日 13:00 ～ 17:00 
[ 入会金 ] 300 円　[ 会費 ] 1 カ月 300 円

小西 幸 090-8826-2292
古財 不二 956-3832

15 陵南の森グラウンド・
ゴルフ愛好会

グラウンド・
ゴルフ

第 1 ～ 5 ㈫   9:00 ～ 11:00
　　　　 ㈮ 13:00 ～ 15:00 
[ 会費 ] 1 カ月 200 円

衣川 武和 953-2689

山内 健治 090-3273-0724

16 北宮ニューホープ
クラブ

㈫ 11:00 ～ 13:00 
[ 会費 ] なし

奥野 文子 955-1879
高田 清 955-4424

17 なごみ会 ㈬・㈮ 11:00 ～ 13:00 
[ 会費 ] 1 カ月 100 円

塚原 正人 955-6678
松本 貞子 954-5020

18 陵南ゲートボール
クラブ ゲートボール ㈪～㈰ 9:00 ～ 12:00 

[ 会費 ] 年 3,000 円
倉橋 盛雄 090-8194-1025
東村 晴次 939-3028

19 笑いヨガクラブ 笑いヨガ 第 1・3 ・4 ㈬ 14:00 ～ 15:30 
[ 会費 ] 1 カ月 100 円

岡田 達雄 090-8796-4978
福川 田鶴子 080-5711-9277

20 ＳＯＶ Ⅱ ボランティア 第 1・3 ㈮ 10:00 ～ 12:00 
[ 会費 ] 年 1,000 円

矢戸 平子 090-5368-3785
橋本 壽子 090-5122-2543
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■付加年金
国民年金の定額保険料に加えて、付加保険料（月額400円）を納める
ことにより、老齢基礎年金に付加年金が上乗せされる制度です。
※申出月からの加入となり、遡って加入はできません。

■納付できる方
・国民年金第 1号被保険者（産前産後免除期間も納付可能）
・任意加入被保険者（65 歳以上の方を除く）
※免除や猶予承認期間の方や国民年金基金加入者などは、納める

ことができません。
■付加年金額　「200円×付加保険料納付月数」

例 ) 付加保険料を10 年 (120 月: 保険料 48,000 円 ) 納めた場合
120 月×200 円＝24,000 円（年間受給額）が老齢基礎年金額に
プラスされます。

2 年以上受け取ると支払った付加保険料以上の年金を受給できます。
■届出先：市役所 保険年金課年金担当 または 年金事務所

市役所保険年金課　☎ 072-958-1111  内線1720  
天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531  ＦＡＸ 06-6772-3338

睡眠は健康のもと睡眠は健康のもと

はびきの鍼灸マッサージ師協会　☎ 072-958-5764

　睡眠は脳波で記録され、深さも数段階に分けられ
ています。入眠から約 60 分で最も深い眠りに入り
約 30 分持続します。これをノンレム睡眠といいます。
無意識のまま、眠りは急に浅くなり、急速眼球運動
を伴う眠りが約10 分続きます。これをレム睡眠と
いいます。2 つの睡眠が一晩に 4 ～ 5 回繰り返さ
れて、最後のレム睡眠時に目覚めます。睡眠中はノン
レム、レム共に大脳の表面の神経活動が低下して
いますが、レム睡眠時には首のうしろ（脳幹部）にある
自律神経（アドレナリン分泌神経）の活動が活発と
なり、血圧・呼吸・脈拍が乱れます。更に脳の視覚
領域が活性化するため、夢をみることが多いといわ
れています。寝る子は育つといわれていますが、ノン
レム睡眠時には多量の成長ホルモンが分泌されます。
脂肪の分解や傷ついた遺伝子 DNA の修復、記憶の
整理等も睡眠により促進されます。
　十分な睡眠時間（平均 8 時間）を確保して、脳を
休ませることが大切です。

羽曳野市医師会　藤野久武

老齢基礎年金は受給資格期間が
10年以上あれば受給できます！

◆受給資格期間について
老齢基礎年金は、保険料納付済期間と保険料
免除期間の合計が10年以上ある場合、原則65歳
から受給できます。

なお、保険料を納付した期間と免除された期間の
合計が10 年に満たない場合でも、合算対象
期間を加えた合計が10 年以上あれば、老齢
基礎年金を受給することができます。

詳しくは、年金事務所へご相談ください。

◆年金の受給には申請が必要です！
上記の受給資格期間( 合算対象期間( カラ期間)
を除く) が10年以上の方には、受給開始年齢に
到達する約３月前に、年金請求書が送付されます。
必要事項を記入し、受給開始年齢の誕生日の前日
以降にご提出ください。

□加入期間が国民年金(第１号被保険者)のみの方：
市役所 保険年金課年金担当 または 年金事務所

□上記以外の加入期間がある方：年金事務所
予約専用ダイヤル：☎0570-05-4890
ねんきんダイヤル( 電話相談)：☎0570-05-1165

●繰上げ受給の減額率の見直し
繰上げ受給の減額率が１月あたり0.5% から0.4% に変更されました。
対象：令和4 年3 月31日時点で、60 歳に達していない方

（昭和37 年4 月2 日以降生まれの方）
●繰下げ受給の上限年齢引上げ

受給開始時期の上限年齢が70 歳から75 歳に引き上げられました。
対象：令和4 年3 月31日時点で、70 歳に達していない方（昭和27 年

4 月2 日以降生まれの方）または 受給権を取得した日から5 年
経過していない方

※繰上げ・繰下げ制度についての詳細は、日本年金機構ウェブサイトを
ご覧ください。

４月から年金制度が改正されています！

付加年金のご案内

 【問合せ】 ■天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531（代）
 [ 平　日 ] 8:30 ～17:15 ※週初めの開所日は19:00 まで　 [ 第２㈯ ] 9:30 ～16:00
 ※自動音声による案内。（⑤で所員が対応。） 

日本年金機構
ウェブサイト⇒

　擦過鍼体験会は、認知症予防について考慮され
ている方やいない方、介護家族やスタッフの方々に、
擦過鍼というものに対して可能な限り広く、理解と
関心を寄せていただけることを念願に実施しています。
　主に 65 歳以上の高齢者が対象で介護予防鍼灸
師が擦過鍼法を行います。受けていただくのは
椅子に坐って行うのが原則ですが、仰臥位、横臥位
でも実施できます。
　体験前にアンケート用紙に記入していただき問診を
行います。次いで、擦過鍼を前腕部・額部・頭部・
肩部・背部の順に行い、実施後に再度アンケート
用紙に記入いただきます。
　所要時間は概ね約10 分以内で終了します。
　服装は、上下分かれたリラックスできるもので、
服の袖、裾を上げて実施しますので、衣服を脱いで
いただく必要はありません。
　今年度第一回の小児鍼・擦過鍼体験会は、5 月
25 日（水）午後1時半から 3 時まで、保健センター
2 階予防接種ホールにて開催しますので、前日までに
予約をお願いします。
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5 月31 日㈫ 市内の図書館は全て休館です。

○中央図書館（LIC はびきの内）  軽里 1-1-1               ☎072-950-5501
○陵南の森図書館                    島泉 8-8-1               ☎072-952-2750
○羽曳が丘図書館                    羽曳が丘西 2-5-1      ☎072-957-5553
○丹比図書館                          樫山 251-1              ☎072-937-2355
○東部図書館                          古市 1541-1            ☎072-950-2002
○古市図書館 ☎072-958-0050 ㈬㈭㈮㈯㈰ 10:00 ～ 17:30
○ブックステーションはびきのコロセアム ☎072-937-7210 ㈫㈭㈮ 13:30 ～ 16:30

●開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）

『ミス・サンシャイン』
吉田　修一／著　文藝春秋
80 歳を超えた往年
の名女優・鈴さんの
家でアルバイトをす
ることになった大学
院生の一心は、いつ
しか彼女に心惹かれ
ていく。静かで淡い
恋心の行方は…。

☆ 読んでみませんか？

『こども六法』
山崎　聡一郎／著　弘文堂
法律は、私たちの自由
で平和な暮らしを守る
ためのものです。
憲法、民法、刑法など
に加え、少年法、いじ
め防止対策推進法につ
いてもわかりやすく解
説した、子どものため
の法律入門。

川端誠さん
親子で絵本ライブ＆講演会

（中央図書館　開館 20 周年記念行事）

日時　6 月 19 日㈰
　　　絵本ライブ　11：00 ～ 12：00
　　　講演会　　　14：00 ～ 15：30
場所　LIC はびきの　3 階　音楽実習室
申し込み
5 月９日㈪　13：00 より先行受付

（羽曳野市立図書館の緑色のカードをお持ち
の方のみ）
5 月 16 日㈪　13：00 より一般受付
中央図書館に来館または電話（072-950-
5501）にて、それぞれ先着 50 人まで受け
付けます。なお講演会は小学生以上の方に
限ります。
共催　羽曳野市子ども文庫連絡会

おはなし会（5 月） 今月の特集テーマ

中央図書館  8 日㈰　14 日㈯
 22 日㈰　28 日㈯  13:30 ～

一般 みどりの本
児童 のりものにのっておでかけ

陵南の森図書館

 1 日㈰　8 日㈰　22 日㈰  11:00 ～
一般 外で楽しむあれやこれ

 21 日㈯  15:00 ～
 15 日㈰小さい子向き  11:00 ～

児童 松谷みよ子の本
 15 日㈰少し長いお話を聞ける子向き  11:30 ～

東部図書館  11 日㈬  10:45 ～ フラワーフェスティバル
丹比図書館  28 日㈯  10:30 ～ あなたのＰＯＰ！飾ります
古市図書館  21 日㈯  15:00 ～ み　ど　り
羽曳が丘図書館  14 日㈯　28 日㈯  15:00 ～ ありがとう！お父さん、お母さん

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、
イベントを中止または延期することがあります。参加
される方は、マスクの着用や消毒など、感染症対策に
ご協力をお願いいたします。

●講座の詳細は市民大学ウェブサイトをご覧いただくか、
お問い合わせください。

●感染予防対策のため、入室の際、検温いたします。（37.5
度以上の場合は、ご遠慮いただきます。）手指消毒して
いただいた後、着席してください。マスクの着用をお願
いします。

※新型コロナウイルス感染症の感染状況により、中止・変
更する場合があります。

第 1 部 学位記授与式
第 2 部 特別講義「スポーツ・ノンフィクションの世界」

講師　後藤正治
■■日日■■時時   5 月 14 日㈯ 13:00（12:30 開場）　
■■場場■■所所 LIC はびきの1階 ホール M
■■￥￥   無料（要整理券／ 1・2 部共通）自由席
※整理券は、1階市民大学受付カウンターにて配布。お一人様4枚まで。
※手話通訳あり。市内・市外問わず、どなたでも入場いただけます。

単位認定講座 受講生追加募集場場

■■場場■■所所 LIC はびきの 3 階 視聴覚室　■■申申■ ■ 込込込込 定員に達し次第、締切。来館・電話・FAX　■■￥￥   各 3,000 円

能・世阿弥の世界
大阪音楽大学提携講座

■■とと■■きき   場場5 月 25 日・6 月1日・15 日・22 日・29 日・7 月 6 日㈬
　　 15:00 ～ 16:30
■■申申■ ■ 込込込込 5 月１１日㈬～１７日㈫

越境していく文化・芸術・ライフスタイル
学長企画講座

■■とと■■きき   場場5 月 28 日・6 月 4 日・11日・18 日・25 日・7 月 2 日㈯
　　 10:30 ～ 12:00
■■申申■ ■ 込込込込 5 月１１日㈬～20 日㈮

災害を知り、災害に備える
大阪公立大学都市科学・防災研究センター提携講座

■■とと■■きき   場場5 月 28 日・6 月 4 日・11日・18 日・25 日・7 月 2 日㈯
　　 13:00 ～ 14:30
■■申申■ ■ 込込込込 5 月１１日㈬～20 日㈮

　　 受講生募集はびきの市民大学
＜申込・問合せ＞ はびきの市民大学（業務受託者：株式会社みのりの里）☎ 072-950-5503　FAX 072-950-5650
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NPO 法人子育てサポートくるみ
壺井 508-1　☎ 072- 957-3282　FAX 072-958-4089

【園庭開放】㈫㈬㈭ 10:00 ～ 16:00
　自然いっぱいの広い遊び場に大きなすべり台と土山があ
り、親子でたっぷり遊べます。子育て相談も随時受け付けて
いますので、気軽にお声掛けください。

NPO 法人つどいの広場 カンナ　高鷲 5-422-22
☎・FAX 072-939-1625　【開放時間】㈪㈬㈮ 10:00 ～ 16:00
【ポップコーンを作って食べよう】6 日㈮
【母の日制作】13 日㈮
【シャボン玉遊び】20 日㈮
【手作りおもちゃ作り】27 日㈮ 10:00 ～ 12:00

NPO 法人サポートネットワークぬくもり あいあい保育園
向野 2-8-2（埴生診療所敷地内）
☎ 072-937-0016   FAX 072-937-5716
広場は午前・午後の 2 部制。詳細は問い合わせください。
あいあいルーム

【えほん・あらかると】10 日㈫ 10:30 ～ 11:30
【ホップ・ステップ・リトミック】24 日㈫ 10:30 ～ 11:30
【就労相談（子育て中の再就職）】第 2 ㈫ 11:00 ～ 12:00
【子育て何でも相談】平日 10:00 ～ 16:00（電話可）

四天王寺悲田院地域子育て支援センター ぼのぼ
学園前 6-1-1　☎ 072-957-7517　FAX 072-950-3457
◦前日までに電話にて要予約

【園庭開放など】㈫㈮ 10:00 ～ 11:00 ※ 3 日・20 日除く
【0 歳サロン】11 日㈬　【1 歳親子教室】18 日㈬
【2・3 歳親子教室】25 日㈬　【すこやか広場】20 日㈮

すくすく 子育て支援
スケジュールなどの詳細は、センターニュース

「てとてと」または、「はびきの子育てネット」内、
子育て支援センターのページをご覧ください。

メール配信登録
※ お知らせ、抽選結果

などをメールで受取

はびきの子育てネット
※ 「てとてと」は、サイ

ト内「配布物」に掲載
子育て支援センター

つどいの広場事業（5 月）

支援センターふるいち（古市複合館）　古市 4-2-9
☎ 072-958-3308　FAX 072-958-3350

【広場】㈪～㈮ 10:00 ～ 11:30 ※㈷除く
【午後開放】㈭㈮ 14:00 ～ 16:00
◦ 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により、週 2 回の利

用とします。（講座・サークル含まず）
みんなの広場 ㈪㈫㈮　［計測・誕生会］13 日・16 日［休み］17 日・
20 日・24 日・27 日　« 対象 » 就学前の子ども
よちよち広場 ㈬　［計測］18 日・25 日　［誕生会］18 日（9:45
～ /11:00 ～［各 1 時間］）　« 対象 »0 歳～ 1 歳半未満の子ども
てくてく広場 隔週㈭　12 日・26 日
« 対象 » 令和 2 年 4 月 2 日～令和 2 年 11 月 30 日生まれ
のびのび広場 隔週㈭　19 日「米粉粘土であそぼう」
« 対象 » 平成 30 年 4 月 2 日～令和 2 年 4 月 1 日生まれ
双子・年子の広場 24 日㈫ おはなしの広場 23 日㈪
あそびの広場 17 日㈫「ピアノを楽しもう♪」
« 申込 »2 日㈪～ 10 日㈫　※㈯㈰㈷はネット申込のみ
講座のお知らせ 27 日㈮ふるいち講座「子どもの世話と遊び」
« 対象 » 就学前の子どもとその保護者（市民のみ）、羽曳野市、藤
井寺市ファミリー・サポート・センター会員、子育て支援に興味の
ある方　« 申込 »9 日㈪～ 13 日㈮

支援センターむかいの　実施場所は向野こども園旧園舎
向野 523　☎ 080-7536-7898　FAX 072-953-6361

【広場】10:00 ～ 11:30 ※㈷除く
◦ 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策による制限を 5 月よ

り週 2 回の利用に変更いたします。
みんなの広場 ㈪㈬㈮　［計測・誕生会］25 日・26 日
※ 6 日㈮も「みんなの広場」　« 対象 » 就学前の子ども
2・3 歳児　30 日㈪
« 対象 » 平成 30 年 4 月 2 日～令和 2 年 4 月 1 日生まれ
1 歳児　18 日㈬
« 対象 » 令和 2 年 4 月 2 日～令和 3 年 4 月 1 日生まれ
0 歳児　12 日㈭
« 対象 » 令和 3 年 4 月 2 日～令和 4 年 4 月 1 日生まれ
0.0 歳児　10 月より開催予定
« 対象 » 令和 4 年 4 月 2 日以降生まれ
おはなしの会　9 日㈪

乳幼児健康診査（場所：保健センター）
種類 日程 対象児

4 カ月児
5 月 20 日㈮ 令和 4 年 1 月 1 日～ 15 日
5 月 27 日㈮ 令和 4 年 1 月 16 日～ 31 日
6 月 10 日・24 日㈮ 令和 4 年 2 月生まれ

1 歳
6 カ月児

5 月 23 日㈪・24 日㈫ 令和 2 年 10 月生まれ
6 月 27 日㈪・28 日㈫ 令和 2 年 11 月生まれ

2 歳
6 カ月児

5 月 17 日㈫・18 日㈬ 令和元年 11 月生まれ
6 月 21 日㈫・22 日㈬ 令和元年 12 月生まれ

3 歳
6 カ月児

5 月 10 日㈫・13 日㈮ 平成 30 年 11 月生まれ
6 月 3 日㈮・7 日㈫ 平成 30 年 12 月生まれ

健診日の2 週間前までに個別通知が届いていない方はご連絡く
ださい。
■■問問問問 こども家庭支援課 母子保健担当　☎ 072-947-3888（直通）

離乳食・幼児食の個別相談
◦ 個別相談会（予約制、試食・保育なし）
離乳食の見本を展示しています。
■■とと■■きき 5月 25 日㈬15:30 ～17:00 の間
■■対対■ ■ 象象象象 ４カ月児健康診査受診後から１歳半頃までの乳幼児の保護者
■■場場■ ■ 所所 保健センター3 階
◦ 電話・対面相談（離乳食・幼児食）
■■とと■■きき ［電話］平日 9:00 ～17:00
　　 ［対面］平日10:00 ～16:00 ※要予約
■■対対■ ■ 象象象象 生後４カ月頃から就学前の乳幼児の保護者
■■問問問問 こども家庭支援課 母子保健担当　☎ 072-947-3888（直通）

ママとベビーの交流会　※予約制
　身体計測・助産師や保健師による育児相談・ママ同士での情
報交換・絵本や遊びの紹介など。
■■とと■■きき 5月 31日㈫14:00 ～16:00　■■場場■ ■ 所所 保健センター3 階
■■対対■ ■ 象象象象 生後 3カ月までの赤ちゃんと母親（上の子の保育なし）
■■問問問問 こども家庭支援課 母子保健担当　☎ 072-947-3888（直通）

保護者の方と一緒にお越しください！
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養育支援訪問事業
　妊娠・出産・育児期に育児の不安や
ストレスなどを抱え、他からの支援が
期待できない家庭を支援します。
■■問問問問 こども家庭支援課

児童虐待の疑いなど
” おかしい” と思ったら
■■とと■■きき  場場㈪～㈮ 9:00 ～ 17:30 ※㈷除く
■■問問問問 こども家庭支援課 家庭児童相談担当
☎ 072-947-3837（直通）

子育て電話相談
［子育てで気になること］
■■とと■■きき  場場12 日・26 日㈭ 14:30 ～ 16:30
■■場場■ ■ 所所 市役所別館 2 階 プレイルーム
■■問問問問 羽曳野市こども家庭サポーターの会
☎ 072-957-6000

児童相談所虐待対応ダイヤル
☎ 189（いちはやく）
※ 365 日 24 時間対応、通話料無料

21 時まで子育て相談を受ける窓口
　子育てに対する不安や困難さを抱え
ているが、日中は育児や仕事に追われ、
市役所の開いている時間に相談の電話
をすることが難しく、「相談したいが、
相談する場所がない」という方を対象
とした窓口です。
■■とと■■きき  場場㈪～㈮ 18:00 ～ 21:00 ※㈷除く
■■申申■■込込込込    場場市ウェブサイトの予約

フォームから希望日時
を予約。

■■問問問問 こども家庭支援課 家庭児童相談担当

白鳥児童館　翠鳥園 2-9-101
☎ 072-957-4900 ※駐車場はありません。

【利用時間】㈪～㈯10:00 ～12:00
　　　　　　　　　13:00 ～17:00
　室内でおもちゃ遊び、広場で砂場遊
びなど。午前中は小さなお友達もゆっく
り遊べます。自由にお越しください。
※入館人数と利用時間を制限する場合
があります。

教育施設の子育て支援　～育児相談など、詳しくは各園に問い合わせ～
施設名［☎ 市外局 072］ あそびにおいでよ！ようちえん《5 月》

古市幼稚園［958-3359］ 25 日㈬ 13:30 ～ 14:30 ［対象］
未就園児と保護者

（マスク着用必須）
◎印の園は令和 5 年
度入園予定の方のみ

［持物］
着替え・タオル

水筒・上靴

古市南幼稚園［958-7616］ 25 日㈬ 13:30 ～ 14:30
駒ヶ谷幼稚園［958-8776］ 25 日㈬ 13:30 ～ 14:30
西浦幼稚園［958-3538］ 18 日㈬ 9:30 ～ 10:30
羽曳が丘幼稚園［958-7201］ 13 日㈮ 13:00 ～ 14:00
白鳥幼稚園［958-2601］ 12 日㈭ 9:30 ～ 10:30
埴生南幼稚園［957-0212］ 25 日㈬ 13:30 ～ 14:30
埴生幼稚園［955-1062］ 25 日㈬ 13:30 ～ 14:30
◎高鷲南幼稚園［955-1624］ 25 日㈬ 13:00 ～ 14:00
◎こども未来館たかわし［955-0730］ 実施しません

保育施設の子育て支援　～詳しくは、各園に問い合わせ～
施設名［☎市外局 072］ 園庭開放（健康相談は要予約）

高鷲保育園［953-3883］ 毎週㈫㈬㈭ 10:00 ～ 12:00　※雨
さかとがはらこども園（認定こども園）［956-6246］第 2・4 ㈯ 10:00 ～ 11:00 ※雨
明の守ようきこども園（認定こども園）［954-9630］第 4 ㈫ 10:00 ～ 11:00 ※雨
誉田保育園［958-2525］ 第 4 ㈯ 10:00 ～ 11:00 ※雨
郡戸保育園［938-5280］ 第 2 ㈫ 10:00 ～ 11:00　※雨
高屋保育学園（認定こども園）［957-1234］ 毎週㈫㈭ 14:30 ～ 15:45　※雨

四天王寺悲田院保育園［957-7517］ ㈫・㈮ 10:00 ～ 11:00　※要
※ 3 日・20 日除く 

あおぞら保育園［950-1105］ 第 4 ㈭ 10:00 ～ 11:00
ベビーハウス社協［930-0240］ 12 日㈭ 10:00 ～ 11:00 ※要
向野こども園［953-2071］/下開保育園 ［958-3318］
軽里保育園［958-3338］/ 島泉保育園［953-4624］
はびきの保育園［958-3328］

毎週㈫㈭ 10:00 ～ 11:00 ※雨

※雨＝雨天中止　※要＝要予約

○車での来園はご遠慮ください。　○育児相談は開園中常時行っています。
※今後の状況により中止になる場合があります。

病後児保育（0 歳～学童）
利
用
時
間

8:00（7:30）～ 18:00（19:00）※カッコ内は延長可能時間
［当日］9:00 ～ 17:30（延長不可）
［土曜］ 8:00 ～ 17:00（当日利用および延長不可）

■■申申■ ■ 込込込込 ㈪～㈮ 9:00 ～ 17:00（電話可、当日利用可）
■■￥￥  1 人 1 日 1,000 円（延長 30 分 300 円）
　 ※非課税世帯は半額、生活保護世帯は無料、2 人目以降の子ども半額。
■■問問問問  NPO 法人サポートネットワークぬくもり（向野 2-8-2［埴生診療所敷地内］）
☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716

NPO 法人南河内こどもステーション
市役所南側　☎・FAX 072-957-1114　詳細は問い合わせください。
農業体験　8 日㈰ 10:00 ～ 13:00　■■場場■■所所  場場れんげ農場
■■￥￥  場場大人 800 円・小学生 600 円・3 歳以上 300 円
おやおやくらぶ　6 日㈮「絵本の読み聞かせ」・20 日㈮「つくってあそぼう」・27 日㈮「おしゃ
べりサロン」
思春期カウンセリング　第 2・4 ㈬ 13:30 ～ 15:00　■■対対■ ■ 象象象象 小中学生や高校生、保護者の方も可
みんなの食堂　毎週㈯ 11:00 ～ 13:00 と 13 日・27 日㈮ 17:00 ～ 19:00　■■対対■ ■ 象象象象 どなたでも
みんなの居場所　㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00　■■対対■ ■ 象象象象 どなたでも
一時保育（要登録）　㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00（前日までに要予約・㈯㈰㈷時間外応相談）
  場場■■￥￥  場場乳幼児 1 時間 500 円～
やってみようくらぶ　毎週㈯ 10:00 ～ 15:00（28 日 11:00 ～ 12:00 科学であそぼう）
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健康増進課（保健センター）の検診（健診）や教室の申込など　☎072-956-1000
●検診（健診）は年度内に各1回。定員になり次第締切。FAXでの申し込み不可。
●詳しくは「健康だより」、市ウェブサイトをご覧ください。
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、日程が変更・中止になる場合があります。
※個別検診（健診）については、受診前に医療機関へ電話でお問い合わせください。

健
ふ みり-ぁ

康

大阪府風しん予防対策
　出生児の先天性風しん症候群の発症を防止するため、予防接種費用を助成し
ます。接種には風しん抗体検査が必要で、風しんワクチンまたは麻しん風しん
混合（MR）ワクチンの接種ができます。
■■とと■ ■ きき 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日
■■対対■  ■  象象象象 市民で、風しん抗体検査（※）の結果、予防

接種が必要な次の①～③のいずれかに該当す
る人

　　 ①妊娠を希望する女性
　　 ②妊娠を希望する女性の配偶者
　　 ③妊娠している女性の配偶者
■■￥￥  自己負担 1,000 円（生活保護受給者は無料）

【実施医療機関】市ウェブサイト参照または問い合わせください。
■■申申■ ■ 込込込込 実施医療機関に予約
■■持持■■物物   場場年齢・住所が確認できるもの（健康保険証・運転免許証など）
　　 風しん抗体検査の結果、母子健康手帳（対象者③のみ）

がん集団検診（予約制）
5 ～ 7 月分を来所・電話にて受付中。
日程、詳細は「令和 4 年度羽曳野市健康だより」か市ウェブサイトを参照。
胃がん・肺がん・大腸がん検診（集団検診） 
■■対対■ ■ 象象象象 1983 年 3 月 31 日以前生まれの市民　■■￥￥  無料
※ 肺がん検診には結核健診が含まれます。65 歳以上の人は、年 1 回受けるこ

とが法律で義務付けられています。
乳がん、子宮がん検診（集団検診）

［乳がん］

［子宮がん］

■■対対■ ■ 象象象象 1981 年以前の西暦奇数年生まれの女性
■■￥￥  1,000 円（1981 年生まれと生活保護受給者は無料）
■■対対■ ■ 象象象象 2001 年以前の西暦奇数年生まれの女性　■■￥￥  無料

※受診券（ピンク色または黄色のはがき）が必要です。
※  80 歳以上の方で乳がん・子宮がん検診を希望される方はご連絡ください。

成人歯科健診（個別または集団）
■■対対■  ■  象象象象 平成 8・昭和 61・56・51・46・41・36・31・26 年生まれの市民
■■￥￥  無料 ※受診券が必要。お手元にない方はご連絡ください。

【集団健診（要予約）】5 月 16 日㈪、6 月 8 日㈬・30 日㈭　■■場場■ ■ 所所 保健センター
【個別健診】 市内の指定歯科医院で令和 5 年 3 月 31 日まで受診可

風しんの追加的対策
■■対対■  ■  象象象象 昭和 37 年 4 月 2 日～昭和 54

年 4 月 1 日生まれの男性
　これまでに送付した風しん予防接
種無料クーポン券の有効期限が令和
5 年 2 月まで延長されました。紛失
や転入でお手元にクーポン券がない
方は健康増進課までお問い合わせく
ださい。

学ぶで～健康シリーズ
（予約制・随時受付中！）
■■場場■ ■ 所所 保健センター　■■￥￥ 無料
★骨粗しょう症予防（栄養）
■■とと■■きき  6 月 3 日㈮
10:00 ～ 11:30（受付 9:45 ～）
■■講講■■師師   場場管理栄養士
※ 詳細は市ウェブサイト・チラシを

ご覧ください。

（※）大阪府風しん抗体検査
左記①～③の該当者は、指定
の医療機関にて無料で風しん
抗体検査を実施できます。詳
細は府ウェブサイトまで。

定期健康相談・栄養相談

5 月 25 日㈬
午前中

※要予約

毎月19 日は食育の日

家族で食事を
楽しみましょう

が
ん
検
診
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市立休日急病診療所 誉田 4-2-3　☎ 072-956-1000（保健センター 2 階）
休日急病診療所（内科・小児科・歯科） 小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）

［診療日］㈰㈷、年末年始（12 月 30 日～ 1 月 3 日）
［診療時間］10:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 16:00

［診療日］㈯㈰㈷、年末年始（12 月 30 日～ 1 月 3 日）
［診療時間］18:00 ～ 22:00（受付 17:30 ～ 21:30）

※ 8 時（夜間診療は 15 時）の時点で羽曳野市に「暴風警報」「大雨警報」「洪水警報」「特別警報」のいずれかが発表
されている場合は休診、8 時（夜間診療は 15 時）以降に発表された場合は、その時点で休診。
« 発熱で受診される方へ » ※来院時は、事前にお電話ください。　※受診時はマスクを着用ください。
　　　　　　　　　　　　　※新型コロナウイルス感染症にかかる PCR 検査など各種検査は実施できません。

小児救急電話相談　☎＃ 8000（携帯電話・NTT プッシュ回線）☎ 06-6765-3650（IP 電話・ダイヤル回線など）
救急安心センターおおさか　☎＃ 7119（固定電話【プッシュ回線】・携帯電話・PHS）
　　　　　　　　　　　　　☎ 06-6582-7119（固定電話【ダイヤル回線】・IP 電話）

藤
井
寺
保
健
所

藤井寺市藤井寺 1-8-36　☎ 072-955-4181　FAX 072-939-6479
ＨＩＶ・梅毒即日検査 （梅毒検査のみは不可、結果は 1 ～ 2 時間後）第 1 ～ 3 ㈬ 9:30 ～ 10:30【無料・匿名可】
※夜間、土日検査は、chot CAST（チョットキャスト）で実施。詳しくは保健所へお問い合わせください。
こころの健康相談【無料・要予約】（こころの病気、アルコール依存症などに精神科医、精神保健福祉相談員が応相談）
医療機関に関する相談　㈪～㈮ 9:15 ～ 12:15 ／ 13:00 ～ 16:00【無料】
生活衛生室  ☎ 072-952-6165
水質検査（飲用水・井戸水・遊泳場水・浴槽水）【有料・要予約】
腸内細菌検査（赤痢菌、チフス菌、パラチフスA菌、サルモネラ属菌、腸管出血性大腸菌O157）㈪～㈬9:30～12:00【有料】
ぎょう虫卵検査　㈪～㈭ 9:30 ～ 12:00【有料・要予約】

※祝日等の関係で受付のない日があります。

な くそう！望まない受動喫煙　～マナーからルールへ～

　本人は喫煙しなくても身の回りのたばこの煙を吸わされてしまうことを
受動喫煙と言い、たばこは、喫煙者が吸っている煙だけでなく、たばこ
から立ちのぼる煙や喫煙者が吐き出す煙にも有害物質が含まれているた
め、たばこを吸わない方も受動喫煙により健康被害が出ることがわかっ
ています。
望まない受動喫煙をさせないことは、令和 2 年の法改正によりマナーか
らルールになりました。

5 月31日「世界禁煙デー」・5月31日～6月6日「禁煙週間」

　この機会にたばこについて考えてみましょう。羽曳野市の公共施設などの
敷地内禁煙の情報は市ウェブサイトをご覧ください。
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街かどから・・・

「人権の花」運動の実施校に感謝状
　人権啓発活動堺・南大阪地域ネットワーク協議会主催
の「人権の花」令和 3 年度実施校の古市南小学校とはび
きの埴生学園に感謝状と記念品が贈呈されました。この
運動は、チューリップの球根を協力し育てることで、感
謝と生命の大切さを学び、より豊かな人権感覚を身につ
けてもらうことを目的としています。

自衛隊へ入隊
　3 月 18 日㈮、本市
出身でこの春に自衛隊
へ入隊される 12 人が
市役所を訪問されまし
た。コロナ禍での大規
模接種や自然災害に対する救助、復旧活動など、自衛隊
の支援は、大きな支えです。厳しい訓練を乗り越え、国
民の安全安心を守るように期待しております。

人権擁護委員退任の感謝状
　人権擁護委員として、人権相談や人権啓発活動に 2 期
6 年間務められました、山本 良美さんが令和 4 年 1 月
1 日付けで人権擁護
委員を退任されまし
た。これまでの活動
に感謝の意を表し、
市長より感謝状を贈
呈させていただきま
した。

羽曳野ボーイズ、全国大会出場
　3 月 23 日㈬、第 52 回日本少年野球春季全国大会に
羽曳野ボーイズが出場決定し、その報告に 17 人の選手
と山田会長と共に市役所を訪問してくださいました。

「広報はびきの」題字を中学生がデザイン
　3 月 17 日㈫、「広報はびきの」表紙の題字デザイン
に選ばれた中学生 6 人が表敬訪問してくださいました。
本市では、子どもを含めた多くの市民に親しまれる広報
紙をめざし、題字デザインを、市立に通う中学校 1・2
年生、義務教育学校 7・8 年生を対象に募集しました。
選考の結果、応募総数 121 点の中から、4 月号から 9
月号までの 6 作品が選ばれました。

【4 月号】西口 舞さん（誉田中）　　【5 月号】泉 歩未さん（峰塚中）
【6 月号】仲村 美樹さん（誉田中）　【7 月号】小早川 風花さん（高鷲南中）
【8 月号】辻 悠翔さん（峰塚中）　　【9 月号】伊波 和美さん（はびきの埴生学園）

絵本「はにわちゃんのおうちはどこ？」寄贈
　3 月 23 日㈬、四天王寺大学の「絵本プロジェクト」
にて作成された「はにわちゃんのおうちはどこ？」の絵
本を寄贈いただきました。作者で学生でもある、たかく
ら みき さんは、「小さなお子さんが羽曳野市の財産に
もっと触れてもらえる、親
しんでもらえるきっかけに
なれば」との思いを込めて
制作されたそうです。寄贈
いただいた絵本は、市内の
公立、私立の保育園・幼稚
園・こども園に配付させて
いただきます。

花の寄贈と展示　
　3 月 28 日 ㈪ NPO
法人花利メモリアル成
就様より、お花を市に
寄贈していただきまし
た。チューリップやミ
モザといった春を告げ
る花々が庁舎の玄関を
彩ってくれました。

▲古市南小学校

▲山本 良美さん（中央）、尼丁会長（富田林人権
擁護委員協議会 会長 （左））

▲はびきの埴生学園
▲作者のたかくら みき さん（中央）
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第 68 回中学生人権作文コンテスト
　大阪法務局および大阪府人権擁護委員連合会主催の

「第 68 回中学生人権作文コンテスト」において、西田 
有紗さん（河原城中 2 年 当時）が優秀賞を受賞され、
市長へ報告に来てくださいました。また、沖 叶真さん

（峰塚中２年 当時）、尾﨑 美月さん（河原城中２年 当時）
が富田林人権擁護委員協議会長賞を受賞されました。優
秀賞を受賞された西田さんの作文「生きる意味」は、広
報紙 22 ページに記載しております。

百歳花束の贈呈
　3 月 28 日と 31 日に、市長が市内在住の百歳を迎え
られる方々を訪問し、ご長寿をお祝いして花束を贈呈し
ました。これからもお元気で健康な日々をお過ごしにな
りますようお祈りいたします。※訪問の際は、手指消毒
や感染防止対策を徹底しています。

八角部屋 表敬訪問
　3 月 29 日㈫、八

はっかく

角 信
のぶよし

芳親方（理事長）が八角部屋の
北
ほく

勝
と

富
ふ じ

士関、隠
お

岐
き

の海
うみ

関、北
きた

の若
わか

関と共に市役所を訪れ、
市長を表敬訪問しました。親方は、「久しぶりに羽曳野
市役所に伺いました。」と現役時代の懐かしいお話も
されていました。3月場所の千秋楽を迎えたばかりですが、
親方はじめ 3 力士の気持ちは、すでに来場所に向いており、
気迫十分のお話をしていただきました。

松田 颯選手に特別表彰
　4 月 7 日㈭、北京 2022 冬季オリンピック男子モーグ
ルでご活躍された松田 颯選手（しまだ病院 Snow Team
所属）が、しまだ病院の勝田院長と出場の報告に来られ
ました。松田選手は「今大会は出場することが目標になっ
てしまいまいたが、次の
オリンピックではメダル
候補として出場したいと
思います。」と宣言してい
ただきました。果敢に挑
戦されたその勇気と健闘
を称えて、特別表彰式を
執り行いました。

新しいボトルウォーターができました
　羽曳野市水道局は、包括連携協定を結ぶ四天王寺大学
と協働して、「羽曳野のおいしい水」のデザインを学生
から募集し、3 月 17 日㈭に教育学部教育学科の山本 紗
矢香さんの作品を最優秀作品として表彰しました。

「羽曳野のおいしい水」（容量 490ml）
　ペットボトルから、アルミ缶に変更。長期保存を可能とし、SDGs
の Goal 6、12、14、15、17 を目標としています。原料は、石川浄
水場の直接ろ過水で、賞味期限は 10 年。市のイベント等で配布し、
水道水のおいしさや安全性などの PR に役立てます。

卒業式で最高の返事を
　まだ、寒さ厳しい 2 月。西浦東
小学校では卒業式に向けて特別授
業が行われました。講師に招かれ
たのは、河内ワイン専務の金銅 真
代さん。金銅さんは、本市の教育
委員も努められ、ソムリエ、落語
家などの顔を持たれる多才な人。
　この日は、文楽女流義太夫とし
て、卒業式を控える 6 年生に義太
夫節の発声法を伝授しました。
　最初は緊張していた児童たち
も、金銅さんのトークと発声法で徐々に気持ちもほぐれ、
大きな声で返事を返していました。3 月 18 日の卒業式
には、発声法を学んだ児童たちの元気な「はい」と通る
声が体育館に響いていました。

・・・TOPICS

▲杉田 ヒサさん

▲沖 叶真さん（中央）

▲早川 敏子さん

▲西田 有紗さん（中央）
▲松田 颯選手（中央） 、勝田院長（左）

 北の若関　  八角親方　 　　　　  　北勝富士関　  隠岐の海関
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　「おばあちゃん。ありさだよ。」「ありちゃんよくきたね。」私がまだ小さかった頃は、いつも祖母の家に行くとこの
会話から始まっていた。でも、物心が付いたときに祖母の家に行くと「誰ですか？」
　祖母は「認知症」という病気になっていた。「お名前は？」「ありさだよ。」「あぁありさちゃん。」初めて名前を
聞かれたときはとても辛かった。小さい頃から大好きな人に名前を聞かれることが。いつからか、祖母との会話は
自己紹介から始まっていた。
　母から聞いた話だと私が幼少期の頃、祖母とは月に一回の頻度で会っていて、よく私をベビーカーに乗せて兄と
三人で公園へ散歩に行ったり、家の近くにあった不二家に連れて行ってくれたらしく、そんな祖母が大好きだった
らしい。しかし、父の都合で引っ越すことになり、月に一回会えたのが、年に三回会えるかどうかになってしまった。
引っ越してから、祖母の家に行くときは従兄弟も必ず来るようになった。それからは、従兄弟と遊んでいて祖母と
遊ぶことが少なくなった。それと同時に認知症の症状が現れ始めていて、認知症のことを知らなかった当時の自分は
少し怖かった。
　認知症の症状が現れてから数年経った頃、母と祖母が電話しており「元気？」「今どこに住んでるの？」と同じことを
何回も繰り返して聞いている。母は笑いながら応えて、祖母は何回も嬉しそうに初めて聞いたリアクションをしていて
とても楽しそうだった。その電話から数日経った頃、母と祖母はまた電話をしていた。どうやら保険証を失くした
らしい。母は「棚のとこに置いてない？」「かばんの中とかは？」など、ありそうな場所を言っていたがなく、「大事な
物は見える場所に置かないとだめ。」と、母は少し強めに言っており、祖母は「はい。」と悲しそうな声で応えていた。
また、祖母の家に行ったときに私が風邪をひいていて、薬を飲むのをいつも忘れていたため、見えるところに薬を
置いていた。母は祖母に「捨てちゃだめだからね。」と言っていた。次の日、薬を置いていた場所をみると薬がなく、
祖母に聞くと捨ててしまったらしい。母は「大丈夫大丈夫。」と慰めていたが、祖母は悲しい顔をしていた。祖父から
話を聞くと、祖母の記憶が曖昧なことで意見がすれ違い喧嘩になってしまうらしい。私は祖母の悲しい声や悲しい
表情が辛く、少し距離をとってしまうようになった。
　ある日、ふと考えてみた。「いつか自分が認知症になって記憶がなくなってしまい、誰からも必要とされなくなっ
たら生きる意味はあるのだろうか」と。検索してみると「認知症の人の生きる意味と目的」という記事があった。
読んでみると「認知症になったら人生終わりと多くの人が思っている」自分と同じ考えの人がたくさんいるんだと
思った。読み進めていくと、ある一文に目が留まった。「時々外来で高齢の方が言葉にすることは先生、もう死にたい。
殺してください。理由は、みんなに迷惑かけたくない、生きていても仕方ない。」この文を読んだときに、祖母も
同じ事を思っているのだろうか。自分には何が出来るか。そのとき思った。自分は認知症に恐怖心を持っているから
認知症と診断された人の気持ちを他の人よりも理解できているからこそ支えられるんじゃないかと。
　認知症と診断され、世界が真っ白になってしまうかもしれない。白は何色にも変われる。だからこそ難しい。
いろいろな人生を歩んで、いろいろな色に染まって。でも、少しずつ忘れてしまって。不安や恐怖に襲われて最後は
黒色に染まってしまうかもしれない。しかし、一つだけ明るい色を取り戻す方法があるとするならば、また、白を
塗ればいい。黒に負けないぐらい白い絵の具を垂らせばいい。どんなにベチョベチョになったって、白を取り戻せ
るのなら。
　いつか私は祖母や、未来の利用者さんの横で寄り添い、「生きる意味」が分からなくなったのなら一緒に「生きる
意味」を探し、白を塗れる存在になる、そんな介護福祉士になりたいという夢を持った。

「生きる意味」

第 68 回中学生人権作文コンテスト
優秀賞 羽曳野市立河原城中学校　西田 有紗

( 主催：大阪法務局・大阪府人権擁護委員連合会）
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支　所
☎ 072-955-0583　℻ 072-930-2144
羽曳野市民会館
☎ 072-958-2311　℻ 072-958-2312
LIC はびきの（生活文化情報センター）
☎ 072-950-5500　℻ 072-950-5505
はびきのコロセアム
☎ 072-937-3123　℻ 072-937-3124
市民体育館（西浦）
☎ 072-958-2340　℻ 072-958-3614
陵南の森総合センター（老人福祉センター・公民館）
☎ 072-952-2751　℻ 072-952-1303
陵南の森生きがい情報センター

（テレワークセンター）
☎ 072-931-1900　℻ 072-931-2112
ＭＯＭＯプラザ
☎ 072-957-5553　℻ 072-957-5580
丹治はやプラザ
☎ 072-937-2355　℻ 072-937-2388
石川プラザ
☎ 072-950-2002　℻ 072-958-9110
保健センター（休日急病診療所）
☎ 072-956-1000　℻ 072-956-1011
人権文化センター
☎ 072-955-4556　℻ 072-955-7042
青少年児童センター
☎ 072-952-0032　℻ 072-937-8580
白鳥児童館
☎ 072-957-4900　℻ 072-957-4900
青少年センター
☎ 072-958-0050　℻ 072-956-7867
エコプラザはにふ（中央スポーツ公園）
☎ 072-959-3567　℻ 072-959-3568
時とみどりの交流館（峰塚公園管理棟）
☎ 072-942-6647　℻ 072-942-6647
道の駅 しらとりの郷・羽曳野総合棟

（休業日：㈭・年末年始）
☎ 072-957-6900　℻ 072-957-6910
子育て支援センターふるいち
☎ 072-958-3308　℻ 072-958-3350
子育て支援センターむかいの
☎ 080-7536-7898　℻ 072-953-6361
向野老人いこいの家
☎ 072-952-0033　℻ 072-952-0033
給食センター
☎ 072-958-2306　℻ 072-958-1082
社会福祉協議会
☎ 072-958-2315　℻ 072-958-3853
シルバー人材センター
☎ 072-936-1500　℻ 072-936-1511
柏原羽曳野藤井寺消防組合
☎ 072-958-0119　℻ 072-958-9900
羽曳野警察署
☎ 072-952-1234　℻ 072-952-2531
藤井寺保健所
☎ 072-955-4181　℻ 072-939-6479
藤井寺郵便局
☎ 072-954-2601　℻ 072-938-8591
柏羽藤環境事業組合
☎ 072-976-3333　℻ 072-976-3331
クリーンピア 21（休業日：㈫）
☎ 072-975-2580　℻ 072-975-2577
健康ふれあいの郷 グラウンド・ゴルフ場

（休業日：㈭・年末年始）
☎ 072-950-6611　℻ 072-950-3888
茶山テニスコート（土・日・祝日のみ）
☎ 072-959-8836

主な公共施設

《市内図書館》の電話番号は、 図書館だよりの
ページをご確認ください。

－ 制度・お知らせ －  
窓口受付システム、コンビニ交付サービスの一時利用を停止します
■■とと■ ■ きき ５月 31 日㈫　終日　※システムメンテナンスのため
ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力のほどお願いいたします。
■■問問問問    市民課

【日曜窓口】マイナンバーカードの受け取り、電子証明書更新手続き
とき 5 月 15 日㈰ 9:00 ～ 12:00

場所 ①市民課（市役所本館 1 階 2 番窓口）　②支所
※交付通知書（はがき）に記載の場所で受取り

＜マイナンバーカードの受け取り＞

持物
・交付通知書（はがき）・通知カード・住民基本台帳カード（お持ちの方）
・ 本人確認書類（運転免許証などの顔写真つきの書類なら 1 点。それ以

外の書類は 2 点以上）
＜マイナンバーカードの電子証明書更新手続き＞
持物 ・マイナンバーカード　・更新通知書
※上記以外の業務は行いません。　※原則ご本人様が受け取り者です。
※必要書類に不足があると受け取ることができません。
※日曜窓口は混雑により、待ち時間が長くなることが予想されます。
※駐車場が混雑しますので、できる限り公共交通機関や自転車などをご利用ください。
※日曜窓口ではオンライン予約は対応しておりません。
■■問問問問 市民課 ☎ 072-958-1111内線1670／支所 ☎ 072-955-0583

マイナンバーカード申請サポート（写真撮影から申請まで）
◦森のゆうびん局（受付：市民課）平日 9:00 ～ 17:00
◦はびきのコロセアム（2 階 会議室）5 月 26 日㈭・27 日㈮ 10:00 ～ 16:00
※新型コロナウイルスなどの事情で施設が閉館している場合は中止
≪申請に必要なもの≫
・ 個人番号カード交付申請書 兼 電子証明書発行申請書（自宅に送付された通知

カードに附属していた申請書部分）※市役所、支所で再発行可。
・本人確認書類（免許証、健康保険証など）
■■問問問問    市民課

憲法週間【5 月1日～7 日】
　一人ひとりが人間として幸せに生きるために、生まれ
ながらに持っている固有の権利を人権といいます。「職業
選択の自由」「幸福を追求する権利」「教育を受ける権利」
などの基本的人権は、憲法で保障されています。
法務省人権啓発キャッチコピー　～「誰か」のこと じゃない～
　「誰か」のことではなく、自分自身のこととして捉え、一人ひとりが人権を尊
重することの重要性を正しく認識し、自分以外の人の人権にも配慮した行動を
とりましょう。
◦平和展＆人権展
　■　■場 と場 と■ ■ きき 5 月 2 日㈪～ 20 日㈮　■■場場■■所所   市役所 1 階 コミュニティスクエア
◦特設人権相談　※相談無料・秘密厳守
　　毎日の暮らしの中で起こるさまざまな人権問題の解決を図るため、人権擁
　護委員が相談に応じます。予約不要です。直接会場へお越しください。
　　場場 ■■とと■ ■ きき 5 月 20 日㈮ 14:00 ～ 16:00　■■場場■■所所   陵南の森総合センター 2 階 視聴覚室
■■問問問問    人権推進課
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令和 4 年度 羽曳野市防犯カメラ設置事業補助金
　自治会等が防犯カメラを設置される際の費用の一部を、市で補助します。必
要な書類や要件など、詳細は問い合わせ、またはウェブサイトをご覧ください。
補助金額 設置にかかった費用の３分の２（カメラ 1 台につき上限 20 万円）

※上限３台（年度内）　※補助を受けた年度の翌年度は、制度の利用不可。
※申請が多数の場合は抽選
■■申申■ ■ 込込込込 指定の申込書に記入（6 月 1 日㈬～ 16 日㈭ 9:00 ～ 17:30 ※平日のみ）
■■抽抽■■選選場場場場6 月 17 日㈮ 10:00 ～
➡交付団体決定後、6 月 20 日㈪～ 8 月 1 日㈪の期間に補助金交付申請を行っ
てください。
■ ■ 問問問問 災害対策課

住宅用火災警報器を設置しましょう
　平成 23 年 6 月以降、既存住宅を含めたすべての住宅（共同住宅含む）に住
宅用火災警報器の設置が義務付けられています。

【悪質な訪問販売に注意！】
◦消防職員や消防団員が、戸別訪問し販売することはありません。
◦消防が商品を指定することはありません。
◦安価な住警器でも、法外な取付費用を請求される場合があります。
◦購入は、　　マーク（国家検定合格表示）の付いているものを！

【既に設置されている方は】
◦  10 年を目安に本体交換または電池交換が必要です。いざという時に作動す

るように維持管理しましょう。
■ ■ 問問問問 柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部 予防課　☎ 072-958-9928

耐震補助制度のご案内
■■対対■■象象象象    昭和 56 年 5 月 31 日以前に建てられた木造住宅

補助内容 申請受付期限
耐震診断 費用の約 9 割を補助（最大５万円を補助） １月末日

設計改修 費用の 8 割を補助（最大 40 ～ 100 万円を補助）
※条件により補助金額が異なる 12 月上旬

除却 費用の 5 割を補助（最大 20 万円を補助） 1 月末日
※申請前に着手すると補助の対象となりません。
※申請者の所得制限等により対象とならない場合があります。
※詳細はお問い合わせください。
■■問問問問 建築住宅課 住宅政策推進室

水漏れかなと思ったら・・・
 【道路～水道メータの間で水が漏れているときは】
　水道局まで連絡してください。水道局または委託業者が修理対応します。

【 宅地内で水が漏れているときは】
　 水道メータの横にある止水栓を止め、羽曳野市指定工事店に修理依頼してく

ださい。
　※ 修理個所がメータより内側の宅地内の場合修理費用は必要です。なお、水

道料金については減免制度が適用される場合もあります。不明な点があり
ましたら、水道局までお問い合わせください。

【簡単な宅内発見方法】
　 家庭内のすべての蛇口を止めた後、水道メータのパイ

ロットが回っている場合は、漏水しています。
■■問問問問 水道局 総務課

全国瞬時警報システム全国一斉
情報伝達試験の実施（第１回）
■■とと■ ■ きき 5 月 18 日㈬ 11:00
市内 55 カ所に設置してあ
る防災行政無線から、次の
ように放送されます。
① 上りチャイム音
②  「これは、J アラートのテストで

す。」× 3
③ 「こちらは、はびきのしです。」
④ 下りチャイム音
※Ｊアラートとは、地震・津波や武
力攻撃などの緊急情報を、国から人
工衛星などを通じて瞬時にお伝えす
るシステムです。
■■問問問問 災害対策課

気象情報に十分注意しましょう
　おおさか防災ネットの携帯電話向
け防災情報メールサービスでは、利
用登録すると羽曳野市の気象警報・
注意報が携帯電話にメール配信され
ます。［touroku@osaka-bousai.net］
へ空メールを送信して手続きを行っ
てください。併せて、以下防災アプ
リもご利用ください。
◦ NHK ニュース・防災
◦ Yahoo! 防災速報
◦ウェザーニュース
◦ goo 防災アプリ
◦ HAZARDON( ハザードン )
■ ■ 問問問問 災害対策課

宅地防災月間【5 月1日～31日】
　宅地災害は、いったん起こると家
屋や家財、ときには尊い人命にかか
わることにもなりかねません。
　造成中の急斜面、無理な積み方を
した石垣、風化の著しい崖面などは、
長雨、大雨等により思わぬ災害を引
き起こすことがあります。
　「宅地防災月間」は、大雨が予想
される梅雨期を前に、宅地造成工事
などによって起こる崖崩れや土砂の
流出による災害発生を未然に防ぎ、
宅地災害をなくそうという目的で実
施しております。
■■問問問問    建築指導課
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市税の電子マネー収納について
　市府民税（普通徴収のみ）・固定
資産税・軽自動車税について、電子
マネーアプリの「LINE Pay、PayPay 
、au PAY、d 払い、J-Coin Pay」を
利用して納付ができる
ようになりました。ぜ
ひご利用ください。
■■問問問問    税務課 納税総務担当

自動車税（種別割）
納期限 5 月 31日㈫まで
【納付方法】◦金融機関　◦郵便局
◦府税事務所　◦コンビニエンス
ストア　◦パソコンやスマートフ
ォン等を利用したクレジットカー
ドでの納付　◦府税の収納を扱う
金融機関（ゆうちょ銀行除く）の
Pay-easy に対応している ATM や
インターネットバンキング　◦ス
マートフォン決済アプリ（PayB、
LINE Pay 請求書支払い、楽天銀行コ
ンビニ支払サービス）
詳細は、府ウェブサイ
トをご確認ください。
※新型コロナウイルス
感染症の影響等により、
納付が困難な場合には納付を猶予す
る制度があります。お早めに管轄の
府税事務所・大阪自動車税事務所に
ご相談ください。
■■問問問問    自動車税コールセンター（大阪府）
☎ 0570-020156

柏羽藤環境事業組合からのお知らせ
　柏羽藤環境事業組合のごみ焼却工
場（柏羽藤クリーンセンター）等
から排出されるダイオキシン類濃
度（排ガス・ばいじん・排水）の令
和 3 年度測定結果を柏羽藤環境事
業組合ウェブサイト（http://www.
kashihafuji.jp/）で公表しております。
■■問問問問    柏羽藤環境事業組合
☎ 072-976-3333

固定資産税・都市計画税の減免制度について
■■対対■■象象象象   ①～④すべてに該当する納税義務者
①  納税義務者が令和４年 1 月 1 日現在で 65 歳以上、障害者、寡婦またはひと

り親のいずれか
②  納税義務者および当該納税義務者と生計を一にする者の全員が、住民税均等

割非課税限度額（市税条例第 14 条第 2 項）以下の所得
③ 固定資産が自己居住用だけであり、所有家屋の延床面積が 70 ㎡以下
④  固定資産税および都市計画税の年税額（土地・家屋）の合計が 5 万円以下

【減免額】申請日以後に到来する納期に納付すべき税額の 2 分の 1 の額
【申請期限】各納期限まで

扶養人数 前年の合計所得金額 扶養人数 前年の合計所得金額
0 人 420,000 円 2 人 1,250,000 円
1人 930,000 円 3人 1,570,000 円

■■問問問問    税務課 固定資産税担当

障害者等の方に対する軽自動車税（種別割）の減免
■■対対■■象象象象  「 身体障害」「知的障害」「精神障害」により手帳を交付されている方

【対象車両】
◦ 手帳保持者・手帳保持者と生計を一にする家族・手帳保持者を常時介護する

人が所有する軽自動車
※車検証または軽自動車届出済証に事業用と記載されている車両は対象外
※ 減免できる車両は手帳保持者 1 人につき普通自動車を含めて１台です。普通

自動車の自動車税で減免を受ける場合は、軽自動車税の減免を受けることが
できません。

◦車いす搭載車等に構造変更した軽自動車
　（公益法人等が公益のために直接専用する車両についても対象となります。）
■■申申■ ■ 込込込込 税務課（本館 1 階 8 番窓口）にて申請してください。（5 月 31 日㈫まで）
【必要書類】◦手帳　◦車検証
◦納税義務者のマイナンバーカード（通知カード可）
◦運転者の方の運転免許証（コピー可）
◦窓口に来られる方の本人確認書類
◦委任状（納税義務者以外の方が来庁される場合）
◦民生委員の発行する状況確認書（納税義務者と手帳保持者が同居でないとき）
◦車いす移動車等と確認できる写真（車いす搭載車等で申請する場合）
※既に申請いただいている方については、５月上旬に発送予定の減免申請書（継
続用）をご提出ください。（郵送可）
■■問問問問    税務課 課税総務担当

上場株式等に係る配当所得等の課税方式の選択期限について
　源泉徴収口座内で配当等の所得があった方で、所得税と異なる課税方式（申
告不要制度・総合課税・分離課税）を希望する方は、当該年度の市・府民税納
税通知書が送達される日までに、確定申告書とは別に市・府民税申告書の提出
が必要です。なお、納税通知書は 6 月上旬ごろに送達予定です。※納税通知書
が届いた後に課税方式を変更することはできません。
　また、申告不要制度につきましては、確定申告書提出の際、確定申告書 A 様
式は「特定配当等の全部の申告不要」欄、確定申告書 B 様式は「特定配当等・
特定株式等譲渡所得の全部の申告不要」欄にそれぞれ〇を記入していれば市・
府民税申告書の提出が不要となります。
【提出書類】◦上場株式の所得に関する住民税申告不要等申出書
◦羽曳野市の令和４年度市民税・府民税申告書　◦確定申告書の控え一式
■■問問問問    税務課 市民税担当
『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】
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令和４年度 就学援助について
　経済的な理由により、市立小・中・義務教育学校への就学が困難になってい
る児童生徒を抱える保護者に対して、学用品費などの一部を援助します。詳細
は 4 月に学校で配布された「令和 4 年度就学援助制度について」をお読みくだ
さい。※昨年度に就学援助の認定を受けていた方も、改めて申請を行ってくだ
さい。

【一斉受付期間・受付時間】5 月 2 日㈪～ 31 日㈫ 9:15 ～ 17:00 ※平日のみ
※一斉受付期間終了後に申請した場合、援助費は減額されて支給されます。
■■場場■■所所   児童生徒の在籍小・中・義務教育学校または学校教育課（市役所別館 3 階）
■■問問問問    学校教育課　☎ 072-947-3907（直通）

進路選択支援事業
　経済的な理由で、進学・就学を悩んでいる方に、各種奨学金や貸付制度など
の情報を提供し、進学・就学に向けての相談・助言を行います。
■■とと■ ■ きき ㈫ 9:00 ～ 17:00・㈮ 13:00 ～ 17:00
■■場場■■所所   羽曳野市立教育研究所（LIC はびきの２階）
■■問問問問    羽曳野市立教育研究所　☎ 072-958-0155
または学校教育課　☎ 072-947-3908（直通）

　教えて消費生　教えて消費生活Q＆A活Q＆A 　 　～偽通販サイトにご用心！～～偽通販サイトにご用心！～

Q. 大手通信販売事業者の名前でアカウントの情報更新をしてほしいとの

メールが来ました。カードが期限切れになっているか、請求先住所

が変更されたようで更新ができなかったと書かれていますが、これは

本当のサイトですか？

A. 偽サイトは、様 な々理由をつけて消費者の個人情報やアカウント情報を入力させよう

と迫ってきます。本物のサイトと同じマークを付けていたりして、パッと見ただけで

は偽サイトを見分けるのは困難です。通販サイトやクレジット会社が、個人のメール

アドレスやアカウント番号、ユーザーＩＤやパスワードなどを聞いてくることはありま

せん。おかしいなと思ったら消費生活センターにご相談ください。

【消費生活相談】㈪～㈮10:00 ～12:00／13:00 ～15:30（相談受付）
まずは電話でお問い合わせください。
■ ■ 問問問問 消費生活センター（市役所本館２階）　☎ 072-947-3715（直通）

ギャンブル等依存症問題啓発週間
【5 月 14 日～ 20 日】
　ギャンブル等をやめたくてもやめ
られないと悩んでいる人はいません
か。まずはご相談ください。
依存症の相談窓口
◦大阪府こころの健康総合センター
　☎ 06-6691-2818
　平日 9:00 ～ 17:45
　第 2・4 ㈯ 9:00 ～ 17:30
◦おおさか依存症土日ホットライン
　☎ 0570-061-999
　㈯・㈰ 13:00 ～ 17:00
◦藤井寺保健所
　☎ 072-955-4181
　平日 9:00 ～ 17:45
詳細はウェブサイト参照

「大阪 依存症包括支援拠点」
■ ■ 問問問問 大阪府地域保健課
☎ 06-6944-7524

－ 募 集 －  
会計年度任用職員募集
詳細はウェブサイトから⇒
◦放課後児童支援員
◦ 市立保育園、幼稚園等職員（幼稚

園講師・保育士・看護師・調理補
助等）

はびきのファミリー・サポート・センター協力会員募集【説明会】
■■とと■ ■ きき 5 月 17 日㈫ 14:00
■■場場■■所所   子育て支援センターふるいち（古市複合館 1 階 保育室）
■■対対■■象象象象   子育て支援に興味のある方　■■申申■ ■ 込込込込 事前に電話申込
■■問問問問  込はびきのファミリー・サポート・センター　☎ 072-956-4943

放課後児童支援員・補助員募集【社保有・期末手当有】
【勤務時間】週 5 日（平日 12:45 ～ 17:45、学校休業日等 8:30 ～ 17:15）
【任用期間】勤務可能日～令和 5 年 3 月 31 日（再度の採用あり）
■■対対■■象象象象   不問　※資格の有無で報酬に違いがあります。　■■定定■■員員   若干名
■■申申■  ■  込込込込 会計年度任用職員採用試験申込書を社会教育課へ提出 ※郵送不可
※詳細は社会教育課窓口にある募集要領または市ウェブサイトをご覧ください。
■■問問問問  込社会教育課
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－ 催 し －  
大阪菊花会菊苗販売
■■とと■ ■ きき［大菊苗］5月17日㈫13:00 ～
　　 ［福助苗］7月25 日㈪13:00 ～
■■場場■■所所   陵南の森・藤棚の下
■■問問問問  大阪菊花会（芝田）
携帯 090-1890-0955
みどり推進室
☎ 072-947-3707（直通）

古代史見学会「新沢千塚古墳群と貝吹山・北山麓に点在する古墳を巡る」
■■とと■ ■ きき 5月22日㈰10:00 集合（少雨決行）　■■場場■■所所   橿原神宮西口駅改札口
■■￥￥   場場200 円（資料代など）　■■申申■ ■ 込込込込 事前申込不要・昼食持参
コース：橿原神宮西口駅 ~ 歴史に憩う橿原市博物館 ~ 新沢千塚古墳群（トイレ・昼食）~ 宣
化天皇陵（鳥屋ミサンザイ古墳）~ 倭彦命墓（桝山古墳）~ 小谷古墳 ~ 沼山古墳 ~ 益田岩船 ~
近鉄吉野線・岡寺駅（15:30 解散予定・約 8.5km）
■■問問問問  NPO 法人フィールドミュージアムトーク史遊会 事務局（至田）
携帯 090-3825-6412　メール shiday@maia.eonet.ne.jp

大阪府立近つ飛鳥博物館（5 月）　春季特別陳列
「茅

ちぬのあがたすえむら
渟縣陶邑と須恵器生産のはじまり－大庭寺遺跡出土品指定記念－」

■■とと■■きき  開催中～ 7 月 3 日㈰ 10:00 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）※㈪除く
■■場場■ ■ 所所 近つ飛鳥博物館特別展示室
■■￥￥  ［一般］310 円［高校・大学生、65 歳以上］210 円［中学生以下・障がい

者手帳をお持ちの方（介助者 1 人含む）］無料
※ 詳細はお問い合わせ、または博物館ウェブサイトをご覧ください。
■■問問問問 大阪府立近つ飛鳥博物館（南河内郡河南町大字東山 299）
☎ 0721-93-8321　FAX 0721-93-8325

● 本紙掲載の講座や催しなどは、新型コロナウイルス感染症の拡大状況などにより、内容の変更や、延期・中止の可能性があります。
●当日の体温 37.5 度以上の方、風邪症状のある方は参加できません。

－ 講 座 －  
陵南の森老人福祉センター生きがい講座
民踊入門講座（河内音頭など）
■■とと■ ■ きき 6 月 9 日・16 日㈭
　　 13:30 ～ 15:30
■■場場■■所所   陵南の森老人福祉センター 2 階
■■対対■■象象象象   市内在住の 60 歳以上で、陵南
の森老人福祉センター使用証をお持
ちの方。※使用証をお持ちでない方
は、同事務所で交付しますので本人
確認できるもの（運転免許証など）
をお持ちください。
■■申申■ ■ 込込込込 電話（5 月 10 日㈫ 10:00 ～）

「氏名・電話番号」が必要です。
※先着順（1 人 1 通話のみ）
※代理申込可
■■￥￥ 700 円（2 回）
※申込後キャンセルの場合返金不可
■■定定■■員員   30 人
■■持持■■物物     場場水分補給用飲料、靴下着用
■■問問問問  陵南の森老人福祉センター
☎ 072-952-2751

精神保健福祉ボランティア養成講座
　丹比荘病院ケースワーカーによる講
演と見学、ピアサポーターの話など。場場
■■とと■■きき ６月 9 日・16 日・23 日・30 日㈭
■■場場■■所所   市役所別館、丹比荘病院 他
■■対対■■象象象象     精神保健福祉とボランティア活

動に興味がある方
■■￥￥ 無料　■■申申■ ■ 込込込込 電話
■■問問問問  羽曳野市社会福祉協議会
☎ 072-958-2315

定期（上級・普通）救命講習
■■とと■ ■ きき 6 月11日㈯

［普通］9:30 ～12:30
［上級］9:30 ～17:30
※ WEB 講習修了者は10:30 ～
※普通講習のみの受講も可
■■場場■■所所   藤井寺市立生涯学習センター
　　 （藤井寺市藤井寺 3-1-20）
■■対対■■象象象象   市内在住・在勤・在学の方
■■定定■■員員   20 人（先着順）
■■申申■ ■ 込込込込 電話（5月11日㈬ 9:00 ～）
■■問問問問  柏羽藤井寺消防組合 消防課
　 消防係　☎ 072-958-9937

大阪菊花会 菊花講習会
■■とと■ ■ きき 各日13:00 ～
5月15 日㈰　培養土作り・大菊挿
し芽・5 号鉢鉢上げ・摘芯・大菊三
枝誘引・ぼん天菊作り・だるま作り・
三枝誘引と大菊 9 号鉢定植 他
6 月12日㈰　福助作り・大菊真夏
の管理・柳芽の処理・肥料追い込み・
蕾の選定・親株の管理 他
■■場場■■所所   LIC はびきの 3 階 大会議室
※今年度は会場が変更になっています。
■■対対■■象象象象   どなたでも　■■￥￥   場場無料
■■問問問問  大阪菊花会（芝田）
携帯 090-1890-0955
みどり推進室
☎ 072-947-3707（直通）

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】
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ひとり親家庭の親等のための
就業支援講習会
　ひとり親家庭の親、寡婦の方で求
職中または就業中でスキルアップのた
め資格取得を目指している方への各
種就業支援講習会です。
　詳細は大阪府立母子・父子福祉セ
ンターのウェブサイト（https：//www.
osaka-boshiren.jp/）をご覧ください。
■■問問問問  大阪府母子・父子福祉センター

（社福）大阪府母子寡婦福祉連合会
☎ 06-6748-0263
FAX 06-6748-0264

令和 4 年度 第1回創業セミナー
　受講されるとさまざまな優遇制度
を受けることができます。市内で創
業をお考えの方は、ぜひご参加くだ
さい。
■■とと■■きき 各日 14:00 ～ 16:00
5 月 24 日・6 月 7 日・14 日・21 日㈫
■■場場■■所所   LIC はびきの 3 階 視聴覚室
■■対対■■象象象象   本市でこれから創業される方
■■定定■■員員   20 人　■■￥￥ 無料
■■申申■■込込込込  羽曳野市商工会
　　 ☎ 072-958-2331
　　 FAX 072-956-1950
■■問問問問  産業振興課

フラワーアレンジメント体験
■■とと■ ■ きき 5 月 7 日㈯ 10:00 ～ 12:00
■■場場■■所所   MOMO プラザ
■■対対■■象象象象   小学 4 年生以上の子ども
　　 （保護者同伴）
■■￥￥ 3,500 円（材料費込み）
■■定定■■員員   10 組　■■申申■ ■ 込込込込 受付中
■■問問問問  ＭＯＭＯプラザ
☎ 072-957-5553

筆ペンで「己
おのれしょ

書」
■■とと■ ■ きき 5 月 15 日㈰ 10:00 ～ 11:30
　　　　　　　　 13:00 ～ 14:30
■■場場■■所所   ＭＯＭＯプラザ
■■対対■■象象象象   小学生以上　■■定定■■員員   各 10 人
■■￥￥ 500 円（材料費込）　■■申申■ ■ 込込込込 受付中
■■問問問問  ＭＯＭＯプラザ
☎ 072-957-5553

おうちパン教室
■■とと■ ■ きき 6 月 9 日㈭ 10:00 ～ 12:00
　　 　　　　　 13:00 ～ 15:00
■■場場■■所所   丹治はやプラザ
■■対対■■象象象象   保護者同伴ならお子様も可
■■定定■■員員   各 8 人
■■￥￥ 2,000 円（材料費込）
■■申申■ ■ 込込込込 6 月 7 日㈫まで
■■問問問問  丹治はやプラザ
☎ 072-937-2355

大人のための書き方教室
　筆ペン・かきかたペン・小筆を使
った名前、住所、祝儀袋、写経など
の基本からの練習です。
■■とと■ ■ きき 6月8日～8月24日（計10回）
第 1 を除く毎週㈬ 10:00 ～ 12:00
■■場場■■所所   人権文化センター 2 階 会議室
■■対対■■象象象象   市内在住・在勤・在学の方
■■￥￥ 1,000 円（教室初回日に徴収）
※欠席の場合も参加費の返金不可
■■持持■■物物     場場筆ペン、8 マスノート、小筆、

半紙
■■定定■■員員   12 人（先着順）
■■申申■ ■ 込込込込 電話（5 月 16 日㈪ 9:00 ～）
　　 ※代理申込可
■■問問問問  人権文化センター
☎ 072-955-4556

羽曳野市点字教室
　6つの点から広がる世界。点字を、
わかりやすく楽しく学べる教室です。
■■とと■■きき 6 月1日～11月 30 日㈬
　　 13:30 ～15:30［㈬、約月 3 回］
■■場場■■所所   市役所別館 2 階 研修室
■■対対■■象象象象    市内在住・在勤・在学の方
■■講講■■師師   点訳サークルひまわり
■■定定■■員員   8 人　■■￥￥ 500 円（教材費）
■■申申■■込込込込   電話・FAX・窓口
　　 （5月2日㈪～31日㈫）
■■問問問問  障害福祉課
☎ 072-947-3823
FAX 072-957-1238

第1回 家庭園芸セミナー
「家庭菜園の病害虫の防ぎ方」
■■とと■■きき 5月27日㈮10:30 ～11:15
　　（受付は開始 30 分前）
■■場場■■所所   大阪府立環境農林水産総合研究所
　　 南棟 3 階 大会議室（尺度 442）
■■定定■■員員   会場 45人（抽選）
　　 オンライン 200 人
■■￥￥ 無料
■■申申■■込込込込  WEB または往復はがき
　　 （5月16 日㈪まで）
詳細は、研究所ウェブサイトをご覧く
ださい。
■■問問問問  大阪府立環境農林水産総合研究所 
　 企画グループ　
☎ 072-979-7070

はびきの中学生 study- Оはびきの中学生 study- О  スタートスタート！！

≪随時募集中！≫参加中学生＆大学生サポートスタッフ
　詳細はお問い合わせください。市ウェブサイトでもご案内しています。

★静かな部屋で集中できます！
★ テスト対策、受験勉強、日々の宿題や予習・復習など、

自分のペースで自由に学習ができます！
★ わからないところはどんどん質問してください。スタッ

フがとことんサポートします！
★ 部活動や習い事の前後など、好きな時間に参加できま

す！もちろん1日中でも大歓迎です。
【場所】
　（東教室）羽曳野市役所内会議室
　（西教室）羽曳野市社会福祉協議会西部事務所１階
　　　　　  あいあいハウス（支所北隣）

【5月の日程】
　（東教室）5月14 日㈯・15 日㈰
　（西教室）5月15 日㈰
■■問問問問 政策推進課 特命事業推進室
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● 本紙掲載の講座や催しなどは、新型コロナウイルス感染症の拡大状況などにより、内容の変更や、延期・中止の可能性があります。
●当日の体温 37.5 度以上の方、風邪症状のある方は参加できません。

白鳥児童館だより（5 月）　　翠鳥園 2-9-101  ☎・FAX 072-957-4900　※駐車場はありません。
【利用時間】㈪～㈯10:00 ～12:00/13:00 ～17:00 ※㈷除く　■■対対■■象象象象    小学生・保護者同伴の乳幼児
わくわく子育て広場 « しゃぼん玉であそぼう！ » みんなで遊ぼう水曜日 « バドミントン大会 »
■■とと■ ■ きき 9 日㈪ 10:30 ～ 11:30　■■持持■■物物   場場着替え、タオル ■■とと■ ■ きき 25 日㈬ 15:00 ～ 16:00 ※雨天中止　■■対対■■象象象象  小学生　■■持持■■物物   場場水筒
将棋であそぼう グラウンドゴルフであそぼう
■■とと■ ■ きき 11 日㈬ 15:30 ～ 16:30　■■対対■■象象象象    小学生 ■■とと■ ■ きき 28 日㈯ 14:00 ～ 15:00 ※雨天中止　■■持持■■物物   場場水筒
絵本のへや（絵本・紙芝居など） 　※入館人数と利用時間を制限する場合があります。■■とと■ ■ きき 16 日㈪・26 日㈭ 10:30 ～ 11:00

青少年児童センターだより （5 月）　向野3-1-33 　☎ 072-952-0032  FAX 072-937-8580
［一般開放］㈪～㈮13:00 ～17:00・㈯ 9:00 ～17:00（午前に事業がある日は13:00 ～17:00）　※㈷除く
こども広場「将棋教室」～興味を持った人は、気軽にご参加ください～
■■とと■ ■ きき 7 日・14 日・21 日・28 日㈯ 15:00 ～ 16:30（変更の場合あり）　■■対対■ ■ 象象象象 小学 1 ～ 6 年生
おもしろ教室「割りばしてっぽうで的あて遊び」～割りばしでてっぽうを作り、的を作って的あて遊びをしましょう～
■■とと■ ■ きき 14 日㈯ 10:00 ～ 11:30　■■対対■ ■ 象象象象 幼児（3 歳以上）と小学生（小学 1 年生まで保護者同伴）　■■定定■■員員   15 人（先着順）
■■持持■■物物   場場筆記用具・定規・はさみ・トイレットペーパーの芯２個　■■申申■ ■ 込込込込 電話のみ（5 月 2 日㈪ 9:00 ～）
子育てセミナー「親子体操」～親子で楽しく体を動かそう～　※初めての方は、電話にて事前登録が必要です。
■■とと■ ■ きき 14 日㈯ 10:00 ～ 11:30　■■対対■■象象象象  どなたでも可（3 ～ 4 歳向け）　■■場場■ ■ 所所 同センター体育館
■■定定■■員員   50 人程度　■■持持■■物物   場場体育館シューズ（親子とも）

青少年児童センター教室生追加募集（令和 4 年度）　向野3-1-33 　☎ 072-952-0032  FAX 072-937-8580
■■対対■ ■ 象象象象 市内小学校・義務教育学校の児童　　場場 ■■申申■■込込込込  5 月 2 日㈪～ 21 日㈯ 9:00 ～ 17:00 に窓口で受付（先着順）※㈰㈷除く
書道教室 1･2 部（6 月～ 9 月）
■■とと■ ■ きき 第 1・3 ㈯［1 部（1 年生）］14:00 ～ 15:00［2 部（2 ～ 3 年生）］15:00 ～ 16:00　■■場場■ ■ 所所 同センター学習室
■ ■ ￥￥ 800 円　■■定定■ ■ 員員 各 18 人　■■持持■■物物   場場［1 部］（硬筆）4B または 6B の鉛筆を 2 本、消しゴム　［2 部］（硬・毛筆）HB 鉛筆を 2 本、
消しゴム、筆、墨汁、雑巾
サッカー教室 1･2 部（6 月～令和 5 年 3 月）
■■とと■ ■ きき 毎月 2 回㈯［1 部（1 ～ 2 年生）］9:00 ～ 10:30［2 部（3 ～ 6 年生）］10:30 ～ 12:00
■■場場■■所所   場場同センターグラウンド　■■定定■ ■ 員員 各 60 人　■■￥￥場場場場2,400 円（保険料込み・ 6 月～翌年 3 月分）
■■持持■■物物  ボール（ある人）、動きやすい服装、運動靴（雨天時は体育館シューズ）、水筒（お茶）、タオル、着替え（必要に応じて）

教室生募集　申込みは窓口まで。詳細はウェブサイトまたはお問い合わせください。
道の駅しらとりの郷羽曳野
☎072-957-6900

市民会館
☎072-958-2311

丹治はやプラザ
☎072-937-2355

◦パークヨガ㈬
◦ゆぅ～遊太極拳場㈫

◦歌声くらぶ（第2㈫）
◦万葉集講座場㈬
◦日本書紀講座場㈬
◦フラワーアレンジメント（5月6日㈮）

◦女性のための瞑想・癒しヨガ場㈫
◦リフレッシュヨガ場㈬
◦太極拳場㈬　◦民踊場㈮
◦はじめてのフラダンス場㈮
◦癒しのストレッチポール＆ヨガ場㈮

ＭＯＭＯプラザ
☎072-957-5553

石川プラザ
☎072-950-2002

◦ベビーダンス　◦キッズ☆ベビーダンス
◦リフレッシュヨガ場㈪・㈬　◦イブニング・ナイトヨガ場㈭
◦ストレッチヨガ場㈯　◦背すじ美人場㈫
◦簡単！おうちパン　◦書を楽しむ㈮
◦楽しい和装教室「ゆかた」6月7日㈫・8日㈬
◦押し花体験教室6月5日㈰・12日㈰

◦楽しい『ZUMBA』ダンス㈫【新教室】
　（無料体験5月3日㈫）
◦歌声くらぶ（第3㈫）　◦健康・美人大学場㈪
◦土曜ベーシックヨガ場㈯　◦やさしいヨガ場㈭
◦ママヨガ場㈫　◦フラダンス場㈫
◦ゆぅ～遊太極拳場㈮　◦背骨コンディショニング場㈮

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】
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 はびきのコロセアム　☎ 072-937-3123
大阪エヴェッサチアダ
ンススクール（キッズ）

6 月 6 日・13 日・20 日・27 日㈪
17:00 ～ 18:00

【対象】4 歳～年長（市外可）【定員】20 人【持物】運動できる服装・上靴・飲み物・着替え
【費用】6,600 円（4 回・保険料込）※費用持参【申込】5 月 30 日㈪ 9:00 ～（電話不可・代理可）

 市民体育館（西浦）　☎ 072-958-2340　◎各ヨガ教室の定員数が最小催行人数に満たない場合は 1 クラス編成または中止します。
ミニバスケットボール
教室

4 月 7 日～ 6 月 16 日（㈭ 10 回）
18:30 ～ 20:00

【対象】小学 5・6 年生の男女 ※ 4 年生以下は応相談（市外可）【定員】24 人
【費用】5,240 円（保険料込）【申込】受付中

女性の NIGHT YOGA
教室

4 月 7 日～ 6 月 16 日（㈭ 10 回）
18:30 ～ 19:30

【対象】18 歳以上の女性（市外可）【定員】各クラス 12 人【費用】5,000 円（保険料込）
【申込】受付中

朝 YOGA 教室 4 月 2 日～ 6 月 18 日（㈯ 10 回）
10:45 ～ 11:45

【対象】18 歳以上の男女（市外可）【定員】各クラス 12 人【費用】5,000 円（保険料込）
【申込】受付中

整ヨガ教室　　 4 月 4 日～ 6 月 13 日（㈪ 10 回）
［A］18:30 ～ 19:30［B］19:45 ～ 20:45

【対象】18 歳以上の男女（市外可）【定員】各クラス 12 人【費用】5,000 円（保険料込）
【申込】受付中

カラダほぐし教室 4 月 14 日～ 6 月 23 日（㈭ 10 回）
9:30 ～ 10:30

【対象】18 歳以上の男女（市外可）【定員】8 人【費用】5,100 円（保険料込）
【申込】受付中

静なる瞑想 陰ヨガ教室 5 月 18 日～ 6 月 15 日（㈬ 5 回）
19:00 ～ 20:00

【対象】18 歳以上の男女（市外可）【定員】12 人【持物】バスタオル（大）【費用】2,500 円（保
険料込）【申込】4 月 13 日㈬ 10:00 ～体育館にて受付 ※開始時点で定員を超えた場合は抽選

第 53 回市民体育祭 どなたでも参加可能。
■■とと■■きき   場場6 月12日㈰ 9:00 ～　小雨決行　
■■場場■■所所   場場中央スポーツ公園
　　　　　　　　　　　　詳しくはこちら→
■■問問問問   場場市民体育祭実行委員会事務局 （スポーツ振興課内）

春限定企画！テニススクール入会キャンペーンのご案内
■■とと■■きき   場場5月1日㈰～31日㈫
体験レッスン無料　入会金無料　（※通常：2,200 円）
期の途中でももちろん入会 OK です！初心者大歓迎。テニスの
楽しさをご体感ください！ご家族・ご友人お誘い合せの上、ぜ
ひ駒ヶ谷テニスコートへお越しください。
■■申申■■込込込込・ ・ 場場 ■■問問問問   場場事前に電話にてお申込みください。
SSK テニススクール　☎ 072-957-5963

第 40 回羽曳野市長杯ゲートボール大会開催
■■とと■■きき   場場5月18 日㈬ 8:30 ～（予備日 5月19 日㈭）
■■場場■■所所   場場陵南の森運動広場
■■対対■■象象象象   場場市内在住・在勤・在学　プレイ経験の有無は問いません
■■申申■■込込込込   場場5月 2日㈪～11日㈬
※申込の受付については、スポーツ振興課へお問い合わせください。
■■問問問問   場場スポーツ振興課　☎ 072-947-3901（直通）

救命に必要な応急手当の基礎実技、心肺蘇生法の講習会
■■とと■■きき   場場① 6 月 25 日㈯　②7月 2日㈯　両日13:00 ～16:00
■■場場■■所所   場場はびきのコロセアム サブアリーナ
■■定定■■員員   場場各日 50 人　計100 人　■■￥￥ 無料　
■■申申■■込込込込   場場５月 30 日㈪～６月13 日㈪
スポーツ振興課窓口（メール・FAX 可、事前申込制、当日参加不可）
※申込時に参加希望日、お名前、フリガナ、性別、年齢、住所、
連絡先の記載をお願いします。
FAX 072-956-7196
メール sports-shinkou@city.habikino.lg.jp
申し込みの際には、必ず受講希望日時（上記①、②）をお伝え
ください。
※今年度は新型コロナウイルス感染症対策のため人数を減らし
ての開催となります。希望日時は先着順となりますので、場合
によってはご希望の日時に受講できない場合があります。あら
かじめご了承ください。
■■問問問問   場場スポーツ振興課

－ スポーツ －  掲載の教室等については、新型コロナウイルス感染症の拡大状況などにより、内容の変更や、
延期・中止の可能性があります。

種目 部門 性別 優勝 準優勝 ３位 ３位

ソフトテニス
（ダブルス）

中学生

男子
岡本　陽向 高橋　奏音 本田　和暉 濱中　瑛介

芝田　悠乃介 小川　十摩 坂井　翔 渓山　泰壱

女子
池田　結菜 津村　菜央 小林　瑞希 太田　菜々海

吉田　百花 平戸　夢梨 北口　小花 高橋　晴菜

バレーボール 高校・一般 女子 いえぼん Ｍａｒｉｏｒｏ

サッカー 中学生 男子 誉田中学校 高鷲中学校 ― ―

第４３回
市民総合体育大会

第 43 回羽曳野市民総合体育大会（羽曳野市・市教育委員会・市体育協会・市中
学校体育連盟主催）は、令和 3 年 8 月 22 日から令和 4 年 3 月 20 日まで、は
びきのコロセアムや駒ヶ谷テニスコート、石川スポーツ公園等で熱戦が繰り広げ
られました。3 月中に行われた競技の入賞者の皆さんを紹介します。（敬称略）
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公益社団法人 羽曳野市シルバー人材センター 野々上 4-5-12　☎ 072-936-1500　ＦＡＸ 072-936-1511
http://habikinosc.ec-net.jp　Eメール：habislv@silver.ocn.ne.jp

シルバー会員募集中
■■対対■■象象象象   場場市内在住の 60 歳以上の健康で働く意欲があり、事業趣旨に賛同していただける方。
■■入入■■会会   場場入会説明会（必須）後、申込書類・（※）年会費 2,000 円を期日までに提出してください。
　　（※）令和 4 年 4 月分～令和 5 年 3 月分（入会日から1年分ではありません。）
≪入会説明会≫ 事業説明・入会手続きの案内など　※出張の説明会も実施。
市役所別館 2 階 研修室 5月19 日㈭・6 月7日㈫13:30 ～
シルバーワークプラザ 研修室 5月13 日㈮・6 月17日㈮13:30 ～

第 2 回 介護職員初任者研修講座［土日コース］（旧ホームヘルパー2 級課程に相当）
　在宅・施設を問わず、介護職として働く上で必要となる基本的な知識・技術を修得する入門講座です。講座の修了に
より資格が取得できます。
■■対対■■象象象象   場場講習開始日において満 16 歳以上の方であればどなたでも
■■場場■■所所   場場シルバーワークプラザ３階（野々上 4-5-12）
■■定定■ ■ 員員 各 20 人（8 人に満たない場合は中止）
■ ■ ￥￥ 一般 39,400 円、シルバー会員・学生 30,400 円（税・テキスト代込）

【申込書類配布場所・申込先】羽曳野市シルバー人材センター
　　　　　　　　　　　　　（平日 9:00 ～ 17:00）

羽曳野市社会福祉協議会 総合福祉センター（市役所別館）2階　☎072-958-2315　 ＦＡＸ 072-958-3853
http://www.hasyakyo.net/　Eメール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp社会福祉法人

赤十字の活動資金にご協力お願いします
　日本赤十字社では、5月1日から 6 月 30 日までを「赤十字運動期間」
と定め、赤十字思想の普及と活動資金（会費・寄付金）の募集を行ってい
ます。今年も羽曳野市では、赤十字奉仕団、連合区長会のご協力のもと活
動資金募集活動を行います。
　活動資金は全額日本赤十字社大阪府支部に送金し、国内の災害救援活
動や国際救援活動、各種講習会など様々な活動資金として活用されます。

地域福祉活動協力金にご協力お願いします
　地域福祉活動協力金はご協力頂いた半分を校区福祉委員会のカフェ活動
や子育てサロン事業等、各校区の活動費としてお使いいただき、半分は当
会の行う市内全域の地域福祉事業の財源としています。ご協力いただくこ
とが地域の福祉活動への参加となり、福祉のまちづくりにつながります。

「ベビっこひろば」　～ 園庭遊び ～
■■とと■■きき 5月12 日㈭10:00 ～11:00
■■場場■■所所  場場ベビーハウス社協園庭（雨天時なかよしひろば）
■■対対■ ■ 象象象象 地域の親子　※要予約　■■問問問問  場場ベビーハウス社協　☎ 072-930-0240

善意のご寄付ありがとうございます
￥2,000

￥100,000

￥14,000
￥6,000

￥20,000
￥10,000
￥3,000
￥3,000
￥5,000
￥2,000
￥1,247

車いす

四ツ葉のクローバー 涌元 順子
浄土真宗本願寺派 石川北組仏教婦人連盟 所属寺院 羽曳野地区

（元勝寺、西念寺、覚永寺、円光寺、浄念寺、勝光寺、真蓮寺、
　願行寺、西向寺、光宗寺、西光寺）

㈲小林エンジニアリング・㈲ふらっとヤマウチ
高鷲小学校
浅田 照次
浅田 悦弘
小林 嗣浩
服部 品子
匿　　名
匿　　名
匿　　名
羽曳野市立中学校・義務教育学校

（河原城・誉田・高鷲・高鷲南・峰塚中学校・はびきの埴生学園）

（令和 4 年 3 月 敬称略）

広告掲載に関する問問い合わせは場場合同会社 IM総合企画場場☎ 072-275-5449

広 

告

［講座日程］5 月 14 日㈯・15 日㈰・21
日㈯・28 日㈯・29 日㈰、6 月 18 日㈯・
19 日 ㈰・25 日 ㈯・26 日 ㈰、7 月 2 日
㈯・9 日㈯・10 日㈰・24 日㈰・30 日㈯・
31 日㈰、8 月 6 日㈯・7 日㈰・20 日㈯・
21 日㈰・28 日㈰、9 月 3 日㈯・11 日㈰・
24 日㈯・25 日㈰・（予備日：9 月 4 日㈰）
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相　談 日　時 会　場 予約 ・ その他

法律相談

10 日㈫・17 日㈫・24 日㈫・31 日㈫
6 月 7 日㈫ 13:00 ～ 17:00

市役所 1 階 市民相談室
要予約 ☎ 072-957-4000 　定員 7 人（1 日）、相談時間 30 分
●市内在住・在勤・在学の方対象
●相談回数は 1 人 1 回（年度内）
●陵南の森総合センターでは靴下着用（素足厳禁）12 日㈭・6 月 2 日㈭ 13:00 ～ 17:00 陵南の森総合センター

行政相談 11 日㈬ 13:00 ～ 15:00 陵南の森総合センター
国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。☎ 072-958-1111 内線 1080

行政書士による
無料相談会

19 日㈭ 13:30 ～ 15:30 LIC はびきの 中会議室
相続、遺言、成年後見制度、法人設立および建設業等の営業許可な
ど申請手続について。相談時間 30 分、要予約
大阪府行政書士会南大阪支部 中山　☎ 072-950-4545

人権相談 20 日㈮ 14:00 ～ 16:00 陵南の森総合センター 2 階 視聴覚室 予約不要。直接お越しください。☎ 072-958-1111 内線 1054

「人権擁護委員の日」
特設人権相談

6 月 1 日㈬
10:00 ～ 12:00　13:00 ～ 15:00

市役所 4 階 北会議室 予約不要。直接お越しください。☎ 072-958-1111 内線 1054

女性相談
11 日㈬・13 日㈮・25 日㈬
6 月 1 日㈬ 13:30 ～ 16:30

市役所 4 階 人権推進課（電話・面接）
人間関係、暴力（DV・虐待等）、からだのことなど、女性が抱える
悩みを専門の相談員が一緒に考えます。要予約。
☎ 072-958-1111 内線 1055

消費生活相談
㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］
10:00 ～ 12:00　13:00 ～ 16:00
※受付 15:30 まで

市役所 2 階 消費生活相談室
契約上のトラブル、悪質商法による被害、クーリング・オフなどに
関するご相談。☎ 072-947-3715（まずはお電話ください※予約
優先）

障害者生活相談

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
9:00 ～ 17:30

支援センターはる
身体・知的障害者の方のご相談、障害者の就業に関するご相談。
☎ 072-931-1607 ／℻ 072-931-2030

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
8:45 ～ 17:00

地域支援センターばんびーの
18 歳未満の障害児の方のご相談。
☎ 072-950-1530 ／℻ 072-950-1531

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
10:00 ～ 17:00

相談支援事業所フレンドハウス
精神障害者の方のご相談。
☎ 072-937-7898 ／℻ 072-937-7898

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
9:00 ～ 16:00

支援センターホープ
精神障害者の方のご相談。
☎ 072-957-2175 ／ ℻ 072-957-2176

障害者雇用相談 第 3 ㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所 Ａ棟 西会議室
障害福祉課に予約。
☎ 072-958-1111 内線 1150 ／℻ 072-957-1238

育児相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～ 17:00 保健センター ☎ 072-956-1000
教育相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］10:00 ～ 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） ☎ 072-958-7867
家庭児童相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～ 17:00 市役所 1 階 こども家庭支援課 こども家庭支援課に予約。☎ 072-947-3837 （直通）
ひとり親家庭相談 毎週㈫㈮ 9:15 ～ 17:00 市役所 1 階 子育て給付課 子育て給付課に予約。☎ 072-947-3836（直通）

保育士による育児相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～ 17:00
子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可。
［ふるいち］ ☎ 072-958-3308   ［むかいの］ 携帯 080-7536-7898

総合相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～ 17:00 人権文化センター
人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要、電話または直接お
越しください。　地域人権協議会　☎ 072-937-0860

就労をめざす若者の
ための無料相談会

第 1 ㈮ 13:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室
南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441

第 3 ㈮ 13:00 ～ 17:00 市民会館 3 階 第 6 会議室

ボランティア相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～ 17:00 市役所別館 2 階 （社会福祉協議会）
社会福祉協議会　予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
☎ 072-958-2315

総合福祉相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～ 17:00
①市役所別館 2 階（社会福祉協議会）
②社会福祉協議会　西部事務所

社会福祉協議会　予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
①☎ 072-958-2315　②☎ 072-953-8067

介護相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～ 17:00
市役所 A 棟 1 階

（社会福祉協議会在宅支援課）
予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
☎ 072-950-0950

生活自立相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～ 17:00 市役所別館 2 階（社会福祉協議会）
生活困窮のさまざまな原因に支援員が相談に応じて支援計画を策
定し、その方にあった自立に向けて支援を行います。
予約不要、直接お越しください。電話相談可。☎ 072-958-2315

学習相談 毎日［㈷は除く］9:00 ～ 17:00 LIC はびきの 1 階 市民大学
☎ 072-950-5503･ ℻ 072-950-5650
市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 第 3 ㈫ 13:00 ～ 16:00 市役所 2 階 農業委員会事務局
前日までに予約。先着 3 人。
☎ 072-958-1111　農業委員会事務局まで

地域就労相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～ 17:00
地域就労支援センター（人権文化セン
ター内および 産業振興課内）

電話または直接お越しください。☎ 072-937-0860
（就職斡旋は行っておりません。） 

青少年相談コーナー
（16～おおむね25歳）

㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～ 17:45
大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）を
専門の担当者がお受けします。☎ 0721-25-1553

5 月の相談日程（無料）
お気軽にご相談ください

※相談当日はマスクを着用
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、開催を見合わせる場合があります。
※事前に自宅で検温し、発熱や体調不良のある方は来場をお控えください。
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－ 市民のページ － 
パソコン「ワード実用講座」
■■とと■■きき   場場各日 13:30 ～ 16:00
① 6 月 2 日㈭　 ゲートボール大会案

内の作成
② 6 月 9 日㈭　賞状の作成
③ 6 月 16 日㈭　ポスターの作成
■■場場■■所所   市民会館 2 階 会議室
　　 （変更の場合あり）
■■対対■ ■ 象象象象 20 歳以上で初心者の方
■■定定■■員員   場場12 人（多数の場合抽選）
■ ■ ￥￥ 1,300 円（3 回分 / テキスト代込）
■■申申■ ■ 込込込込 はがき［郵便番号・住所・氏名

（ふりがな）・電話番号を記入］
5 月 13 日㈮必着。
〒 583-8585 羽曳野市社会福祉協
議会気付、羽曳野 IT サポート会宛。 
※当会ウェブサイトから申込み可。
■■問問問問   場場羽曳野 IT サポート会（本田）
☎ 072-939-3733
携帯 090-5169-9031

小児鍼・擦過鍼体験会
■■とと■■きき   場場5 月 25 日㈬ 13:30 ～ 15:00
■■場場■■所所   保健センター 2 階 予防接種ホール
■■申申■ ■ 込込込込 前日までに予約してください。
■■問問問問   場場はびきの鍼灸マッサージ師協会
☎・FAX 072-958-5764

はびきのおもちゃ病院
■■とと■■きき   場場5 月 8 日㈰
　　 9:00 ～ 12:00
■■場場■■所所   市役所別館 2 階
■■￥￥   場場部品交換の場合は実費負担
■■問問問問   場場羽曳野市社会福祉協議会
☎ 072-958-2315（平日のみ）

古市古墳群コフニスト養成講座Ⅱ　「第 2 回 弥生時代以前の羽曳野」
　世界遺産・日本遺産のあるまち羽曳野の歴史を学び、その魅力を古市古墳群
とともに発信するコフニストを目指し楽しく勉強してみませんか。
■■とと■■きき   場場6 月 4 日㈯14:00 ～16:00（受付：13:30 ～）
■■場場■■所所   羽曳野市民会館 3 階 会議室　■■講講■■師師   場場元大阪国際大学教授 笠井敏光
■ ■ ￥￥ 500 円（資料代など）　■■定定■■員員   場場30 人（先着順）
■■申申■ ■ 込込込込 メール（5月 4 日㈬～28 日㈯）［住所・氏名・電話番号を記入］
メール fieldmuseumtalk.shiyukai@gmail.com
■ ■ 問問問問 NPO 法人フィールドミュージアムトーク史遊会（至田）　携帯 090-3825-6412

第 7 回 年金者「文化展」
　絵画、写真、篆刻、木彫、絵手紙、川柳、短歌、書、ちぎり絵、切り絵、折り紙、
手工芸など百点余りの作品を展示します。
■■とと■■きき   場場5 月 14 日㈯ 12:00 ～ 18:00・15 日㈰ 9:00 ～ 15:00
■■場場■■所所   LIC1 階 交流プラザ　■■対対■■象象象象   場場どなたでも　■■￥￥   場場無料
■■問問問問   場場年金者組合羽曳野支部（石田）　携帯 090-8538-4018

おとなの講座
自力整体教室 第 2・3・5 ㈫ 15:00 ～ 16:30 はがき絵教室 第 3 ㈭ 14:00 ～ 16:00
手編み教室 第 3 ㈪ 14:00 ～ 16:00 書道教室 毎週㈫ 14:30 ～ 16:00
■■申申■・■・込込込込 ■ ■ 問問問問 NPO 法人南河内こどもステーション　☎・FAX 072-957-1114

お墓の市民講座
　樹木葬や散骨、従来のお墓などの
さまざまな供養法やお墓じまいにつ
いて学べます。
■■とと■■きき   場場5 月 29 日㈰ 10:00 ～ 11:00
■■場場■■所所   LIC はびきの
■■定定■■員員   場場10 人（先着順）　■■￥￥   場場無料
■■講講■■師師   場場お墓ディレクター 田中祥元
■■申申■ ■ 込込込込 電話（5 月 2 日㈪～）
■■問問問問   場場石留石材株式会社
☎ 0120-53-5578（8:00 ～ 17:00）

第 20 回 羽曳野写真連盟「写真展」
■■とと■■きき   場場5 月 12 日㈭～ 16 日㈪
■■場場■■所所   LIC はびきの 1 階 アトリウム
■■問問問問   場場羽曳野写真連盟事務局（清田）
携帯 090-8651-1949
仲間を募集しています
・ピンボケ写真クラブ（福本）
　携帯 080-3803-3793
・映るん会（横田）
　携帯 090-8889-9173
・21フォトフレンズ（勝田）
　携帯 090-8532-0143
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面

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
意
見
等

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

令和令和 44 年第年第 11 回定例会報告回定例会報告
　　「市長の施政方針に対する各会派代表質疑」「市長の施政方針に対する各会派代表質疑」

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
24
日
か
ら

３
月
30
日
ま
で
35
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
令
和
４
年
度
施
政
方
針
に

対
す
る
５
会
派
の
代
表
質
疑
、
10
名
の
議
員
に
よ
る

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
条
例
の
一
部

改
正
、
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会

計
・
下
水
道
事
業
会
計
の
令
和
３
年
度
補
正
予
算
及

び
令
和
４
年
度
当
初
予
算
、
議
員
提
出
議
案
な
ど
、

42
件
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
意
見
書
案
２
件
「
介
護
職
員
の
処
遇
改
善

に
関
す
る
手
続
き
の
簡
素
化
と
対
象
職
種
の
拡
大
を

求
め
る
意
見
書
」、「
国
民
健
康
保
険
料
の
子
ど
も

均
等
割
軽
減
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
」、
請
願

１
件
「
子
ど
も
た
ち
に
お
い
し
く
、
安
全
・
安
心
の

豊
か
な
給
食
提
供
の
た
め
に
認
定
こ
ど
も
園
と
保
育

園
で
の
直
営
・
自
園
調
理
方
式
の
堅
持
を
求
め
る

請
願
書
」
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
代
表
質
疑
の
内
容
を
中
心
に
報
告

し
、
一
般
質
問
、
各
常
任
委
員
会
の
審
査
報
告
、

審
議
さ
れ
た
案
件
の
議
決
結
果
等
は
６
月
号
に
掲
載

い
た
し
ま
す
。 第

1
回
定
例
会

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
金
銅　
宏
親　
　
　
外
園　
康
裕

　
沼
元　
彩
佳　
　
　
大
坪　
正
尚

　
南　
　
　
玲　
　
　
黒
川　
　
実

　
樽󠄀
井
佳
代
子
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市議会だより市議会だより

−市議会だより　令和4年（2022年）5月−

笹
井
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

《
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
感
染
拡
大
の
も
と
、
命
と

暮
ら
し
を
守
る
取
組
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
拡
大
の
第

６
波
で
は
、
２
月
の
感
染
者
が
3
0
0
万
人

を
超
え
、
コ
ロ
ナ
か
ら
命
を
守
り
、
厳
し
い

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
市
民
や
事
業
者
の

暮
ら
し
を
守
る
こ
と
が
政
治
の
最
優
先
課
題

で
あ
る
。
大
阪
府
で
は
人
口
当
た
り
の
重
症

者
数
、
コ
ロ
ナ
死
者
数
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
で

あ
り
、
国
や
大
阪
府
の
後
手
後
手
の
対
応
に

批
判
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
①
市
民
の
感

染
実
態
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
国
や
府
の
コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て
の
見

解
は
。
②
議
会
の
た
び
に
、
無
料
で
検
査
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
提
案
し
て
き
た
。
第
６
波

の
中
で
、
市
民
の
命
を
守
る
た
め
に
市
独
自

の
感
染
を
抑
え
る
た
め
の
対
策
の
考
え
は
。

●
市
長
　
①
依
然
、
感
染
拡
大
は
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
と
認
識
。
国
、
府
で
は
検
査
を

大
幅
に
強
化
し
、
早
期
に
陽
性
者
を
発
見
す

る
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
。
市
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
早
期
に
完
了
す
る
こ
と
が
対
策
で

あ
る
。
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
国
、
府
、
市
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
よ
り
し
っ
か
り
と
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
必
要
。②
本
市
で
も
医
師
会
、

地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
し
、
必
要
な
対
策

は
他
市
に
先
ん
じ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
要
望　
国
や
府
に
対
し
、
病
床
削
減
計
画

の
中
止
、
保
健
所
体
制
の
強
化
と
検
査
を
抜

本
的
に
拡
充
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
べ

き
。
今
後
も
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
市
独

自
で
の
暮
ら
し
や
営
業
の
支
援
策
、
感
染
抑

制
策
を
講
じ
る
よ
う
強
く
要
望
。

《
行
財
政
改
革
の
推
進
よ
り
》

●
質
疑　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
厳
し
い
財

政
状
況
と
な
る
た
め
、
自
治
体
経
営
の
視
点

で
行
財
政
改
革
を
実
行
し
て
い
く
と
し
て
い

る
。
①
市
民
の
生
活
実
態
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
。
②
今
議
会
に
下
水
道
料
金

や
各
種
手
数
料
、
国
民
健
康
保
険
料
の
値
上

げ
等
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
行
財
政
改
革

は
暮
ら
し
と
福
祉
を
最
優
先
の
視
点
で
捉
え

る
べ
き
だ
が
考
え
は
。
ま
た
、
令
和
３
年
度

の
決
算
見
込
み
は
。
③
組
織
の
活
性
化
と
し

て
、
人
事
評
価
に
つ
い
て
、
行
動
評
価
に
加

え
実
績
評
価
を
試
行
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

職
員
間
に
分
断
が
持
ち
込
ま
れ
ず
、
風
通
し

の
良
い
職
場
づ
く
り
が
で
き
る
の
か
。
④
処

遇
改
善
さ
れ
て
も
不
合
理
な
格
差
と
不
安
定

な
雇
用
と
な
っ
て
い
る
会
計
年
度
任
用
職
員

の
賃
金
格
差
や
労
働
条
件
の
改
善
な
ど
、
制

度
改
正
が
必
要
だ
が
考
え
は
。

●
市
長
　
①
コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
民
生
活
の

厳
し
い
現
状
、
家
計
負
担
は
十
分
理
解
し
て

い
る
。
②
こ
れ
ま
で
先
送
り
し
て
き
た
公
共

施
設
の
更
新
な
ど
、
将
来
を
見
通
し
、
将
来

世
代
へ
過
度
な
負
担
を
残
さ
な
い
た
め
に
、

今
回
の
見
直
し
は
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
現

時
点
で
の
決
算
見
込
み
は
赤
字
に
は
な
ら

な
い
と
聞
い
て
い
る
。
③
新
た
な
人
事
評
価

は
、
組
織
目
標
と
職
員
目
標
の
連
鎖
に
よ
り

組
織
力
の
強
化
を
図
る
も
の
。
④
会
計
年
度

任
用
職
員
は
市
政
の
重
要
な
担
い
手
で
あ

り
、
今
後
も
社
会
経
済
情
勢
に
応
じ
て
適
切

な
勤
務
条
件
を
確
保
し
て
い
く
。

●
要
望　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
コ
ロ
ナ
給
付
金
や

交
付
金
で
令
和
３
年
度
も
赤
字
は
見
込
ま
れ

て
い
な
い
。
市
民
の
生
活
が
厳
し
い
現
状
と

認
識
さ
れ
て
い
る
な
ら
、
公
共
料
金
は
値
上

げ
せ
ず
、
国
保
料
は
基
金
を
活
用
し
て
引
き

下
げ
、暮
ら
し
と
福
祉
の
充
実
を
強
く
要
望
。

女
性
が
大
半
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ

い
て
は
、
総
務
省
か
ら
の
通
達
も
生
か
し

て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観
点
か
ら
も
、
正

規
職
員
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
や
賃
金
格

差
、
処
遇
改
善
を
早
急
に
進
め
、
風
通
し
の

良
い
、
働
く
意
欲
が
湧
く
職
場
づ
く
り
を
進

め
る
よ
う
強
く
要
望
。

《「
子
育
て
支
援・学
校
教
育
の
充
実
」
よ
り
》

●
質
疑　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
子
ど
も
の
貧
困

と
格
差
が
さ
ら
に
浮
き
彫
り
に
な
り
、
子
育

て
を
め
ぐ
る
状
況
は
か
つ
て
な
く
深
刻
だ
。

①
公
立
保
育
園
で
は
直
営
の
安
心
・
安
全
な

給
食
が
提
供
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
ど
も
園
の

調
理
業
務
を
な
ぜ
民
間
委
託
す
る
の
か
。
食

育
と
し
て
の
給
食
の
意
義
と
在
り
方
、
今
後

の
方
向
性
は
。
②
文
科
省
が
少
人
数
学
級
を

実
施
す
る
方
向
の
中
、
１
学
級
で
35
人
、
40

人
の
定
数
を
超
え
る
ク
ラ
ス
が
複
数
存
在
し

て
い
る
。
今
後
職
員
を
増
や
す
考
え
や
市
独

自
で
の
少
人
数
学
級
に
踏
み
出
す
考
え
は
。

●
市
長
　
①
こ
ど
も
園
の
全
員
喫
食
の
増

加
に
対
応
す
る
た
め
、
小
学
校
給
食
で
実
績

の
あ
る
（
有
）
は
び
き
の
エ
ル
・
エ
ス
に
委

託
。
食
事
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
現

時
点
で
は
委
託
方
式
が
適
切
で
あ
る
と
考

え
る
。

②
少
人
数
学
級
は
、
国
に
よ
る
35
人
学
級
の

段
階
的
実
施
で
、
令
和
４
年
度
は
小
学
校
３

年
生
ま
で
が
対
象
と
な
り
、
要
望
が
一
定
実

現
し
た
。
ま
た
、
小
学
校
に
お
け
る
教
科
担

任
制
の
試
験
的
先
行
実
施
や
、
令
和
３
年
度

よ
り
市
単
費
で
非
常
勤
講
師
を
配
置
す
る

な
ど
、
教
師
の
負
担
軽
減
を
進
め
て
い
る
。

●
要
望　

①
こ
ど
も
園
の
給
食
の
民
間
委

託
は
、
直
営
で
の
人
員
体
制
の
確
保
が
で
き

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
食

育
の
推
進
は
直
営
で
進
め
る
こ
と
を
強
く

要
望
。

②
感
染
症
か
ら
子
ど
も
の
命
を
守
り
、
対
面

で
の
教
育
充
実
の
た
め
、
国
の
施
策
待
ち
で

な
く
市
独
自
で
の
少
人
数
学
級
を
強
く
要

望
。

《「
市
民
協
働
・
地
方
自
治
」
よ
り
》

●
質
疑　
市
民
の
声
を
聞
き
、
意
見
を
反
映

さ
せ
る
取
組
を
進
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ク

リ
ー
ン
ピ
ア
21
の
閉
館
、
保
育
園
の
閉
園
、

こ
ど
も
園
の
給
食
の
民
間
委
託
な
ど
は
市

民
に
知
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
進
め
ら
れ
て

き
た
。
市
の
施
策
づ
く
り
に
市
民
の
声
を
生

か
す
仕
組
み
づ
く
り
の
考
え
は
。

●
市
長
　
令
和
４
年
度
か
ら
行
う
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
会
場
で
の
対
面
式
１

回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
１
回
、
中
学
生
が
対

象
の
対
面
方
式
１
回
を
予
定
。
そ
の
際
の
意

見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
施
策
づ
く
り
の
段
階
で
市
民
の
声

が
生
か
さ
れ
、
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ

が
、
こ
の
間
そ
う
い
っ
た
反
映
が
さ
れ
て
き

て
い
な
い
。
ま
ず
構
想
段
階
で
市
民
の
声
を

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
取
組
を
強
く
要
望
。

《
市
長
の
政
治
信
条
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

①
岸
田
首
相
が
敵
基
地
攻
撃
能

力
の
保
有
に
つ
い
て
明
言
し
た
こ
と
は
憲

法
違
反
で
あ
る
が
、
憲
法
を
尊
重
、
遵
守
す

る
立
場
で
あ
る
市
長
の
思
い
は
。
②
大
阪
府

と
大
阪
市
が
進
め
る
カ
ジ
ノ
誘
致
計
画
は
、

住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
使
命

と
す
る
地
方
自
治
体
の
役
割
と
相
反
す
る

も
の
で
、
断
念
す
べ
き
と
考
え
る
が
市
長
の

思
い
は
。

●
市
長
　
①
憲
法
を
尊
重
し
、
遵
守
し
て
い

き
た
い
。
②
カ
ジ
ノ
誘
致
へ
の
見
解
は
差
し

控
え
る
が
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
は
絶

好
の
機
会
と
捉
え
、
う
ま
く
活
用
す
る
。

●
要
望　

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
は
憲

法
違
反
と
の
態
度
表
明
を
。
ま
た
カ
ジ
ノ
誘

致
は
市
民
の
幸
せ
を
考
え
る
自
治
体
の
長

と
し
て
反
対
の
声
を
上
げ
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。
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市議会だより市議会だより

−市議会だより　令和4年（2022年）5月−

百
谷
孝
浩
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
行
財
政
改
革
の
推
進
よ
り
》

●
質
疑　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
地
域
の

課
題
解
決
や
地
方
創
生
の
鍵
を
握
り
、
新
た

な
自
主
財
源
の
確
保
に
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
、今
後
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

●
市
長
　
財
政
状
況
は
厳
し
く
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
の
活
用
に
向
け
、
寄
附
対
象
と

な
る
事
業
の
選
定
を
行
う
。

●
要
望　
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
の
た

め
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
に
よ
る

自
主
財
源
の
獲
得
に
向
け
て
、
よ
り
一
層
の

財
政
健
全
化
を
要
望
す
る
。

《
子
育
て
支
援
・
学
校
教
育
の
充
実
よ
り
》

●
質
疑　
新
た
に
創
設
予
定
の
（
仮
称
）
こ

ど
も
え
が
お
部
に
は
、
切
れ
目
の
な
い
包
括

的
支
援
に
期
待
す
る
が
、目
指
す
方
向
性
は
。

●
市
長
　
子
ど
も
に
関
す
る
施
策
の
一
体
的

な
実
施
を
考
え
、
体
制
を
強
化
し
、
組
織
の

は
ざ
ま
で
支
援
を
要
す
る
家
庭
を
見
落
と
す

こ
と
が
な
く
、
全
て
の
妊
産
婦
、
子
育
て
世

代
、子
ど
も
へ
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
。

●
要
望　
よ
り
密
な
情
報
共
有
、
専
門
的
な

人
材
配
置
、
関
係
機
関
等
と
一
層
の
連
携
強

化
に
よ
り
、
対
象
者
へ
の
支
援
を
要
望
。

《
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
よ
り
》

●
質
疑　
動
物
愛
護
の
観
点
か
ら
、
ペ
ッ
ト

の
家
族
化
が
一
般
的
に
な
り
、
災
害
時
の
避

難
所
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
の
受
入
れ

態
勢
、安
全
管
理
及
び
衛
生
管
理
の
配
慮
は
。

●
市
長
　
避
難
所
に
お
い
て
は
動
物
が
苦

手
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
、
乳
幼
児
や
高
齢
者

な
ど
が
避
難
さ
れ
、
ペ
ッ
ト
同
士
の
共
存
へ

の
対
策
も
考
え
、ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に
対
し
、

人
と
動
物
の
動
線
を
分
け
る
工
夫
や
、
ペ
ッ

ト
と
の
車
中
避
難
の
場
所
に
つ
い
て
も
、
民

間
事
業
者
の
協
力
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

●
要
望　
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
し
た
場
合
、
屋

外
ま
た
は
屋
内
飼
育
動
物
等
、
様
々
な
種
類

や
大
き
さ
の
動
物
を
想
定
し
、
専
用
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
す
る
こ
と
及
び
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
記
載
な
ど
周
知
徹
底
を
要
望
す
る
。

《
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
よ
り
》

●
質
疑　
こ
れ
ま
で
、
大
型
の
商
業
施
設
等

の
企
業
誘
致
は
市
街
化
調
整
区
域
の
制
限

等
に
よ
り
諦
め
て
き
た
が
、
今
後
の
企
業
誘

致
の
促
進
に
向
け
た
取
組
は
。

●
市
長
　
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
大

規
模
集
客
施
設
の
適
正
な
立
地
を
誘
導
す

る
た
め
、
本
市
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
昨

年
12
月
に
策
定
し
、
官
民
連
携
に
よ
る
新
た

な
取
組
も
含
め
着
実
に
進
め
る
。

●
要
望　
今
後
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向

け
て
、
先
進
市
の
取
組
状
況
や
成
果
を
参
考

に
企
業
誘
致
の
推
進
を
要
望
す
る
。

《
快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る　

住
み
よ
い
ま
ち
よ
り
》

●
質
疑　
高
鷲
北
幼
稚
園
跡
地
の
ボ
ー
ル
遊

び
が
で
き
る
広
場
整
備
に
向
け
て
、
近
隣
住

民
や
地
域
と
の
協
議
や
進
捗
状
況
は
。ま
た
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
迷
惑
行
為
等
が
取
り
上

げ
ら
れ
、専
用
広
場
を
求
め
る
声
が
多
い
が
、

ど
ん
な
空
間
整
備
を
計
画
し
て
い
る
の
か
。

●
市
長
　
昨
年
よ
り
地
元
と
協
議
を
重
ね
、

ボ
ー
ル
遊
び
の
対
策
で
、
防
球
ネ
ッ
ト
の
設

置
や
防
災
機
能
を
兼
ね
備
え
た
空
間
づ
く
り

に
お
お
む
ね
理
解
を
得
て
お
り
、
令
和
５
年

度
完
成
に
向
け
、
実
施
設
計
、
整
備
工
事
に

取
り
組
み
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
広
場
は
、
初

心
者
で
も
安
心
し
て
楽
し
め
る
空
間
整
備
を

早
期
の
開
設
に
向
け
、
候
補
地
を
調
整
中
。

●
要
望　
高
鷲
北
幼
稚
園
跡
地
は
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
幅
広
い
層
の
地
域
住
民
が

共
に
集
え
る
空
間
づ
く
り
を
要
望
。
ま
た
、

近
年
自
治
体
主
導
で
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
広

場
整
備
が
進
む
傾
向
が
あ
り
、
高
架
下
な

ど
、
規
模
や
周
辺
環
境
、
安
全
面
も
考
慮
し

た
空
間
整
備
を
要
望
。

《
地
域
が
つ
な
が
り　

安
全
で
心
安
ら
ぐ
ま
ち
よ
り
》

●
質
疑　
犬
や
猫
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着

に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と

の
、個
人
や
保
護
団
体
等
へ
の
周
知
方
法
は
。

●
市
長
　
犬
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
す
本
市

と
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、
施

術
費
用
の
一
部
を
助
成
し
、
狂
犬
病
予
防
注

射
の
際
に
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着
の
大
切

さ
を
啓
発
す
る
チ
ラ
シ
配
布
及
び
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
広
報
紙
等
で
周
知
を
図
り
た
い
。

●
要
望　

犬
や
猫
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装

着
は
、
災
害
時
に
飼
育
放
棄
や
遺
棄
防
止
等

に
つ
な
が
る
た
め
、
普
及
促
進
と
周
知
徹
底

を
要
望
。

《
と
も
に
支
え
合
い　

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
よ
り
》

●
質
疑　

保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体

的
な
実
施
と
は
、
従
来
の
概
念
か
ら
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
た
の
か
。
当
市
の
方
向
性
は
。

●
市
長
　
本
事
業
は
75
歳
以
上
の
方
が
保
健

事
業
と
介
護
予
防
事
業
を
ベ
ー
ス
に
、
相
談

を
待
つ
の
で
は
な
く
健
康
診
査
や
診
療
レ
セ

プ
ト
等
か
ら
多
様
な
課
題
の
あ
る
方
々
に
対

し
、
戸
別
訪
問
や
地
域
の
身
近
な
通
い
の
場

等
に
保
健
師
等
の
専
門
職
が
出
向
き
、
支
援

を
行
う
こ
と
で
健
康
の
保
持
・
増
進
を
目
指

す
も
の
で
、
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

●
要
望　

今
後
は
65
歳
以
上
の
方
々
に
も

同
じ
よ
う
に
推
進
し
、
よ
り
多
く
の
高
齢
者

の
健
康
維
持
に
寄
与
す
る
こ
と
を
要
望
。

《
未
来
に
羽
ば
た
く　

子
ど
も
・
若
者
を
育
む
ま
ち
よ
り
》

●
質
疑　

留
守
家
庭
児
童
会
の
土
曜
開
会

の
拡
充
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
性
か
。

●
市
長
　
家
庭
環
境
や
就
労
形
態
の
多
様

化
等
に
対
応
す
る
子
育
て
支
援
施
策
の
措

置
と
し
て
、
ま
た
保
護
者
の
要
望
も
踏
ま

え
、
土
曜
通
年
開
会
に
向
け
て
課
題
を
整
理

し
、
速
や
か
に
取
り
組
み
た
い
。

●
要
望　

実
施
可
能
な
方
法
を
十
分
検
討

し
、
土
曜
通
年
開
会
の
早
期
実
施
を
要
望
。

《
魅
力
発
見　

賑
わ
い
と
創
造
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
よ
り
》

●
質
疑　
新
た
に
設
立
さ
れ
る
（
仮
称
）
羽
曳

野
観
光
局
に
つ
い
て
、
市
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

●
市
長
　
本
市
の
観
光
課
と
任
意
団
体
の

観
光
協
会
が
担
っ
て
き
た
観
光
施
策
を
、
よ

り
民
間
目
線
に
立
っ
た
組
織
と
し
て
再
構

築
し
、
設
立
後
は
局
が
主
体
と
な
り
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

●
要
望　
知
名
度
の
向
上
、
地
域
活
性
化
、

交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
、
観
光
施
策
に

取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

《
市
民
と
と
も
に
築
く　
自
立
し
た
ま
ち
よ
り
》

●
質
疑　

市
役
所
本
館
の
新
庁
舎
整
備
は

ど
の
よ
う
な
構
想
、
計
画
な
の
か
。

●
市
長
　
本
館
は
築
約
48
年
が
経
過
し
、
耐

震
性
能
や
老
朽
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
等

に
大
き
な
課
題
が
あ
る
。
有
利
な
起
債
の
活

用
時
期
を
考
慮
し
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
基
本

構
想
、
計
画
の
策
定
を
進
め
る
。

●
要
望　
市
役
所
本
館
の
新
庁
舎
整
備
は
、

デ
ジ
タ
ル
化
や
防
災
へ
の
対
応
な
ど
、
現
代

社
会
に
適
応
し
た
基
本
構
想
の
早
期
立
案

を
要
望
。

《
そ
の
他
の
質
疑
》

●
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

●
担
い
手
の
育
成
・
確
保
の
支
援
及
び
地
域

担
当
制
度
に
つ
い
て　

●
災
害
発
生
時
に
お
け
る
受
入
体
制
の
整

備
に
つ
い
て

●
適
応
指
導
教
室
の
試
行
的
実
施
に
つ
い
て

●
お
く
や
み
窓
口
に
つ
い
て

3



市議会だより市議会だより

−市議会だより　令和4年（2022年）5月− 4

松
井
康
夫

（
自
由
民
主
党
・
も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

《
外
部
人
材
の
登
用
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
①
多
様
化
、
高
度
化
す
る
行
政
課

題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
専
門
的
な
知
識
と

経
験
を
有
す
る
外
部
人
材
の
登
用
と
あ
る
が
、

登
用
す
る
際
に
は
、
以
前
の
議
会
で
も
議
論

さ
れ
た
よ
う
に
猜
疑
心
を
生
む
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
職
員
の
人
事
異
動

も
同
様
に
、
適
材
適
所
で
誰
も
が
納
得
す
る

も
の
を
望
む
が
、
市
長
の
考
え
は
。
②
新
た

な
人
事
評
価
制
度
の
内
容
及
び
効
果
は
。
③

現
状
で
の
女
性
職
員
の
管
理
職
の
割
合
は
。

ま
た
、
管
理
職
へ
の
登
用
拡
大
の
考
え
は
。

●
市
長
　
①
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、

効
率
的
、
効
果
的
に
施
策
へ
反
映
さ
せ
る
に

は
、
組
織
が
機
能
し
、
活
性
化
す
る
よ
う
な

適
材
適
所
の
配
置
が
必
要
で
あ
る
。
配
属
さ

れ
た
部
署
に
お
い
て
職
員
が
や
り
が
い
を
感

じ
、
自
己
表
現
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

②
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
、
組
織
と
し
て
の

目
標
を
明
確
に
設
定
し
、
職
員
が
そ
の
目

標
達
成
に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ
が
担
う
べ
き
役

割
を
設
定
、
職
員
個
々
の
達
成
度
や
成
果
を

適
正
に
評
価
す
る
も
の
。
③
令
和
３
年
４
月

１
日
現
在
、
30.
4
％
。
令
和
７
年
度
に
は

34
％
を
目
標
に
し
て
い
る
。

《（
仮
称
）
こ
ど
も
え
が
お
部
の
創
設
、
学
校

教
育
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
①
本
市
は
子
ど
も
関
係
の
組
織
統

合
が
遅
れ
て
い
る
市
で
あ
り
、
包
括
的
に
取

り
組
め
る
組
織
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

既
に
組
織
改
正
さ
れ
た
こ
ど
も
未
来
室
も

含
め
、
新
た
な
部
を
創
設
す
る
わ
け
だ
が
、

そ
の
組
織
の
規
模
、
関
わ
る
人
員
、
人
材
配

置
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。
②
市
立
学
校

園
の
適
正
規
模
や
適
正
配
置
の
検
討
を
進

め
る
と
あ
り
、
こ
れ
は
学
校
園
の
統
廃
合
を

視
野
に
入
れ
た
発
言
と
思
わ
れ
る
。
保
護
者

や
地
域
の
方
々
を
巻
き
込
ん
だ
議
論
と
な

る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

●
市
長
　
①
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
組

織
の
は
ざ
ま
で
支
援
を
要
す
る
家
庭
を
見

落
と
す
こ
と
な
く
、
全
て
の
妊
産
婦
、
子
育

て
世
帯
、
子
ど
も
へ
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
う
。
職
員
体
制
に
つ
い
て
は
、
社
会
福

祉
士
や
保
健
師
等
の
専
門
職
を
配
置
す
る

と
と
も
に
、
外
部
か
ら
の
人
材
を
登
用
し
、

多
職
種
の
専
門
家
に
よ
る
連
携
を
図
り
、
効

果
的
な
支
援
を
実
施
す
る
。
②
少
子
化
に
よ

り
、
学
校
規
模
が
大
き
く
異
な
る
状
況
に
鑑

み
、
教
育
長
、
教
育
委
員
の
皆
様
と
意
見
交

換
を
実
施
し
、
適
正
規
模
の
基
準
を
定
め
た

上
で
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
と
議
論
を
深

め
た
い
。

●
意
見　
今
回
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
学
童

保
育
や
障
害
児
が
入
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら

の
所
管
と
連
携
す
る
方
策
を
し
っ
か
り
押

さ
え
て
お
か
な
い
と
、
結
局
こ
れ
ま
で
ど
お

り
の
縦
割
り
や
、
仕
事
の
振
り
合
い
に
な
ら

な
い
か
危
惧
す
る
。
将
来
的
に
は
、
子
ど
も

の
政
策
全
般
、
少
子
化
対
策
を
創
出
で
き
る

よ
う
な
組
織
が
理
想
的
で
あ
る
。

《
高
齢
者
の
社
会
参
加
へ
の
支
援
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

高
齢
者
が
社
会
参
加
し
て
い
く

た
め
の
支
援
と
し
て
、
何
よ
り
も
移
動
手
段

の
確
保
へ
の
支
援
が
急
務
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

●
市
長
　
公
共
施
設
循
環
福
祉
バ
ス
の
ル

ー
ト
変
更
や
増
便
、
停
車
場
所
の
工
夫
な

ど
、
市
民
の
移
動
支
援
と
し
て
他
市
よ
り
も

充
実
し
た
運
行
を
実
施
し
て
い
る
。
ほ
か
に

も
、
在
宅
高
齢
者
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
な

ど
、
既
存
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
市
役
所
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
意
見　
人
口
減
少
、
超
高
齢
化
社
会
で
の

持
続
可
能
な
枠
組
み
づ
く
り
と
し
て
、
循
環

バ
ス
の
拡
充
や
現
金
給
付
で
は
限
界
が
あ

る
。
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
対
策
と
し

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

《
交
通
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
促
進
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

府
道
郡
戸
大
堀
線
整
備
事
業
と

恵
我
ノ
荘
駅
南
側
の
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
計
画
よ
り
も
か
な
り
遅
れ
て
い
る
が
、

市
長
の
考
え
は
。

●
市
長
　
全
事
業
区
間
に
お
い
て
約
40
％

の
事
業
用
地
取
得
率
と
聞
い
て
い
る
。
大
阪

府
と
も
協
議
を
進
め
、
駅
前
広
場
の
区
域
、

道
路
線
形
等
を
検
討
し
て
い
く
。

●
要
望　

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
安
定
し
た
予
算
の
計
上
及

び
大
阪
府
に
対
し
、
強
く
働
き
か
け
る
こ
と

を
要
望
す
る
。

《
消
防
・
救
急
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
災
害
や
消
防
・
救
急
の
充
実
に
対

応
す
る
た
め
、
近
隣
自
治
体
５
市
２
町
１
村

に
よ
る
強
化
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
お
そ

ら
く
広
域
化
へ
進
む
と
考
え
て
い
る
が
、
も

と
も
と
３
市
で
適
正
人
口
を
カ
バ
ー
で
き

る
よ
う
対
応
し
て
き
た
が
、
さ
ら
に
広
域
化

す
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

●
市
長
　
５
市
２
町
１
村
で
協
議
を
重
ね
、

指
令
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
の
共
同
実
施
、
は

し
ご
車
の
共
同
整
備
に
関
す
る
基
本
協
定

書
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
指
令
台
及
び
は

し
ご
車
の
共
同
運
用
に
よ
る
財
政
的
メ
リ

ッ
ト
、
３
消
防
本
部
の
統
合
に
よ
る
救
急
体

制
の
強
化
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

●
要
望　
救
急
搬
送
を
担
う
消
防
行
政
は
、

受
け
手
で
あ
る
医
療
機
関
な
し
で
は
成
り

立
た
な
い
。
広
域
化
を
進
め
て
い
く
の
で
あ

れ
ば
、
府
で
割
り
振
ら
れ
た
救
急
救
命
医
療

の
医
療
圏
域
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
議
論

す
る
よ
う
要
望
す
る
。

《
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
①
７
地
区
長
会
懇
談
会
に
加
え
、

各
種
公
募
型
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

実
施
と
あ
る
が
、
そ
の
取
組
の
体
制
は
。
②

行
政
と
地
域
を
つ
な
ぐ
地
域
担
当
制
度
を

充
実
す
る
と
あ
る
が
、
そ
の
役
割
は
。

●
市
長
　
①
事
務
局
は
市
民
協
働
ふ
れ
あ

い
課
で
、
意
見
交
換
は
私
自
身
が
行
う
。
②

要
望
を
は
じ
め
、
区
長
懇
談
会
等
で
の
意
見

交
換
を
取
り
ま
と
め
、
担
当
課
と
の
情
報
共

有
、
全
庁
的
な
意
思
疎
通
を
図
る
な
ど
、
地

域
と
行
政
を
つ
な
ぐ
役
目
と
な
る
よ
う
に

と
考
え
て
い
る
。

●
質
疑　

①
本
格
的
に
公
募
型
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

回
数
が
多
く
、
現
在
の
体
制
で
大
丈
夫
な
の

か
。

②
地
域
担
当
制
度
に
つ
い
て
は
、
地
域
カ
ル

テ
を
作
成
し
、
地
域
と
行
政
を
つ
な
ぐ
役
目

と
な
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
だ
が
、
地
域
へ

ど
れ
だ
け
出
向
く
の
か
。
ま
た
、
何
人
で
チ

ー
ム
を
組
む
の
か
。
昨
年
、
部
長
が
２
回
、

課
長
が
１
回
替
わ
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
所
管

す
る
市
民
協
働
ふ
れ
あ
い
課
の
人
員
を
増

や
す
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市

長
の
考
え
は
。

●
市
長
　
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
地
域
担

当
制
度
の
担
当
課
に
つ
い
て
は
、
地
域
が
抱

え
る
課
題
等
を
共
有
し
、
地
域
と
行
政
が
力

を
合
わ
せ
た
課
題
解
決
へ
の
取
組
の
充
実
を

図
る
た
め
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

《
そ
の
他
の
質
疑
》

●
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

●（
仮
称
）
羽
曳
野
観
光
局
の
立
ち
上
げ
に

つ
い
て

●
下
水
道
料
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
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《「
市
政
運
営
の
基
本
的
考
え
」よ
り
》

●
質
疑　
①
人
口
確
保
へ
の
取
組
は
。
②
ふ

る
さ
と
納
税
の
取
組
は
。
③
当
市
は
観
光

資
源
で
あ
る
世
界
遺
産
と
日
本
遺
産
を
有
す

が
、
大
阪
・
関
西
万
博
を
絶
好
の
ア
ピ
ー
ル

チ
ャ
ン
ス
と
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
④
人
事
評

価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
、
職
員
の
育
成
、
生

産
性
の
向
上
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
ら

れ
る
の
か
。

●
市
長
　
①
人
口
減
少
問
題
は
重
要
課
題
。

②
返
礼
品
の
拡
充
、
情
報
発
信
で
積
極
的
に

取
り
組
む
。
③
民
間
事
業
者
と
連
携
し
、（
仮

称
）
羽
曳
野
観
光
局
の
設
立
を
予
定
。
万
博

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
も
視
野
に
取
り
組

む
。
④
人
事
評
価
制
度
で
職
員
の
意
欲
の
高

揚
を
促
し
、
主
体
的
な
能
力
開
発
と
業
務
遂

行
能
力
向
上
を
目
指
す
。

●
要
望　
人
口
確
保
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
観

光
政
策
、
人
材
の
育
成
は
大
切
な
観
点
。
他

市
に
負
け
な
い
取
組
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
と

観
光
を
共
に
進
め
る
施
策
展
開
を
要
望
。

《「
行
財
政
改
革
の
推
進
」よ
り
》

●
質
疑　

①
平
和
、
安
心
・
安
全
、
健
康
、

教
育
、
環
境
等
、
羽
曳
野
市
民
で
良
か
っ
た

と
思
え
る
取
組
に
つ
い
て
の
考
え
は
。
②
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
２
万
ポ
イ
ン
ト
の
付

与
が
実
施
さ
れ
、
本
年
６
月
に
は
通
帳
と
の

ひ
も
づ
け
も
行
わ
れ
、
市
民
生
活
の
中
に
入

っ
て
く
る
が
、
今
後
の
取
組
は
。
③
改
正
高

齢
者
雇
用
安
定
法
が
昨
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
た
。
市
民
が
税
金
を
納
め
、
長
年
育

て
上
げ
た
人
材
群
で
あ
る
職
員
の
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ス
と
し
て
、
採
用
す
る
考
え
は
。

●
市
長
　
①
長
期
的
に
魅
力
あ
る
町
に
す

る
こ
と
で
、
人
や
企
業
を
呼
び
込
み
、
地
域

活
性
化
で
税
収
ア
ッ
プ
し
た
行
財
政
基
盤

の
確
立
に
努
め
た
い
。
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
推
進
は
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
ス
ー
パ

ー
等
、
市
の
施
設
外
で
の
開
催
も
予
定
し
て

い
る
。
③
職
員
が
長
年
に
わ
た
り
培
っ
た
知

識
、
経
験
は
行
政
に
と
っ
て
何
物
に
も
代
え

難
い
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
組
織
、
制
度
運

用
な
ど
、
多
方
面
か
ら
研
究
し
て
い
く
。

●
要
望　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

は
、
今
後
さ
ら
な
る
取
組
を
要
望
。
退
職
の

職
員
は
キ
ャ
リ
ア
が
満
点
で
、
雇
用
を
ち
ゅ

う
ち
ょ
す
る
こ
と
は
な
く
、
市
民
が
育
て
た

行
政
の
プ
ロ
の
活
用
を
要
望
。

《「
子
育
て
支
援
・
学
校
教
育
の
充
実
」よ
り
》

●
質
疑　
以
前
、
障
害
を
お
持
ち
の
お
子
さ

ん
の
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

際
の
使
い
勝
手
の
悪
さ
や
、
担
当
課
の
違
い

で
の
不
都
合
を
指
摘
し
、
改
善
を
求
め
た
。

寄
り
添
っ
た
支
援
が
大
事
で
あ
る
。
市
長
は

（
仮
称
）
こ
ど
も
え
が
お
部
の
創
設
に
並
々

な
ら
ぬ
気
持
ち
が
あ
る
と
推
察
す
る
が
、
こ

の
点
に
つ
い
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

●
市
長
　（
仮
称
）
こ
ど
も
え
が
お
部
を
創

設
し
て
業
務
や
支
援
体
制
を
一
本
化
し
、
強

化
す
る
こ
と
で
、
組
織
の
は
ざ
ま
で
支
援
を

要
す
る
家
庭
を
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
全
て

の
妊
産
婦
、
子
育
て
世
帯
、
子
ど
も
へ
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
進
め
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
（
仮
称
）
こ
ど
も
え
が
お
部
の
創

設
は
、
大
い
に
期
待
。
幾
度
も
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
出
産
か
ら
育
児
ま
で
相
談
で
き
る
体

制
づ
く
り
の
羽
曳
野
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
実
施

を
要
望
し
て
き
た
。
今
度
こ
そ
出
産
か
ら
子

育
て
ま
で
相
談
で
き
る
部
の
創
設
を
要
望
。

《「
健
康
・
福
祉
の
充
実
と
向
上
」よ
り
》

●
質
疑　

手
話
言
語
条
例
は
平
成
31
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
こ
の
条
例
の
活
用

に
よ
っ
て
、
障
害
の
あ
る
方
も
参
加
で
き
る

体
制
づ
く
り
の
考
え
は
。

●
市
長
　
手
話
言
語
条
例
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
、
広
報
は
び
き
の
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
へ
の
掲
載
を
行
う
な
ど
、
手
話
の
普
及
に

努
め
て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
で
遠
隔

手
話
通
訳
を
実
施
す
る
な
ど
、
感
染
拡
大

防
止
に
留
意
し
意
思
疎
通
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
る
。

●
要
望　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
の
取
組
を

検
討
し
、
市
長
の
施
政
方
針
や
議
会
の
同
時

通
訳
な
ど
も
検
討
す
る
こ
と
を
要
望
。

《「
交
通
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
促
進
」よ
り
》

●
質
疑　
恵
我
ノ
荘
駅
前
周
辺
の
整
備
は
、

地
元
関
係
町
会
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

を
結
成
し
、
学
習
や
視
察
等
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
令
和
３
年
度
に
は
大
筋
の
め
ど
が
立

つ
予
定
と
し
て
い
た
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な

い
。
駅
前
整
備
の
現
状
と
今
後
の
計
画
は
。

●
市
長
　
お
お
よ
そ
75
％
の
事
業
用
地
取

得
が
完
了
。
令
和
３
年
度
の
業
務
委
託
で
、

駅
前
広
場
の
区
域
、
道
路
線
形
等
を
検
討

し
、
警
察
等
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
る
。

●
要
望　
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
状
況
を
地

域
住
民
は
見
て
い
る
。
市
民
の
期
待
に
応
え

る
結
果
を
一
日
も
早
く
出
す
こ
と
を
要
望
。

《「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」よ
り
》

●
質
疑　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
の
防
災
訓

練
の
取
組
は
。
使
い
勝
手
の
よ
い
防
災
備
蓄

倉
庫
の
確
保
へ
の
計
画
は
。

●
市
長
　
災
害
時
に
迅
速
、
的
確
に
行
動
す

る
た
め
、
新
年
度
に
地
域
住
民
の
防
災
訓
練

に
職
員
が
参
加
し
、
資
機
材
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の

提
供
等
の
支
援
を
実
施
す
る
。
特
に
備
蓄
物

資
の
保
管
が
困
難
な
白
鳥
、
高
鷲
南
、
羽
曳

が
丘
小
学
校
に
コ
ン
テ
ナ
型
防
災
倉
庫
を

設
置
す
る
予
定
。

●
要
望　
新
年
度
、
新
た
に
市
内
３
小
学
校

校
へ
の
コ
ン
テ
ナ
型
防
災
倉
庫
の
設
置
は
す

ば
ら
し
い
。今
後
も
計
画
的
な
取
組
を
要
望
。

《「
快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る　

住
み
よ
い
ま
ち
」よ
り
》

●
質
疑　

①
高
鷲
北
幼
稚
園
跡
地
は
ボ
ー

ル
遊
び
が
で
き
る
広
場
に
整
備
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
地
元
へ
の
周
知
徹
底
と
公
園
利

用
の
安
全
性
は
。
②
高
鷲
南
中
学
校
北
側
の

浸
水
対
策
に
お
い
て
、
藤
井
寺
市
と
の
計
画

が
進
ん
で
い
な
い
雨
水
対
策
の
現
状
は
。

●
市
長
　
①
ボ
ー
ル
接
触
時
の
騒
音
対
策

と
し
て
、
防
球
ネ
ッ
ト
を
設
置
。
自
動
販
売

機
、
あ
ず
ま
や
、
健
康
遊
具
を
設
置
し
、
全

世
代
型
の
広
場
に
す
る
。
②
恵
美
坂
水
路
の

近
鉄
線
路
を
含
め
た
下
流
側
水
路
は
、
藤
井

寺
市
と
共
同
で
今
年
度
12
月
よ
り
着
手
し
、

令
和
６
年
度
の
完
成
に
向
け
た
改
修
工
事

を
行
っ
て
い
る
。

●
要
望　

幼
稚
園
の
跡
地
利
用
は
地
域
住

民
の
関
心
は
大
き
い
。
住
環
境
の
保
持
を
要

望
。
浸
水
対
策
は
令
和
６
年
度
の
完
成
を
目

指
し
た
取
組
を
強
く
要
望
。

《「
と
も
に
支
え
合
い　

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」よ
り
》

●
質
疑　

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予

防
の
一
体
的
な
実
施
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
」

支
援
と
は
。

●
市
長
　
専
門
職
が
自
ら
地
域
に
出
向
き
、

相
談
等
の
支
援
を
行
う
。
通
い
の
場
に
保
健

医
療
の
専
門
的
視
点
か
ら
の
支
援
が
加
わ
り
、

住
民
主
体
の
場
で
専
門
職
に
よ
る
支
援
を
受

け
て
い
た
だ
け
る
体
制
を
整
え
て
い
く
。

●
要
望　
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
」
支
援
の
取

組
は
す
ば
ら
し
い
取
組
。
ぜ
ひ
、
実
施
す
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

《「
未
来
に
羽
ば
た
く　

子
ど
も
・
若
者
を
育
む
ま
ち
」よ
り
》

●
質
疑　

適
応
指
導
教
室
の
試
験
的
実
施

と
は
。

●
市
長
　「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
の
水
曜
日

に
限
り
、
試
行
的
に
西
地
域
で
開
室
す
る
。

●
要
望　

教
育
環
境
充
実
の
た
め
の
取
組

を
強
く
要
望
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
疑
》

●
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
つ
い
て
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金
銅
宏
親
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
今
後
の
広
域
連
携
の
考
え
方
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
今
後
の
広
域
連
携
の
必
要
性
は
。

●
市
長
　
人
口
減
少
や
少
子
・
高
齢
化
が
進

展
す
る
中
で
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
多
様

化
、
高
度
化
す
る
行
政
課
題
に
対
し
、
自
治

体
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
大
き
く
な
る
一
方

で
、
行
財
政
改
革
は
よ
り
厳
し
い
状
況
に
な

っ
て
い
る
。
限
ら
れ
た
財
政
的
・
人
的
資
源

の
中
で
安
定
的
、
持
続
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
提
供
す
る
に
は
、

単
独
で
は
難
し
い
。
広
域
に
よ
る
処
理
の
ほ

う
が
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
も
の
や
、
よ
り
効
率

的
な
も
の
な
ど
に
つ
い
て
は
、
周
辺
自
治
体

と
の
連
携
や
協
力
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

《
食
育
と
学
校
給
食
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
学
校
教
育
の
中
の
食
育
と
中
学
校

給
食
実
施
方
式
等
検
討
業
務
の
進
捗
状
況
は
。

●
市
長
　
食
育
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
食

育
基
本
法
の
前
文
で
は
、
食
育
を
生
き
る
上

で
の
基
本
と
し
、
知
育
、
徳
育
、
体
育
の
基

礎
と
位
置
づ
け
、
様
々
な
経
験
を
通
じ
て
食

に
関
す
る
知
識
と
食
を
選
択
す
る
力
を
習
得

し
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で

き
る
人
間
を
育
て
る
食
育
を
推
進
す
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
。
食
育
と
い
う
の
は
食
事
に

つ
い
て
正
し
い
理
解
を
深
め
、
健
全
な
食
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
判
断
力
を
培
い
、

望
ま
し
い
食
習
慣
を
養
う
こ
と
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
に
よ
っ
て
学
齢
期
の
み
な
ら
ず
生
涯

に
わ
た
り
心
身
の
健
康
を
保
つ
た
め
の
基
礎

と
な
る
こ
と
か
ら
、
学
校
教
育
に
お
い
て
も

非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
中
学
校
給
食
実
施
方
式
等
検
討
業
務
の

進
捗
状
況
は
、
現
在
、
受
託
事
業
者
と
協
議

を
重
ね
、
検
討
、
調
査
を
進
め
て
い
る
。

《
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
増
設
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
増

設
す
る
理
由
は
。

●
市
長
　
本
市
の
高
齢
化
率
の
上
昇
や
認

知
症
高
齢
者
の
地
域
支
援
な
ど
、
高
齢
者
を

取
り
巻
く
課
題
は
多
様
化
、
複
雑
化
し
、
よ

り
一
層
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機

能
や
人
員
の
強
化
が
必
要
と
な
り
、
現
在
直

営
１
か
所
か
ら
委
託
型
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
２
か
所
を
含
む
３
か
所
に
増
設
す

る
予
定
。

《
恵
我
ノ
荘
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

恵
我
ノ
荘
駅
前
南
側
広
場
の
現

状
と
今
後
の
流
れ
は
。

●
市
長
　
恵
我
ノ
荘
駅
前
南
側
広
場
整
備

事
業
の
現
状
は
、
用
地
測
量
等
の
調
整
は
お

お
む
ね
完
了
し
、
約
７
割
程
度
の
用
地
取
得

が
完
了
し
て
い
る
。
残
る
事
業
用
地
に
つ
い

て
も
継
続
し
て
用
地
交
渉
を
重
ね
、
ご
協
力

を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
。

《
防
災
・
減
災
に
向
け
た
組
織
体
制

及
び
防
災
倉
庫
の
計
画
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
防
災
・
減
災
に
向
け
た
組
織
体
制

や
機
能
の
強
化
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

ま
た
、
災
害
時
の
相
互
応
援
協
定
締
結
の
現

在
の
状
況
は
。

●
市
長
　
災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
様
と
行
政
が
自

助
、
共
助
、
公
助
の
理
念
に
基
づ
き
、
日
常

的
に
災
害
へ
の
備
え
に
取
り
組
み
、
連
携
す

る
こ
と
が
必
要
。
地
域
住
民
の
方
々
に
よ
る

自
主
防
災
組
織
と
行
政
の
災
害
対
策
本
部

が
平
時
よ
り
互
い
に
災
害
対
応
力
を
高
め
、

災
害
時
に
力
を
発
揮
し
て
い
け
る
よ
う
、
令

和
４
年
度
で
は
地
域
に
お
け
る
自
主
防
災

組
織
の
組
織
化
促
進
を
目
指
し
た
地
域
研

修
会
の
開
催
。
職
員
に
お
い
て
は
、
災
害
対

応
に
係
る
研
修
や
訓
練
に
取
り
組
む
。
市
民

の
皆
様
の
ご
理
解
も
得
な
が
ら
、
自
助
、
公

助
、
共
助
の
理
念
が
根
づ
く
災
害
に
強
い
町

を
つ
く
る
た
め
に
、意
識
啓
発
、活
動
支
援
、

研
修
、
訓
練
な
ど
、
地
道
で
継
続
的
な
取
組

を
進
め
て
い
く
。
防
災
倉
庫
の
計
画
に
つ
い

て
は
、
小
・
中
学
校
を
含
む
26
か
所
の
避

難
所
に
は
一
定
数
の
備
蓄
物
資
を
確
保
し

て
い
る
。
し
か
し
、
立
地
条
件
や
構
造
上
、

保
管
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
所
も
あ
る
。
ま

た
、
備
蓄
場
所
か
ら
避
難
所
ま
で
の
距
離

が
遠
い
場
所
も
あ
る
。
令
和
４
年
度
は
、
こ

れ
ら
の
件
を
勘
案
し
、
白
鳥
、
高
鷲
南
、
羽

曳
が
丘
小
学
校
の
３
校
に
コ
ン
テ
ナ
型
防

災
倉
庫
を
設
置
す
る
予
定
。
災
害
時
の
相
互

応
援
協
定
は
、
令
和
４
年
１
月
現
在
、
国
や

近
畿
圏
の
市
町
村
、
大
阪
府
下
の
市
町
村
な

ど
と
は
水
道
施
設
や
下
水
道
施
設
の
復
旧
、

災
害
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
、
職
員
派
遣
、

救
援
物
資
の
提
供
な
ど
を
目
的
と
し
た
15

の
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
ま
た
、
食
料
品
な

ど
の
販
売
事
業
者
や
資
機
材
、
製
造
メ
ー
カ

ー
、
通
信
事
業
者
な
ど
と
は
、
食
料
や
生
活

必
需
品
、
資
機
材
の
提
供
、
緊
急
情
報
の
配

信
、
遺
体
の
安
置
な
ど
を
目
的
と
し
た
45
の

協
定
を
結
ん
で
い
る
。

《
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と

地
域
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
》

●
質
疑　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

す
る
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
地
域

が
抱
え
る
課
題
と
考
え
て
い
る
の
か
。

●
市
長
　
地
域
が
抱
え
る
課
題
は
、
多
岐
に

わ
た
る
。
例
え
ば
人
口
減
少
や
少
子
・
高
齢

化
、
核
家
族
化
、
世
界
経
済
の
急
速
な
変
化

を
受
け
、
価
値
観
や
生
活
様
式
が
複
雑
化
・

多
様
化
す
る
な
ど
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
衰
退
等
が
課
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

《（
仮
称
）
羽
曳
野
観
光
局
に
つ
い
て
》

●
質
疑　
（
仮
称
）
羽
曳
野
観
光
局
の
設
立

理
由
と
目
的
は
。

●
市
長
　
こ
れ
ま
で
本
市
に
お
け
る
観
光

施
策
は
、
観
光
課
と
任
意
団
体
で
あ
る
羽
曳

野
市
観
光
協
会
が
主
に
担
っ
て
き
た
。
事
業

者
と
の
連
携
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
知
識
、
経
験

の
蓄
積
や
継
承
す
る
上
で
、
少
な
か
ら
ず
支

障
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
加
え

て
、
昨
今
の
状
況
か
ら
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

に
お
け
る
観
光
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

人
的
に
も
財
政
的
に
も
、
よ
り
柔
軟
で
機
動

的
な
体
制
が
必
要
で
あ
り
、
行
政
だ
け
で
は

な
く
、
民
間
ア
イ
デ
ア
や
活
力
を
生
か
す
た

め
に
も
、
行
政
と
民
間
の
よ
り
強
い
連
携
が

必
要
と
考
え
る
た
め
、
観
光
局
の
設
立
に
取

り
組
む
。

●
要
望　

将
来
世
代
に
過
度
な
負
担
を
残

さ
ぬ
よ
う
行
財
政
改
革
を
着
実
に
実
行
し

て
い
く
と
い
う
市
長
の
強
い
意
志
を
感
じ

た
。
引
き
続
き
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
に
つ
い
て

必
要
性
、
費
用
対
効
果
、
受
益
者
負
担
、
公

民
の
役
割
分
担
の
観
点
か
ら
、
聖
域
な
き
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
で
の
総
点
検
、
再
構
築
に
取
り
組

み
、
ま
た
事
業
の
精
査
を
進
め
、
行
財
政
改

革
に
取
り
組
む
こ
と
は
重
要
な
こ
と
だ
と

思
う
。
私
も
い
ま
一
度
原
点
に
戻
り
、
市
民

の
皆
様
か
ら
信
託
を
受
け
た
議
員
と
し
て
、

二
元
代
表
制
の
意
義
を
再
認
識
し
、
精
い
っ

ぱ
い
頑
張
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
痛
感

し
て
い
る
。
し
か
し
、
全
て
の
施
策
に
つ
い

て
成
果
を
評
価
す
る
の
は
市
民
の
皆
様
一

人
一
人
で
あ
る
。
市
民
の
皆
様
が
本
当
に
羽

曳
野
市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も

羽
曳
野
市
に
住
み
続
け
た
い
、
そ
し
て
羽
曳

野
市
で
生
活
し
て
い
く
こ
と
を
誇
り
に
思

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努
力

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。
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